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　「《知ってるか？　世界はルールで出来ている》」






　序章　四月八日（月）　ルールズ・ルール







　パチン。





　髪かみ留どめが乾かわいた音を立てる。セーラー服姿の従姉妹いとこは、黄緑色に光る髪留めの位置を両手で調整しつつ、前髪のまとまり具合を確かく認にんしながら、顔だけこちらに向けた。


「え、なに、マル。なんか言った？」


　俺達が乗ってきたバスが、すぐ横を通り過ぎて行く。俺はジロリと従姉妹を睨にらみ返した。


「『マル』じゃねえ。俺の名前は犬いぬ海かい丸たまきだ。ガキの頃ころのあだ名で呼ぶな。学校でもその呼び方したら怒おこるぞ」


「いたたた。グーで頭をぐりぐりするのは既すでに怒ってるって事では無いのかと晶あきらは疑問提てい示じる。ガキって言っても、たった三年前じゃーん」


　ショートカットの頭を振ふって俺のげんこつから抜ぬけ出そうとする晶。


「『提示る』なんて日本語はねえぞ。なんでも『る』を付けたら動詞になると思うなよ！」


「痛いってばー。あ、マル、後ろ髪跳はねてる」


「タマキだっつの。え、マジ？」


　後頭部に手を当てると、確かに跳ねていた。慌あわてて何度も髪を撫なで付ける。


「くせっ毛なのになんで襟えり足あし伸のばしてるの？　だから寝ね癖ぐせが付くんだよって問題指し摘てきる」


　晶の言う通り、俺の髪はくせっ毛なのでいつも所々が跳ねている。襟足を伸ばしているのは、小さな時についた傷を隠かくしているからだが、あの頃の事はもう晶も忘れているようだ。


「ええいうるさい。ほら、これでどうだ？」


「うん、大だい丈じよう夫ぶ」


　よし。カバンを持ち直し、歩き始めながら晶の方を向いた。


「男子は三日会わざれば成長するんだ。三年前のあだ名なんかとっくに無効だ」


「なにそれ。根こん拠きよ不ぶ足そくる。前時代的だー」


　晶は文句を言いつつ、追いついて横に並んだ。俺は少し速度を落として並んで歩いた。


　四月八日の空は雲一つ無く快晴。バス停から学校までは広くて長い遊歩道が続いている。等とう間かん隔かくに植わる桜の木から、ピンクの花びらの大群が舞まい上がり、青空を背景に飛び回っていた。


　まるで桜の海の中にいるような錯さつ覚かくさえ覚えるピンク色の乱らん舞ぶは、なんとなく、これから高校に入学する俺を祝福しているように見えて、自然とテンションが上がる。


「で、ルールがどうしたっての？」


　晶が、くりっとした目で俺を見上げた。こいつは神じん宮ぐう晶。俺の従姉妹であり、同い年の幼なじみでもある。三年前に晶の家族が東京に引っ越こし、それ以来特に連れん絡らくもしていなかったのだけど、俺の高校進学での上京が決まり、下宿先が晶の親が経営するアパートになった。つまり、俺にとっては、こいつは大家の娘むすめでもある訳だ。俺は答える。


「さっき、バスの中でお前、聞いてきたろ？　俺に」


「え？　ああ、うん。『なんで座らないの？』って聞いた。マルの前の席、空いてたのに」


「マルじゃねえ、タマキだ。人の名前を断りもなく訓読みすんな」


「えー、『丸まる』を『たまき』って読む方が不自然だよー」


「それについては同意するし、親を何度恨うらんだかは分からないが、ここでは関係無い」


「うー。渋しぶ々しぶ了りよう解かいる。で？　晶が聞いたのがなんなの？」


「その質問の答えだ。世界はルールで出来ている」


　さっき言った言葉を繰くり返す。晶は首を捻ひねった。


「なんて言ったかは分かったけど、晶には理解不ふ能のうる」


「『ふのうる』って食品会社みたいだな。それ、東京の流行の喋しやべり方かなにかか？」


「ううん、晶だけ」


　三年振りに会った幼なじみは、割と都会慣れしているように見えたけど、こいつ東京で可哀かわい想そうな子扱あつかいされてんじゃないか？　ちょっと不安になった。


「こう言い換かえてもいい。世界ってのは、たくさんのルールの固まりである、と」


「ますます意味不ふ明めいる」


「そうか？」


　俺は腕うでを伸ばして、桜並木の先、そのちょっと斜ななめ上を指差した。桜の海の上に、いくつかの建物が浮うかんでいた。これから三年間通う事になる学まなび舎やだ。


「例えば、俺たちは今日から高校生になるわけだ」


「そうだね。しかも同じ学校。私立帆ほ群むら守もり学園。ま、晶は中学からの繰り上がりだけど」


　桜の海の底、遊歩道は学生で溢あふれていた。俺や晶と同じ帆群守学園の制服だ。男子はブレザー、女子はセーラー服。顔つきや身長で、誰だれが何年生なのかなんとなく分かる。


　楽しそうに喋りながら歩いている彼ら彼女らを眺ながめながら、俺は呟つぶやく。


「なぜ俺は、高校生にならなければならなかったんだ？」


「え？」


　回りくどい言い方をしたからか、晶は少し驚おどろいた顔を見せた。


　俺は晶に説明を始めた。





『なぜ俺は、高校生にならなければならなかったんだ？』


　勉強が好きな訳じゃ無い。どちらかと言えば嫌きらいだ。


　なのに、その嫌いな勉強を必死でやって、塾じゆくにも通って、私立高校に進学した。





　なんの為ために？





　立派な大人になるため？　違ちがう。良い高校を出て、良い大学を出たところで、大学新卒者の就職率が六割を切ってる事くらい、いまどき中学生だって知っている。十五歳という貴重な青春の一年間を潰つぶして受験勉強をしたのは、良い会社に入るためなんかじゃない。


　親の敷しいたレールに従っている？　違う。うちは放任主義だったから、俺は自主的に受験勉強をした。俺が「中学を出たらニートになる」と宣言しても、特に何も言われなかっただろう。


　大人になる事を留保した？　それはあるかもしれないが、積極的な理由じゃない。


　新しい友達が欲しかった？　それもあるかもしれないが、積極的な理由じゃない。


　そういう事じゃない。


　俺自身に何かの理由があって、高校生になった訳じゃないんだ。





「中学を卒業したら高校に進学する」というのが、「ルール」だったんだ。





　誰が決めた訳でも無い。実際、進学しないで親の家業を継ついだ友達だっていた。俺もそっちを選ぶ事はいくらでもできた。でも、進学した。それが「ルール」だと思ってたからだ。


　自分で《俺は、中学を卒業したら高校に進学する》という「ルール」を決めていたんだ。


　こういう「ルール」はいくらでも存在する。生まれたときから決まっている物もあるし、時代に合わせて作られる物、周りから強制される物、それに、唐とう突とつに自分の中で作る物もある。


　こんな風に、この世界は数え切れないほどの「ルール」があって、俺達はそれらに従って生きている。というか、その数え切れない「ルール」の集合が、世界そのものなんだ。





「──世界がたくさんのルールの固まりだってのは、だからこういう意味」


　俺が話し終えると、晶は「ふーん？」と首を捻った。


「なんとなく理り解かいる、かな」


「それは『解わかる』でいいじゃねーかよ」


　高校の正門に至る遊歩道はまだまだ続いている。やっと半分くらいだ。桜の海に浮かぶ建物の数が、少しずつ増えている。帆群守学園は小中高大一いつ貫かん教きよう育いくで、この先にある丘きゆう陵りよう一個が丸々学校の敷しき地ちになっている。校舎の数も多い。


　歩いている晶は、「あれ？」と首をかしげ、俺に向かってぴっと指をさした。


「今の、晶の質問の返事になってない。晶は、なんでマルが空いてる席に座らなかったのかって聞いたのに。それも、ルールで出来てる世界のせいだって言うの？」


「マルじゃねえって。そうだよ。座っていいのか悩なやんでたんだ」


「なんで悩むの？　お年寄り優先だから？」


「それもあるけど、さっきは関係無い。あのバスには帆群守の生徒しか乗っていなかった」


「じゃあなんで？」


「あのバスで椅い子すに座ってたのは、俺が見た限りでは多分みんな上級生だった。もしかしたら《一年生は椅子に座らない》って暗あん黙もくのルールがあるのかもしれない。入学初日から上級生に目を付けられるのは嫌いやだったから、座らなかったんだ」


「そんなルール無いかもしれないじゃん。晶は反論試し行こうる」


「確かにな。なら、俺は自分で勝手にルールを作って、勝手にそのルールに従った事になる」


「自分で作ったルールに縛しばられるなんて、そんなの馬ば鹿かっぽいよ」


「そうだな。でも、俺達は今みたいにルールに縛られて行動してるって事にして、自分自身を納なつ得とくさせてる事が多い。そうする事で自分の人生を安定させてるって言い換えてもいい。誰にも言われない、誰にも強制されないルールに、自分から望んで縛られて、生きてるんだ」


「うーん、そんな変な風に世界を見てるのはタマキ、じゃなくて、マルだけだと思う」


「なんで言い直すんだよ！　タマキでいいんだよ！　んなこたねーよ。例えばだな……」


　幅はばの広い遊歩道をぐるりと見み渡わたす。そして、俺達の横を歩いている女生徒を指差した。


「あの子も、自分で作ったルールに縛られてて、その事を儚はかなんでいる」


「えー？　ただ歩いてるだけだし」


「お前の観察力が足りないから分からないだけ」


「む。上から目線が若じやつ干かん不ふ満まんる。マルは分かるって言うの？」


　俺は拳こぶしを持ち上げ、晶に向ける。


「勝負ゲームに乗るか？」


「わー、それ久しぶり！　乗る乗る！　参加表ひよう明めいる！　じゃあ勝った方がコーラ一本だ！」


　晶はそう言って、自分も手をグーにして、俺の拳にコツンとぶつけた。


　俺達が育った田舎いなかは本当になにもない所だったから、俺と晶はよく自分たちで適当なゲームを作って遊んでいた。「勝負ゲームに乗るか？」と言って拳をぶつけ合うのは、そうやって遊ぶときの合図だった。


「よし。じゃあ、あの女の子を観察して、思った事を言ってみ」


「えーと」


　晶は身を乗り出し、でも目立たないように、横を歩いている女生徒を観察する。


「肩かたまでのストレートロング。三つ編み二本のアクセント。眼鏡めがね。顔は割と可愛かわいい」


『可愛い』は主観的な意見だが同意しよう。美少女と言ってもいいだろう。


「制服は晶と同じセーラー。背はちょっと高め。線が細い。でも胸がおっきい」


『胸がおっきい』は相対的評価だがそこも力強く同意しよう。ついでに言えば、顔の幼い可愛さとのギャップが更さらに良い。おっと、これはもっと主観的な意見か。


「他ほかには？」


「カバンは普ふ通つうのスクールバッグ。あ、ファスナーが開きっぱなしになってる」


「閉めない主義なのかもしれない。あとは？」


「んーと、んーと」


　晶は目をこらして眼鏡の美少女を観察する。


「んー、なんか、顔をきょろきょろしてる、かな？」


「お、良く分かったな」


　正確には、顔を上げて前を向くのと、首を傾かたむけて足あし下もとを見るのを、さっきから繰くり返してる。


「なかなかいいぞ。他に顔から分かる事は？」


「うーん、そういえば、ちょっと沈しずんだ顔してるかな。なんか、つらそう」


「そうだな。あの子はつらそうな顔をしている。さて、それはどうしてだと思う？」


「はあ？　そんなの分かるわけないじゃん！」


　怒おこり口調で目線を上げる晶に、俺は指を振ふって否定する。


「あの子はな、誰だれかに告白されて、それを断らなきゃいけなくて、困ってるんだ」


「え？　マル、急になに言ってんの？　意味不ふ明めいる」


　晶が目を丸くして俺を見た。まあ、驚おどろくのも無理は無かろう。


「順に説明してやる。あの子が持ってるカバンからなにか出っ張ってるの、見えるか？」


「んー？　なんか白くて尖とがってるのがヒョコヒョコ動いてる。……封ふう筒とう、かな？」


「ラブレターだよ」


「えっ!?　なんで分かるの!?」


　ここはちょっとズルいかなと思いつつ、種を明かした。


「さっきあの子があれをカバンにしまう所を見たんだよ。白い封筒の真ん中に男っぽい手書きの文字で『小春アイ様へ』って書いてあった。『小春アイ』が彼女の名前なのは明白だ」


「なんで明白なの？」


「カバンの右下に『Ａ・Ｋ』って書いてある。こKOはHAるRUあAいIの頭文字だ」


「……あ、ホントだ」


「男が女に出す手紙。しかも手書き。果たし状じゃなきゃ、ラブレターだろ？」


「むー、晶はその宛あて名なの文字を見てない。条件不ふ公こう平へいる」


　やっぱりズルかったか。晶は少し不満げながら、「まあいいや」と言った。


「試合続ぞつ行こうる。それで？　その小春アイさんがラブレターを受け取った所まではいいとして、なんでそれが、告白を断るのに繫つながるの？」


「仮に、晶がラブレターをもらったら、どう思うよ」


「晶が？　そりゃあ、嬉うれしい、かな」


　少し照れた顔をして、こちらをちらちらと見上げる晶。頰ほおを少し赤くしながら呟つぶやく。


「もちろん、くれる人にも、よるけど」


「じゃあなんで小春さんは沈んだ顔をしてるんだ？」


「……マル反応薄うすいな。別にいいけど。なんでって、そんなのわかんないよ」


「決まってる。ラブレターを出した相手の好意に応こたえられないからだろ」


「んー、まー、そうかも」


「小春嬢じようがもうちょっと恋れん愛あいを気楽に捉とらえていたら『告白されたからとりあえず付き合ってみようかな』と思うかもしれない。でも、そうしない。小春さんは今こう思ってる。《なんで特に好きでもない人とは、付き合う気分になれないんだろう》ってさ。つまり、自分で作ったルールに縛しばられて、それを儚んでいるわけ」


「そんなのわかんないよ。彼氏がいるから断るしかないだけなのかもしれないじゃん」


「彼氏がいる子が、男からもらったラブレターを学校に持ってくるなんて真似まねすると思うか？」


「むむむ……」


　晶は腕うでを組んで考えこむ。まあ、今俺が言った事はどれも別に根こん拠きよは無い。彼氏持ちだが他人からもらったラブレターを持ち歩くのが趣しゆ味みの女子がいても全然おかしくない。別にそれは構わないんだ。これは単に晶が俺の説明に納なつ得とくできるかどうかのゲームなんだから。


　しばらく真面目まじめな顔をしていた晶は、やがて、小さく息を吐はいて笑え顔がおになった。


「はー、結構感かん心しんる。マルって昔っからそういう周りを見る目が変だよね」


「変とか言うな。観察力があると言え。俺の勝ちだな。コーラ用意しておけよ」


「渋しぶ々しぶ了りよう解かいる。でもあの子可哀かわい想そう。告白を断るのって、勇気がいるんだよ」


「それは見てれば分かるな。さっき、顔をきょろきょろしてるって言ったろ？　あれは、『やっぱり断らなきゃ』って思って前を向く意思と、『でもそれつらいな』って思って足下を見てしまう意思が交こう互ごに出てるのさ」


「なるほど～」


　目を大きくして感心する晶。俺は少し調子に乗っていた。


「ただまあ、告白を断られる男の方もつらいさ。哀あわれな手紙の主、神かん崎ざき竜りゆう一いち君の事を考えるとそれはそれで可哀想に──」


　……しまった。口が滑すべった。


　慌あわてて口を押さえるが、晶の耳には入ったらしい。ジト目がこちらを睨にらんでくる。


「『神崎竜一』？　なんで相手の男の子の名前まで分かるの？」


「いやそれは、カバンに手紙を入れるとき裏面も見えて……」


「あの子ずっと真横を歩いてたのに、両面見える訳ないじゃん。怪あやしい。怪しさ爆ばく発はつる！」


　ずずい、と、晶が身を乗り出してくる。むむう、最後の最後で失敗した。


　俺はため息を吐つきつつ、両手を上げて降参した。


「すみませんでした。今の推理は全部噓うそです」


「やっぱり！　真相白はく状じようる！」


「あの子、小春嬢。さっきのバスに乗ってたんだよ。俺の前でラブレターを広げて読んでた」


「……！　そういえば、空いてる席の横に座ってたかも！」


「そーいう事」


「あ、じゃあさっきマルがじっと見つめてたのは席じゃなくて、その隣となりの女の子だったわけ？」


　まあ、そういう事になる。


　バスの空席を見て世界の構造に思いを巡めぐらせたのはほんの一いつ瞬しゆんだ。だってそのすぐ横に超ちよう可愛かわいい上にスタイル抜ばつ群ぐんの女の子が座ってたんだぜ？　顔がそっちを向いてしまうのは自然の摂せつ理りってもんだ。そして、その豊かな胸むな元もとに視線が吸い込まれてしまうのは万ばん物ぶつの法則だし、更さらにその美しい曲線の下に置かれた手紙の文面が目に入ってしまうのもただの不ふ可か抗こう力りよくだ。


「……どうせあの巨きよ乳にゆうに見とれてただけなんでしょ」


「心を読んだのか!?」


「あと、人の手紙を盗ぬすみ見するとかサイテー。超ちよう絶ぜつ軽けい蔑べつる」


　晶のジト目がじわじわと俺の精神を蝕むしばんでくる。


「……悪かった。コーラ二本買うから勘かん弁べんしてくれ」


「二本もいらない。片方はミルクココアね」


　カラッと笑顔に戻もどる。こんなやりとりも三年振ぶりだ。やがて晶が「ふむ」と呟く。


「言ってる事は分かった。世界はルールで出来てるし、私達は自分で作ったルールに自分から望んで従ってる。それには晶も半分賛さん成せいる。で、マルはそれが不満なわけ？」


　ん？　不満？


「不満、か……」


　ちょっと考える。


　俺は、良いとか悪いとか言いたいわけじゃなかった。ルールに縛られるのが嫌いやだとか、不自由だとかというのも違ちがう。そういう次元の話じゃ無い。それ以前にルールはあるんだ。


　世界はルールで出来ている。俺達は、それに縛られて生きている。


　これまでも、今も、そして多分、これから先もずっと。


「マル？」


　晶が俺の顔を覗のぞき込んでくる。


「タマキだっつーのに。いや、不満じゃない。むしろ逆」


「逆？」


「なにか損するわけじゃない。さっきのバスだって、椅い子すには座れなかったけど、上級生に目を付けられるかもしれないトラブルは回かい避ひされた。むしろ得してるだろ？」


「うーん、晶には判断不ふ能のうる」


「ルールは俺の行動を縛しばるけど、それによって俺は安全な人生を歩めてるって事だな」


「えー、でもそんな人生、つまんなくない？」


　そんな事は無い。俺はようやく、あのなんっにもない田舎いなか町を脱だつ出しゆつして、大都会東京にやって来たのだ。東京で高校生活。しかも一人暮らし。ワクワクしない筈はずが無い。


　なにせ都会は人が多い。そして美人も多い。間ま違ちがいなく多い。さっきの小春アイ嬢じようも可愛かったが、斜ななめ後ろを笑いながら歩いている上級生らしい女生徒二人も中々だ。たかが一、二学年上ってだけでどうしてあんなに大人っぽいのだろうか。大人っぽい表情、大人っぽい笑い方。そして何より、大人っぽい体の線──


「いててて、晶！　いきなり耳を引っ張るな！」


「マル、いやらしい目。晶は軽けい蔑べつ視し線せんる」


「『る』がどうのの前に『軽蔑視線』がなんだかわからん」


　ニュアンスは十分すぎるほど伝わったけど。


「マルのスケベ。それに、知らない女の子を見る前にさ、晶を見てなんか感想無いわけ？」


　そう言って、晶が目の前でクルリと回る。


　花びらが雨のように降り注ぐ中、胸元の大きなリボンと、短めのスカートがふわりと舞まう。


　晶の表情も、笑い方も、体の線だって、三年前とは違っていた。


「…………」


「どうよ。あまりの可愛さに言葉も無いか」


「先行くぞ」


「無反応過ぎ！　晶は不満表ひよう明めいる！」


　抗こう議ぎの声を聞き流しながら、俺は今自分が適当に喋しやべった言葉の意味を考えていた。


　これから始まる高校生活でも、そして、その先の大学や社会人になってからも、数限りないルールが、俺の行動を、そして人生を縛るだろう。しかし、守るべきルールがあらかじめ分かっているのなら、それに応じた行動、対策が出来る。楽で良いではないか。まだ十五年しか生きていない俺にとって、ルールはこの先何十年と続く人生の、道みち標しるべのような物だ。





　そう、思っていた。








　あいつに、水み那な斗とるうるに出会う、その瞬しゆん間かんまでは。





　　　　◆





　遊歩道が終わると、帆群守学園が広がる丘きゆう陵りよう地帯に向かう長い階段状の橋が現れる。橋の下は国道が走っている。典型的な東京郊こう外がいのニュータウンの光景だと、晶に聞いた。


　橋を登り切ると、小さな歩道を挟はさんでその先に学校が広がっている。帆群守学園には、学内と学外を隔へだてる壁かべという物が無い。校門はあるけど、名目上の入り口に過ぎなかった。「地域に開かれた学校」がこの学校のテーマなんだそうな。


　敷しき地ちに入ると、そこも桜の並木道が続いていた。ゆるやかな上り坂の左右に並ぶ校舎はレンガ風の壁になっていて、外国の建物のようにも見えた。特に、入り口近くにある細長い三角屋根の建物は、全部の面に大きな時計が置かれていて、どこか異国情じよう緒ちよって奴やつを感じる。


「あれは時計塔とう。ほら、あの時計、赤いラインが書いてあるでしょ」


　歩きながら晶が尖せん塔とうを指差す。目をこらすと、八時と九時の間に線が一本入っている。


「あそこに長針が来た時、バス停からでも全力で走ればＨＲに間に合うの。それまでは外でおしゃべりしてても大だい丈じよう夫ぶってわけ。昔の先せん輩ぱいがイタズラで書いたのが今も残ってるって噂うわさ」


「そりゃ優ゆう秀しゆうな先輩だな」


「うん。大だい胆たん不ふ敵てきる」


「それ別に『る』つけなくてもいいだろ」


　やがて、右手に人だかりが出来ているのが見えた。校舎の壁に貼はり出されている大きな紙を眺ながめているようだった。紙には生徒番号らしき数字が並んでいる。クラス分け表だ。


　俺と晶も、急いで人だかりの一部になった。ルールがどうとか、世界がどうとかいう話は、新一年生最初のクラス分けという、より切実な問題の前に、綺き麗れいに頭から消えていた。


　晶が「あうう」と情けない声を漏もらす。


「マルとクラス違ちがう。晶は結構落らく胆たんる」


「下宿で朝晩顔合わせるのにクラスまで同じだと息が詰つまるだろ」


「確かにそう」


　立ち直りの早い従姉妹いとこだった。


「それに、よく考えたら晶のパーフェクト高校生活をマルに監かん視しされるのは迷めい惑わく千せん万ばんる」


「パーフェクト高校生活ってなんだ？」


「晶に百人彼氏出来たらマルに一人分けてあげる」


「自分の彼氏を人に分けたりすんな。つか男を俺に寄よ越こすな」


「じゃあ晶に百人彼女ができたら」


「意味がわからん」


　まあ、従兄弟いとこの俺が言うのもなんだが、晶は明るいし、人なつこいし、ボーイッシュな可愛かわいさがあるから、すぐに彼氏でも彼女でもできるんじゃなかろうか。


「じゃあ教室に移動だな」


　人だかりから脱だつ出しゆつして歩き出そうとしたその時、


「……ん？」


　視界の端はしに何かが映った。違い和わ感かん。立ち止まって、ぐるりとあたりを見み渡わたす。


　時計塔だった。


　四階建ての校舎よりも高い時計塔の、三角形の屋根の縁ふちに、誰だれかが立っていた。


「マル？　行かないの？」


　晶の声が遠くに聞こえる。


　そこにいたのは女の子だった。


　積み木みたいにシンプルな形の時計塔。その屋根の角かどで、靴くつを半分空にはみ出させていた。


　桜の花びらを舞い上げる春風が、その子の長い髪かみをなびかせていた。白い大きな髪かみ飾かざりが髪の上に浮うかんでいる。この距きよ離りでは表情までは分からない。チェックのミニスカートに派手な装そう飾しよくのブレザー服を着ているのが見えた。ブレザー服？　ここの生徒じゃないのか？


　俺は、見上げたまま、吸い寄せられるように、時計塔の方に歩きだした。


「ねえ、マル、どうしたの？」


　どうしたの、じゃねえよ。ありゃ、どう見てもヤバい光景じゃねえか。


　頭ではそう言おうとしたけど、口からは出てこなかった。だって、俺が近づいて行ったのは危ないと思ったからじゃなかった。その光景が、綺麗と思ったんだ。


　と、その時、塔の上の女の子が両手をゆっくり広げた。


　そして、





　ふわり。





　広げた両手で舞まい上がるみたいに、自然に、空中に身を投げた。


「──っ!?」


　反射的に、全力で駆かけ出していた。


　あの高さから落ちる女の子を受け止められるかなんて、頭の中にはなかった。


　ただ、あの子を受け止めなきゃいけない。絶対にそうしなきゃいけない。そう思った。


「マル！」


　タマキだっつーの。


　俺の足も、落ちる女の子も、周りの風景も、スローモーションのようにゆっくり動いた。


　どんなに体を動かしても、時計塔に近づいている気がしない。体が鉛なまりのようだ。


　女の子は頭を下にして、両手を広げていた。まるで、桜の海に浮かんでるみたいに見えた。


　でも、それは全部、一いつ瞬しゆんの出来事だったんだ。


　重力は強い。


　女の子は時計塔とうの壁かべに沿って、吸い込まれるように落ちていった。


　俺はもうどうしようもなくなって、地面を蹴けって前に飛んだ。


　両手を精せい一いつ杯ぱい伸のばした。


　その両手の、あと数十センチだけ先に、女の子の顔があった。


　その時。


　その時、女の子と目が合った、気がした。


　時間が止まった、気がした。


　見とれるほどの、美少女だった。


　髪飾りが踊おどる長い髪に包まれた小さな顔の中で、大きな瞳ひとみが俺を見ていた。リップが光る唇くちびるはきゅっと閉じていた。ツンと立った鼻が、整った顔立ちを際きわ立だたせていた。


　無表情だった。


　自殺しようって子が最後にどんな顔するのかなんて知らないけど、俺には、どうしてか、その子の、その顔が、寂さみしげに、見えた。


「くっそおっ！」


　両手を限界まで伸のばす。


　それでも、届かない。


　あと少しの所で、間に合わなかった。


　その時、一瞬だけ、視界が赤くて眩まぶしい光に包まれた、気がした。


　そして、俺の目の前で、女の子は体をくるりと丸めて地面に激げき突とつ──





　ぴょーん。





　──する直前、俺の目の前から、かき消えた。


「へ？」


　いや違ちがう、消えたんじゃない。消えたんじゃなくて──


「──と、跳んだっ!?」


　地面に着く寸前、女の子は体をくるりと丸めて、両足から地面に着地、そして膝ひざで反動をつけ、そのまま空中に跳び上がったのだ。


　俺は真横に飛びながら、跳び上がったその女の子を見上げ──





　ガツンッ！





「あだっ！　ごふっ！」


　──時計塔の壁に激突した。二回呻うめいたのは、壁にぶつかった後に地面に激突したから。幸い体を捻ひねっていたので頭を打つのは避さけられたけれどそれでも無む茶ちや苦く茶ちや痛い。


　しかし、痛みなんかは問題じゃなかった。頭の中は大混乱だ。


　今のはなんだっ!?　今、俺はなにを見たんだっ!?


　慌あわてて体を起こす。と、すぐ横に晶が立っていて、不思議そうに俺を見下ろしていた。


「マルってば！　さっきから、なにしてんの？」


「なにじゃねえよっ！　今そこに女の子が落ちて──！」





　──いない。





　落ちてなんかいない。だって俺は見たんだ。あの子は──





　ぴょーん。ぴょーん。





　さっきから間の抜ぬけた音が繰くり返し頭上から聞こえていた。


　見上げる。


　にわかには信じがたい光景が、真っ青な空を背景に、広がっていた。


「……なん、なんだ、あれは？」


　頭上に、空中に、さっきの女の子がいた。


　その子は、地面から十メートル程ほどの高さを優雅に跳ね回っていた。


　長い髪かみをなびかせながら、ふわりと空に浮うかび、やがて、ゆっくりと下りてくる。そして、着地すると、膝を少し曲げて、地面を蹴る。すると、その小さな体が、また天高く舞まい上がっていく。桜の花びらの洪こう水ずいが、その姿を追うように放物線を描えがいた。


　女の子は時折、空中の一番高い所で、両手で膝を抱かかえてくるくると回ったり、逆に両手両足をめいっぱい広げながら大回転を披ひ露ろうしたりしていた。スカートの丈たけの事などお構いなしに、空中を伸び伸びと飛び回り続けている。


　桜の海の中を、人魚が泳いでいるかのような、綺き麗れいな光景だった。


　俺はその光景に半ば見とれながら立ち上がる。


　が、すぐに首筋のあたりに猛もう烈れつな違い和わ感かんを抱いだいた。


　いやいや、待て待て。こんなのありえない。自然の摂せつ理りに反している。万ばん物ぶつの法則を無視している。不ふ可か抗こう力りよくとかそういう問題じゃない。


　あの子、足にバネでも入ってるってのか？　俺に見えないだけででっかい風船かなにかでぶら下がってるのか？　それとも、あの子だけ地球の重力から解き放たれてるって言うのか？


　伸びた襟えり足あしの中に手を入れながら、俺はその光景を呆ぼう然ぜんと見上げていた。


　女の子の何度目かの跳ちよう躍やくの後、次の着地点の真下に眼鏡めがねの男子生徒がいた。


　思わず叫さけぶ。


「危ないっ！」


　が。





　ぴょーん。





　女の子は眼鏡男子の肩かたに手をかけると、そこで反動を付けて再び空に舞い上がった。眼鏡男子はちらりと女の子を見上げる。けれど、そのまま何事も無かったかのように、歩き続けた。


　……訳が分からない。何が、起きてるんだ？


「なんなんだよ、これは……」


「ねえ。マルってば！」


　隣となりにいた晶が、腰こしに手を当てて怒おこる。


「さっきからなんなの!?　晶は不ふ審しん増ぞう大だいる！」


　俺は謎なぞのジャンピング少女を指差して怒ど鳴なり返した。


「『なんなの？』じゃねえって！　お前にはあれが見えないのかよ！」


　言われて、晶は俺の指の先に顔を向ける。その方向には、確かに異常な脚きやく力りよくで放物線を描き続ける女の子がいた。


　しばらくそっちを見ていた晶は、小さくため息をついて、また俺を見た。


　そして、言った。


「あれが、どうしたってのよ？」


「──え？」


　晶は、確かにあの非科学的で、非現実的な光景を見た筈はずだ。その上で言った。


　「あれが、どうしたってのよ？」って。


　その反応のおかげで、大混乱していた俺の頭の興奮が、ちょっとだけ収まった。


　落ち着いた頭で改めて周囲を見ると、気がついた事があった。


　俺は、この異常な光景の、上半分しか見ていなかったって事を。


　上半分、つまり空中では、謎のジャンピング少女が、スカートが大だい胆たんに翻ひるがえるのも気にせずに、相変わらずぴょんぴょん跳とび回っていた。間ま違ちがいなく、異常な光景だ。


　そして下半分、地面の上では、ブレザーの男子とセーラー服の女子が普ふ通つうに歩いていた。


　普通に、歩いていたんだ。


　誰だれも、空中で両足を広げて一回転している長ちよう髪はつの女の子を気にしていなかった。


　たまに視線を空に向ける事はあっても、すぐに前を向いて、歩き続けていた。


　目の前で俺をいぶかしげに見ている晶も同じだった。


　なんでだ？


　なんで、誰もあの子の不可思議な行動を気にしてないんだ？


　見えて無いんじゃない。気づいて無いんでもない。


　あの子がぴょんぴょん跳んでいるのを見て、その上で、気にしていない。


　まるで、あの子の行動も含めて、ただの日常だと認識してるみたいに。





　急に、俺は寂さびしくなった。





　女の子は空を翔かけていた。体をくねらせ、手足を伸のばし、空中でダンスを披露していた。


　俺には、あの子が、全身で自分の存在を主張しているように見えた。


　なのに、俺以外の誰も、あの子に関心を持っていない。


　あの子が「ここにいるよ」と言っているのに、皆みなが耳を塞ふさいで通り過ぎているように見えた。


　それが、寂しかった。


「もう！　マル、頭イッちゃってるわけ？　こんな従兄弟いとこの存在は晶のパーフェクト高校生活には完全不ふ要ようる！　先行くから、ここからは他人って事でよろしく。じゃーね！」


　晶がそう言って歩き出すのと、俺が反射的に女の子の方に走り出したのは同時だった。


[image: ]


　走りながら空に向かって怒鳴る。胸に溜たまった寂しさを無む理り矢や理りに否定したかった。


「なあ！　お前！　なんでそんな事してるんだ!?」


　返事無し。聞こえて無いのか？


　その子の足あし下もと近くまで行って、もう一度呼びかける。


「なあってば！　そこでぴょんぴょん跳んでいる髪かみの長いお前！　お前に聞いてるんだよ！」


　すると、空中で女の子が振ふり向き、無表情に俺を見下ろした。でも、寂さみしげな瞳ひとみ。


　女の子は、空中で軌き道どうを変え、なんと今度は俺の真上に落下してきた。


「うわわわわっ！」





　すたっ。





　俺の頭上に、女の子が両足を揃そろえて着地した。まるで重さを感じない。え、なんだこれ？


「キミ、なにか言った？」


　感情の込め方が微び妙みように足りない、でも透すき通った声が、真上から聞こえた。俺は見上げようとしたが、スカートの中が見えてしまいそうだったのでやめた。前を向いたまま喋しやべる。


「なんでそんな事してるんだって聞いたんだ」


「そんな事って？」


　関心無さそうな、どうでも良さそうな声。


　ぴょんと、俺の頭から跳はね上がり、くるりと回ってまた頭の上に着地した。


　そして、さっきと同じ様な感情の欠けた声が聞こえる。


「わたし、なにかおかしな事、してる？」


　重さを感じないとはいえ、足あし蹴げにされるのは楽しい事じゃない。なんか、イライラしてきた。「おかしな事してる？」だと？　ああ、してるよ。お前の動きは物理法則に反してるじゃねえか。そのぴょんぴょんを見ているだけで、俺にはどうにも気になるんだ。


　首筋の違い和わ感かんは痒かゆいくらいになっていた。かきむしりたい衝しよう動どうを我が慢まんしつつ答える。


「……どう考えても、おかしいだろ」


「だから、なにが？」


　俺は、その質問にはほとんど反射的に答えた。


　まるで誰かに急せかされているみたいに、口から言葉が流れ出た。


　その子が俺の頭を蹴けってもう一度空中に跳び上がった時。


　俺は、前を向いたまま、本来そうであるべき、世界の《理ことわり》を、告げた。


「そんな軽々と跳び上がれる筈が無い。《人間の体には相応の体重ってものがある》」





　ぱちん。





　とても大きなシャボン玉が、ゆっくり割れるみたいな音が、耳の奥で聞こえた、気がした。





「きゃっ！」


　頭上で叫さけび声。これまでとは違う、感情の籠こもった声。弾はじかれるように見上げる。


　さっきまで、まるで見えない糸で吊つられているかのように自由にポーズを取っていた女の子が、今度は急にその糸が切れてしまったかのように、空中で体勢を崩くずしていた。


　直後、その体が重力に引かれて落下を始める。相応の速度で。


　それはそれで異様だったが、少なくとも、現実的な光景だった。


　数メートルの高さを、女の子が落ちていく。


　まっすぐ地面へと。


　落下までは一いつ瞬しゆんだった。





　そして、今度は、間に合った。





　だって俺はその子の真下にいたんだから。地面とその子の間に入り込み、両手でがっしりと受け止めた。お、重い。でも、頭に乗られた時とは違ちがった。普ふ通つうの、人間の、重さだった。なんとか踏ふん張り、両りよう腕うでの中で体を丸くしているその子を抱だきかかえながら、立ち続ける。


　両腕の中で、女の子が不思議そうに呟つぶやいていた。


「今の……なに？　破ら、れた？　わたし……が？」


　なにやら呟いている。混乱してるっぽい。俺はとりあえず、今度こそ、その子をちゃんと受け止められた事にほっとしていた。思わず、それが言葉に出る。


「今度は、間に合ったぞ」


「……えっ？　『間に合った』？　『今度は』？」


　腕の中からふわりと顔が持ち上がる。至近距きよ離りで、上うわ目め遣づかいで、見上げる瞳と、目が合った。


　思わず、どきりとするほどの美少女が、そこにいた。


　自然と、息が止まる。


　髪かみ飾かざりのように見えたのは、スカーフを器用に折って作った薔薇ばらの花と葉だった。スカーフの端はしは茎くきのようになっていて、長い髪に編み込まれていた。それが頭の両側に一つずつ。花から伸のびた一枚葉は、羊の耳のようにも、小さな羽のようにも見えた。


　さっきも一瞬見た、大きな瞳がパチパチと瞬まばたきを繰くり返している。柔やわらかそうな唇くちびるが少し開いている。なにが起きたか分からないという感じだ。そんな雰ふん囲い気きも、羊を連想させた。


　もちろん、俺にも何が起きたのかさっぱり分からない。物理法則を無視して空中を飛び回っていた女の子が、急に自然の摂せつ理りを思い出して俺の両腕の中に落ちてきた。とか、そんな感じだったとしか言いようがない。


　その子の、精せい一いつ杯ぱい驚おどろいてもこの程度、という感じの無表情っぷりが、流れるような髪と相まって、大人しい、が、それゆえに気になってしまう。そんな顔をしていた。


　瞳ひとみに吸い込まれそうになる錯さつ覚かくを感じて、思わず俺は視線を逸そらした。


　女の子はブレザー服を着ていた。とはいえ、布が何枚も重なっていたり、袖そで口ぐちや胸むな元もとが複雑な刺し繡しゆうで縁ふち取どられたりしていて、とても凝こったデザインだった。制服というより、ファンタジーのゲームに出てくる神官みたいだなと思った。


　背は、それほど高くは無い。女子の中でも小さい部類に入る。その割には存在感を主張する胸の上で、首から紐ひもで提さげられた真しん鍮ちゆう製の懐かい中ちゆう時計が跳ねていた。


　蓋ふたが開いている懐中時計が、目の前でクルリと回り、文字盤ばんが俺の方を向いた。六時四十三分を指している。明らかに時間が合ってない。


　懐中時計は、めくれ上がったスカートの上に着地した。


　ん？　めくれ上がったスカート？


　そう。チェックのスカートが、綺き麗れいにめくれ上がっていた。


　スカートがめくれ上がると、当然、本来隠かくれていた物が見えるようになる。


　つまり、ふとももと、下着が──


「ス、スカートを直せ！」


　更さらに視線を逸らして叫ぶ。


　女の子は、俺の言葉を全く無視して、ただ、俺を見つめていた。


「な、なんだよ」


「キミ……、『今度は間に合った』って……」


「ん？　それがどうかしたか？」


「それに、キミの言葉の力……。……キミ、もしかして、マル、……なの？」


　突とつ然ぜん『マル』という単語が出て、俺は戸と惑まどった。もしかしてこの子、晶の中学時代の友達なのか？　あいつ、なんで俺の昔のあだ名を言いふらしてるんだ？


　ここはちゃんと訂てい正せいしておかなければならない。これ以上この学校でその呼ばれ方が広まるのは防がなければ、俺のパーフェクト高校生活とやらに関かかわるではないか。


　咳せき払ばらいを一つ。


「確かに、俺の名前はマルと──」


　と、ここまで言った瞬しゆん間かん、ずっと表情の乏とぼしかったその子が、２００％の笑え顔がおに変わった。


「マルなのね！」


　言葉にも、嬉うれしさがにじみ出ているようだった。そして今、俺はその子を立ったまま抱きかかえているという不安定な状態なのに、その子は突然俺に抱きついて来た。


　な、なにごと!?


　俺の体をぎゅうぎゅう抱きしめながら、嬉しそうに叫さけぶ。


「マル！　マル！　良かった！　ずっと、ずっと捜さがしてたの！　キミの事！　良かった……！」


「い、いや、ちょっと待て」


　嬉しすぎて声が涙なみだぐみかけていたその子をとりあえず止める。それでも、俺をぎゅっと抱きしめたままだった。俺はちゃんと説明する。


「確かに俺の名前はマルとも読めるが、俺の名前は丸たまきだ」


　抱きしめ続けていた腕の力がふっとゆるむ。


　その子はゆっくりと顔を起こして、俺をじっと見た。なんか、バツが悪い気分だ。


　そして、女の子は呟いた。


「……マルじゃ、無いの？」


「少なくとも、俺はお前の事を知らない。人ひと違ちがいじゃないか？」





　ほんの一いつ瞬しゆん、その子の瞳が、涙に溢あふれたように見えた。





　が、気のせいだった。次の瞬間には、その顔は桜並木を跳とび回っていた時と同じ無表情に戻もどっていた。俺を見ないで小さく呟く。


「下ろして」


　声のトーンも戻っていた。感情が微び妙みように足りない感じ。突然の変容に俺は一瞬反応が遅おくれた。するとその子がキッと俺を睨にらみ付ける。


「下ろしてって言ってるの。早く」


　そして俺の胸を両手でドンッと押した。


「うわたっ！」


　予期しない胸部への攻こう撃げきに、思わず両手の力が抜ぬける。


「きゃっ！」


　向こうにとっても予期しない結果だったらしく、羊っぽい女の子はお尻しりから地面に落下した。





　どさっ、ごろん。





　無様に転がるぴょんぴょん女。


「……いたい」


　それでも感情が少し欠けた声でその子が足あし下もとでそう言った時、俺は初めて、今まで両手で握にぎっていた体の柔やわらかさっぷりに気づき、両の手のひらがみるみる赤くなっていくのを感じた。





　ガヤガヤガヤガヤ。





　それと同時に、いつの間にか、周りの雰ふん囲い気きが変わっているのに気づいた。多くの生徒が足を止め、俺と、俺の足下で起き上がろうとしているこの子を遠巻きに眺ながめていた。


　さっきまでは、誰だれも、気にも留めてすらいなかったってのに。


　そんな中、起き上がった小さな女の子は、スカートを手ではたきながら歩き出──





　ころん。





　──そうとして、また地面に転がった。すぐに体を起こすが、今度はしゃがんだまま動かない。


　見ると、右の足首を手でさすっていた。


「……捻ひねったのか？」


「キミには関係無い」


　こちらに顔を向ける事も無く即そく答とう。


　しかし、再び立ち上がる気配が無い。足首を押さえたまま座り込んでいる。地面に着地する時、変な風に足を着いてしまったのかもしれない。


　考える。こいつが足を捻ったのは、俺が悪いのだろうか？


「……はあ」


　思考中止。今のは考える意味の無い事だった。


　俺は羊っぽい女の前まで歩き、背中を見せてしゃがむ。


「ほら」


「……なんのつもり」


「保健室まで連れてくから、乗れ」


「必要無い」


　俺はため息をついて振ふり向く。


「歩けないんだろ？　無理すんな」


　俺がそう言うと、羊女は抗こう議ぎするように目を吊つり上げた。


「キミは！　わたしが誰だか──」


　と、そこで言葉を切る。そしてまた寂さみしげな、問いかけるような瞳ひとみを見せた。


「……キミは、わたしが誰だか、知らないの？」


「初対面だって言っただろ。お前が誰だろうが、保健室までの距きよ離りは変わんねーよ」


　俺の言葉に、その子はなおも潤うるんだ瞳で何かを言おうとした。けれど、その唇くちびるを閉じ、ぎゅっと目を瞑つぶった。次の瞬しゆん間かんには、無表情少女に戻っていた。


　右足を引きずるように動かして、俺の背中に摑つかまる。


　俺はその子の足に腕うでを絡からめて、立ち上がった。


　歩きだそうとすると、耳元で、その子が小さく、囁ささやいた。


「水み那な斗と、るうる」


「なんだ？」


「わたしの名前。水那斗るうる」


「水那斗……さん？」


「るうるでいい」


「分かった。るうるな」


「そう」


「俺は犬海丸。犬いぬに海うみに丸まるでイヌカイタマキ。覚えやすいだろ？」


「イヌカイ、タマキ……」


　さて、保健室はどこにあるのやら。





　　　　◆





「ねえ、タマキ」


「あん？　なんだ？」


「ゲームをしよう」


「はあ？」


　長い廊ろう下かを、俺と水那斗るうるは歩いていた。正確には、歩いているのは俺だけで、るうるは俺におぶさっているんだが。


　案内板によれば、全校生徒の下げ駄た箱ばこがある一いつ般ぱん教室棟とう、入学式が行われる体育館がある体育実技棟、そして保健室がある事務部棟はそれぞれ別の校舎との事だった。なので、俺達はいったん一般教室棟の下駄箱で靴くつを脱ぬいでから、渡わたり廊下を通って事務部棟にやって来た。


　入学初日に美少女を背負って一般教室棟の廊下を歩く俺の姿は注目の的だったが、事務部棟の方は無人で、やっと視線を気にせずに歩く事が出来た。


　るうるはずっと俺の背中に顔を付け、丸くなっているようだった。


　足首に響ひびくのか、速く進むと、るうるが小さく呻うめくので、俺はゆっくり歩いている。


　廊下の右側はガラス張りで、さっきまでいた一般教室棟が見える。もう、他ほかの生徒は自分たちの教室で待機しているだろう。俺もるうるを保健室に届けたら急いで教室に行かなきゃな。


　窓の反対側は長いカウンターになっていた。普ふ段だんはここで事務処理を受け付けているのだろうが、入学式の今日は出で払はらっているらしく、どの窓口も窓が閉まり、カーテンがかかっている。


　そんな無人の廊下を歩き始めた時、るうるが口を開いたのだ。「ゲームをしよう」と。


「ゲーム？　今？　ここで？」


　振り向いてみたけど、首の可動範はん囲いの問題で、ぎりぎり薔薇ばらの花の髪かみ飾かざりが視界に入るくらいで、るうるの顔は見えなかった。


　背中越ごしにくぐもった、無感情な声が伝わる。


「暇ひまつぶし。……あと、」


「あと？」


「あと、運んでくれた、お礼」


　お礼でゲームをする文化を俺は知らなかった。少なくとも俺の田舎いなかには無い。


　即そく答とう出来ずにいると、るうるがそっと顔をあげた。


「ゲーム、嫌きらい？」


「いや、嫌いじゃない」


　これは即答出来る。というか、むしろ賭かけ事でなければどんな勝負事も基本的に好きだ。


　ふむ。


　もしかしたら、俺の想像以上にるうるは足が痛むのかもしれない。そう思った。痛みを紛まぎらす為ために、なんでもいいから喋しやべっていたいって事なんじゃないか？


　であれば、俺に出来る事は一つしかない。ゆっくり歩きながら、るうるに言う。


「おい、片手をグーにして前に出せ」


「え？」


「いいから」


　るうるは右手を俺の肩かたから外して、グーにして前に出した。俺は頭を振ふって、るうるの拳こぶしに自分のおでこをこつんと当てた。


「お前の勝負ゲームに、乗ってやる」


「え、ホントにっ!?」


　急に明るい、嬉うれしげな声が背中から響き、俺は驚おどろいてバランスを崩くずした。


「うわっと」


　足を出して踏ふん張る。あの無表情が、どんな顔で今の喜び１００％の声を出したのか見たかったが、やはり後ろまで首が回らなかった。


　なんとか体勢を立て直すと、るうるが喋り始める。


「じゃあ、はじめよう」


　声のトーンは元に戻もどっていた。感情の変化の激しさにくらくらしながらも、移動を再開する。


「ゲームの名前は『Ｒｕｌｅ[image: ]ｓルールズ　Ｒｕｌｅルール』。知ってる？」


「知らん」


　沈ちん黙もく。何故なぜか背中に強い視線を感じる。なんでか、俺がそのゲームを知らない事を責められているような気がした。


「有名なゲームなのか？」


「……そういう訳じゃ無い。じゃあ最初から教える。このゲームはね、ルールを当てるのがルールなの」


「は？　お前がなんだって？」


「わたしるうるじゃなくて、ゲームのルール」


　るうるは説明をした。





「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ」は、ゲームというよりは、パーティーで遊ぶ余興、と言った方が近い物だった。そのルールはたったの三つ。すなわち、





　ルール１・解答者は、出題者が作った《ルール》を当てる。


　ルール２・解答者を除く全員は、その《ルール》通りに行動する。


　ルール３・解答者は、《ルール》そのものについての質問が許されない。





　これだけだ。





「わかった？」


「わかったようなわからんような……。なにか、例を出してくれないか？」


「ええと……、例えば、普ふ通つうのパーティーでこのゲームをやるとするでしょ？」


　普通のパーティーなる物に参加した事が無いのだが、まあ、そこはスルーする。


「例えば、出題者が『グラスは左手で持つ』って《ルール》を決めたとする。そしたら、解答者以外の全員が、パーティーの間中ずっと、グラスを左手で持たなきゃいけないのね」


「それが、パーティーでの《ルール》になるわけか」


「そう。それで、解答者は、みんなの言葉や動きを観察して、その《ルール》を当てる。《ルール》を探す事がルール。だから『Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ』なの」


「なるほど」


「理解した？」


「ああ。この場合、俺が解答者で、お前が出題者になるんだな」


「そう」


「じゃあいいぜ。始めてくれ」


　俺がそう言うと、背中でクスリと微笑ほほえむ声が聞こえる。


　と、急にるうるが俺の背中の上で身を乗り出し、俺の右耳に顔を寄せ、囁ささやいた。


「遅おそい、遅いよ、キミ」


　急に右耳に吐と息いきがかかり、体がぞわわっとする。


「な、なんだよ急に!?」


　るうるは、楽しそうに囁き続ける。


「ゲームはもう、始まってるよ」


　吐息と一いつ緒しよに、るうるの顔の温度が耳に感じられて、俺は理由も無くたじろいだ。


「囁くなって！」


　るうるは俺の反応が楽しいのか、更さらに顔を寄せてくる。吐息が耳にかかる。


「耳、弱いの？」


「やめろっつの！」


　こそばゆさから体をよじらせつつゲームの方に意識を集中する。が、意味が分からない。


　今、俺とるうるは保健室に向かって歩いている。正確には、歩いているのは俺だけで、るうるは俺におぶさっている。


　それだけだ。


　この状じよう況きようで「出題者が決めた《ルール》」もなにも無いよなあ？


　それとも、これだけの状況で作り出せる《ルール》とやらがあるってのか。


　右に首を捻ひねって後ろを見る。るうるの顔はすぐ近くにある筈はずだったが、見えなかった。


「なんかヒントとか無いのか？」


　するとまた耳元で返事。囁きながら。吐息混じりに。


「ルール３・解答者は、《ルール》そのものについての質問が許されない」


　体中がぞわっとする。顔が近いからか、なんかいい匂においが鼻をくすぐり、頭がぼうっとする。


　いかんいかん。これはこの小さな女の奸かん計けいだ。こんな罠わなに引っかかってはいかん。


　前を向きつつ、考える。いつの間にか、左側の壁かべはカウンターの列が終わって、扉とびらが並んでいた。急に、ゲームよりも重要な用事でこの廊ろう下かを歩いていた事を思い出す。俺はるうるを保健室に連れてきたんだった。そちらに首を捻って、通り過ぎる部屋の表札を確かく認にんする。


「なあ、保健室、まだ通り過ぎて無いよな？」





　無言。





　急にるうるが無反応になった。


「おい？　聞いてるのか？……るうる？」


　名前を呼ぶと、るうるは無言で手を伸のばし、俺の右耳を思いっきりつねって引っ張った。


　ぎゅううううう。


「って、いてええええっ!!」


　意外に力がある。じゃなくて、なんでこんな理り不ふ尽じんな攻こう撃げきを受けなきゃならんのだ!?


　引っ張られるままにるうるの方に顔を向け、俺は怒ど鳴なろうとした。


「おまえなにしやが──！」


　と、また右耳に吐息がかかる。


「保健室は廊下の突つき当たり。歩いていれば着く」


　囁き声。頭がぼうっとするのを無む理り矢や理り振ふり切る。


「あのな、もうちょっと大きな声で言えばいちいち耳に近づけなくたって──」


　と、その時、気づいた。


　……ああ、なるほどね。そういう事か。


「──分かったぞ」


　ピクリと、背中に乗った体が反応した。


「……なにが、分かったの？」


「この場を支配している《ルール》が、だ」


「……言ってみなよ」


　考えてみれば簡単な話だった。他ほかに無いんだから。


　俺は少し気取って答える。


「こうだ。《るうるが俺に話しかける時、右耳に囁かなければならない》」


　だから、さっき俺が左を向いて「通り過ぎて無いよな？」と聞いた時、るうるは答える事が出来なかったのだ。そこで普ふ通つうに返事をしたら、《ルール》に反してしまうから。


　るうるは少し黙だまってから、右手を俺の顔の斜ななめ前に突き出し、そこで指をスナップさせた。





　パチンッ。





　乾かわいた音が廊下に響ひびく。


　るうるは右手を肩かたに戻もどすと、また俺の右耳に顔を寄せ、小さく、囁ささやいた。


「正解！」


　そして、顔を上げて興奮気味にまくし立てた。


「凄すごいよキミ！　こんなに早く気づくなんて！」


　肩に置かれた手がぷるぷる震ふるえている。何かを堪こらえているようだった。やがて、


「……ふふ、あははっ！」


　背中の上で、るうるは弾はじかれたように笑いだした。さっき見た無表情からでは想像するのが難しい、可愛かわいい跳はねた笑い声だった。


　喜びを全身で表現したいのか、俺が持っている足を無理矢理バタバタさせている。体をぎゅうぎゅうと俺に押しつけてくるので、なんというか、背中に柔やわらかい感かん触しよくがダイレクトに伝わってきて、いや、その、困る。


　なおも続く笑い声を聞いていて、俺は、その声を発している顔を見たくなった。なので、無理矢理上半身を捻ひねって、るうるを見上げる。


　大きな瞳ひとみが三日月のように細まり、小さな口が綺き麗れいな逆三角を作っていた。その屈くつ託たくの無い笑え顔がおは、それはそれで吸い込まれるような錯さつ覚かくを俺に与あたえた。


「……そういう風に、笑うんだな。お前」


　思った事を口にしてみる。


「あはははっ！……えっ!?」


　俺と視線が合った途と端たん、その笑顔はフリーズ。顔がみるみる真っ赤に染まっていく。


「あう……」


　情けない声の後、突とつ然ぜん「ぽんっ」と音がして、るうるの頭上の空中に、黒い何かが現れ、ぽすっとるうるの頭に落ちた。なんだ、あれ？　どこから出てきた？


　よく見ると、それは三角帽ぼうだった。絵本に出てくる魔ま女じよしか被かぶっている所を見た事が無い、つばの広い黒いフェルト地の奴やつだ。るうるは瞬しゆん時じにその三角帽を頭からずぽっとかぶり、つばを両手で摑つかんで下に引っ張った。真っ赤な顔が帽子のつばに隠かくれる。


　顔を隠してる、って事か？　笑顔を見られるのが恥はずかしいのか？


　三角帽に阻はばまれ、るうるの顔は半分以上隠れていて、小さな口しか見えなかった。


　その口が呟つぶやく。


「……ここでいい」


「保健室まで連れてくって言ったろ」
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「もう着いてる」


　帽子のつばをしっかり摑んだ右手から、人差し指だけが伸のび、ぴっと前方を指差す。


　いつの間にか、廊ろう下かの突き当たりに来ていた。プレートに「保健室」と書かれている。


「下ろして」


　少し前に聞いたのと同じ言葉。同じトーン。同じ感情。


　ここでまたなにかあってもつまらんので、今度はすぐに下ろした。


　背中から体重が無くなった事を確かく認にんしてから立ち上がり、振り返る。と、さっきの黒い三角帽はどこかに消えていて、無表情のるうるがすっと立っていた。


　ただ、まだ顔の赤みが少しだけ残っているようにも見えた。


　るうるはポケットから携けい帯たい電でん話わを取りだし、なにやら高速にキーを押し始めた。なんだ？


　携帯から顔を上げずに、るうるは言った。


「とりあえず、お礼は言う。ありがとう」


　感謝の気持ちが一ミリも感じられないような、感情の籠こもってない言葉。まあ、いいけど。


「どういたしまして」


「もう、行っていいよ」


「わかったよ。じゃあな」


　手を上げて廊下を戻ろうとする。


　と、背中に小さな声が届く。


「入学式」


　半回転して、保健室の方を見る。


　るうるが、携帯から顔を上げて、俺を見つめていた。


「なんか言ったか？」


「入学式。面おも白しろい事があるから」


「面白い事？」


「多分、キミにとっては、面白い事」


　それだけ言うと、るうるはまた携帯を見ながら高速打だ鍵けんを開始し、そのままクルリと回って保健室の扉とびらを開け、流れるように中に入っていった。そして、後ろ手に扉を閉めた。


　静せい寂じやくの廊下。


「……はあ」


　思わずため息。俺は来た道を戻り始める。行きに感じたほど長い廊下じゃなかった。


　入学初日から、よくわからん事態に遭そう遇ぐうしてしまった。美少女をおぶったり、話をしたりできたのはラッキーと言うべきなのか？……いや、関かかわり合いになりたいタイプの子では、正直あまり無かったように思う。


　渡わたり廊下を通って、一いつ般ぱん教室棟とうまで戻ってきた。下げ駄た箱ばこの前の廊下を歩いている生徒は数人しかいない。ＨＲが始まるんだろう。初日から遅ち刻こくするのは格好がつかない。急がなきゃな。


　教室へ向かう階段を上りつつ、さっきの会話を思い出す。


「入学式に面白い事……ねえ？」
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　第一章　同日　ライブステージ







　一年生の教室は、四階建ての一般教室棟の二階にあった。


　これから一年間通う事になる１─Ｄの教室の扉を開けると、先に着席していたクラスメイト達がすっとこちらを見て、またすっと視線を戻もどした。


　教きよう壇だんには誰だれも立っていなかった。代わりに黒板に座席表が描えがかれ、その横に「担任が来るまで席で待っていて下さい」と、妙みようにまるっこい字が添そえられていた。


　黒板の前に立って座席を確認。男女関係無しに50音順に並んでるっぽい。予想通り、俺は廊下側右みぎ端はし先頭。犬海の「い」より前の名字ってあんま無いしな。


　教壇から下りて自分の席に向かう。探さなくても、空いている席は一個しかなかった。つまり、俺が最後だったって事だな。まあ、しょうがない。


　席に到とう着ちやく。机の上にはリボンの名札が置いてあった。椅い子すに座りながら、リボンを持ち上げる。毛筆で「犬海丸」の三文字。これを胸につけて入学式に臨のぞむわけか。


　入学式。


　さっきの、るうるの言葉がまた頭をかすめる。キミには、面白い事。


「……どういう意味だ？」


　つい口から声が漏もれて、慌あわてて閉じる。やば。誰かに聞かれなかったかな。


　名札を机の上に戻しつつ、そっと教室を見み渡わたしてみる。


　みんな、黙だまっていた。椅子に座って、じっとしている。ちらちらと周りを覗のぞき見ては、視線を机の上に戻している。俺の声は、誰の耳にも届かなかったみたいだ。


　きっと皆みな、《入学初日から目立った行動はとるまい》というルールに縛しばられてるんだろう。


　だけど同時に、静かな熱気も感じる。いつ隣となりの人に話しかけようかとか、誰と最初に友達になろうかとか、いつまでも黙ってるのも暗い奴やつって思われるかなとか、そんな感じ。


　だからこの場を支配しているルールは、多分もう一個ある。《誰かが誰かに話しかけたら、自分もそれに合わせてアプローチを始めよう》という物。


　でも、その最初の一人が現れない。だからみんな、黙っている。全然馬ば鹿か馬鹿しくなんてない。みんなルールに従って行動する事で、安全を確保している。それだけだ。


　視線を前に戻して、俺は今さっき遭そう遇ぐうした出来事について考える事にした。


　正確には、その出来事の中心にいた、水那斗るうるの事だ。


　無表情、無感情に見えたが、俺がゲームの答えを出した時の、嬉うれしさ１００％の跳はねた笑い声と笑え顔がおは、なかなかに可愛かわいかった。


　いや違ちがう。そういう事を考えるんじゃなかった。


　もとい。


　疑問が二つある。


　一つ、俺が桜並木で見たあれはなんだったのか。


　二つ、何故なぜるうるは俺の昔のあだ名を知っていたのか。


　最初の疑問はちょっと難しい、というか、訳が分からないので後回しにして、二つ目の疑問について考えてみる。


　机に置かれた名札をもう一度見る。「犬海丸」。そう書いてある。


　るうるは俺の事を「マル」と呼んだ。それは俺の名前ではない。俺の名前は「タマキ」だ。しかし、田舎いなかでは、確かに「マル」は俺のあだ名だった。そして、俺はそのあだ名が嫌きらいだった。いやこれは関係無いか。


　考えられる事は、二つ。





　Ａ：晶が俺を「マル」と呼ぶのを聞いていて、それを別の「マル」氏の事と勘かん違ちがいした。


　Ｂ：俺が覚えていないだけで、るうるは俺が「マル」と呼ばれていた時に会った事がある。





　……ふむ。


　仮にＢだった場合、それはいつの事だろう。記き憶おくを探さぐる。


　少なくとも、小学校中学校で会った事は無い……と、思う。


　じゃあ、小学校より前は？





　トントン。





　後ろから肩かたを指先で軽くつつかれる。考え事中止。


　振ふり返ると、男の割には髪かみの長い男子生徒が、机に肘ひじを突つきながら俺に笑いかけていた。


　こっちに向けてる人なつっこい笑顔は、いわゆるクラスのお調子者担当っぽい。けど、その細い目と細いあごが、どことなく狐きつねを連想させる。なんとなく、油断出来ないイメージ。


　俺が振り返ったまま黙っていると、狐目は笑顔のまま喋しやべった。


「ねえ、さっき魔ま女じよと一いつ緒しよにいたの、君だよね？　ええと……」


　体を乗りだし、俺の肩かた越ごしに、机の上に置かれた名札を覗き込む。「犬海丸」と書かれたその名札を眺ながめてから、またこちらに笑顔を向ける。


「ケンカイマル君」


「俺は漁船か！」


　思わず大声を上げてしまう。静まり返ったクラスに俺の声が響ひびいた。慌てて周りを見る。


　が、気にする必要は無かった。俺達が話し始めたのを合図に、既すでに教室中で一いつ斉せいに会話が始まっていたのだ。《誰だれかが誰かに話しかけたら、自分もそれに合わせてアプローチを始めよう》というルールが実行された。「最初の一人が現れない」と思っていたけど、結局俺がその一人になってしまったようだ。


　俺は椅い子すを少し横に向け、後ろの男と話しやすいように体を動かしてから、反論した。


「その間違われ方は物心ついてから数え切れないほどされているから今いま更さら怒おこらないが、俺の名前はイヌカイタマキだ」


「おっと、それは悪かったね。僕は碓うす氷い圭けい次じ」


　もう胸むな元もとに付けている名札のリボンをこちらに向けて、碓氷は自分の名前をアピールする。そして腕うでを伸のばして握あく手しゆを求めてきた。いまどき挨あい拶さつで握手なんかするのか？　とも思ったけど、俺が田舎者だから知らないだけかもしれない。とりあえず手を伸ばす。


「よろし──」


「よろしくね、タマぴょん」


　握にぎり返そうと出した手が硬こう直ちよくする。


「タ、タマ、ぴょん？」


「ああ、僕さ、呼び捨てもサンとかくんとか付けるのも苦手なんだよね。だからタマぴょん。どう？　嫌い？」


「いや、まあ、別に……」


　あだ名が付くのは別に構わない。しかし、これからパーフェクト高校生活を送るにあたり「マル」とどっちがマシだろうか……どっちもダメな気がしなくもないが……。


「いい……けど……」


「じゃあ決まり。よろしく、タマぴょん」


　俺の逡しゆん巡じゆんは華か麗れいにスルーされ、碓氷は俺の固まったままの手を取って握手を交かわした。


「念の為ために断っておくが、俺は『碓氷』としか呼ばないぞ」


「うん。呼ばれるのは平気。で、話の続きだけど」


　俺の手を摑つかんだまま碓氷が聞く。


「タマぴょんでしょ？　魔女を背負って保健室まで運んでたの」


「魔女？」


　碓氷が誰の事を魔女と呼んでいるのかは分からない。が、俺が背負っていたのは一人だけだ。


「水那斗るうるの事か？」


「そうだよ。『世せ界かい災さい厄やくの魔女』さ。知ってるだろ？」


「いや、知らない」


　なんだ、「世界災厄」って。


　碓氷は、握っていた手を離はなして、笑え顔がおのまま少し目を開き、大げさに肩をすくめた。


「知らないの？　ホントに？　日本でトップレベルの魔ま術じゆつ師しだよ？」


　更さらに耳慣れない言葉を言われて、俺は逆に聞き返した。


「『魔術師』だって？」


「え？　もしかして、魔術師も知らないって言うつもりかい？」


　碓氷は、今度は本当に驚おどろいた顔をした。どうやら、俺は気づかずに田舎者っぷりをさらけ出したらしい。ため息をつきつつ碓氷に言った。


「俺、田舎いなかから出てきたからさ。神社の神主さんが豊作占うらないとかしてたのは見た事あるけど、これまで魔術を見た事も、魔術師に会った事もねーんだわ。学校でもまともに教わらなかったし、正直、魔術とか魔術師とか、よくある都市伝説みたいなもんかと思ってた」


「ほほう、なるなる。しっかし、そりゃよっぽどの田舎だねえ、タマぴょん」


　碓氷が笑いながら、だけど嫌いや味みっぽく無しにそう言うので、俺も笑いながら返した。


「俺もそう思う。そっか。じゃあさっきるうるがやってたのが、魔術って奴やつなんだな」


　その瞬しゆん間かん、碓氷の目が鋭するどく細まった、気がした。俺の肩に手をかけ、少しだけ早口になる。


「ちょっと待って。今なんて言った？　それってつまり魔女の魔術を見たって事──」





　ガラッ。





「遅おそくなっちゃってごめんなさい～」


　扉とびらを開けて入って来た女の人の力の抜ぬけた声で、碓氷の言葉は遮さえぎられた。


　長めのワンピースにピンクのカーディガン、腰こしまであるソバージュの髪かみをなびかせながら教きよう壇だんに立ったその女の人は、正直俺たちとそんなに歳が離れているようには見えなかった。


「１─Ｄの担任になります、京きよう野の薫かおるです～。実は、この春大学出たばっかりなの。みなさんと一いつ緒しよに、教師として成長していきたいと思っています。よろしくね～」


　クラスの半数、つまり男子の全員が、その癒いやしオーラ全開の笑顔と言葉に、メロメロになっていくのが分かった。女子の反応は俺には判断出来ない。


「じゃあ、入学式に行く前に、先生から色々とお話をさせてもらいたいと思います～」


　肩かたに置かれていた手がすっと離れる。碓氷は小声で「また後で」と言って、元の笑顔に戻もどった。俺も椅子を戻して前を向く。京野先生がつっかえつっかえ新入生としての心得を読み上げている間、俺は碓氷の言った事を考えていた。





　魔術。





　確か「世界の《理ことわり》を一時的に差し替かえる能力」と学校で教わった気がする。


　生まれつき運動能力が高い奴がいるように、生まれつき魔術能力が高い奴がいる。遺伝という説もあるけど、魔術は生まれ持った才能なのだ。


　その才能が特に高い人の事を魔術師と呼ぶ。


　るうるがさっきぴょんぴょん跳とんでいたのが魔術だというのなら、多少は合が点てんが行く。


　あれは、「人間はそんな簡単にぴょんぴょん跳べたりしない」という世界の《理》を、自分だけ差し替えていたのだろう。


　だが、何故なぜるうるの魔術に誰だれも関心を払はらわず、俺だけが気にしていたのかが分からない。


　それに、俺がそのおかしな《理》を指し摘てきした途と端たんに、るうるがバランスを崩くずして落下した理由もよく分からない。


「──そろそろ時間だから、体育館に移動しましょうか～。名札は胸に付けて下さいね～」


　気がつくと、先生の話が終わっていた。俺はみんなの動きに合わせて椅い子すから立ち、机の上の名札を手に取った。





　　　　◆





　クラスごとに列になって体育館の入り口をくぐると、在校生と保護者の拍はく手しゆに迎むかえられた。男女一列ずつ、出席番号順に並んでいるので、当然先頭が俺で、次が碓氷だった。


　京野先生の後について進み、新入生の席に到とう着ちやく。ずらりと横に並んだパイプ椅子の隙すき間まを端はじっこまで進んで、前を向く。まだ座らない。左をちらりと見ると、二メートルほど空いたその先が来らい賓ひん席になっていて、派手な格好をした大人が並んでいた。


『新入生、着席』


　男の人の硬かたい声がスピーカーから響ひびく。学校説明会で喋しやべっていた教頭先生だ。


「さっきの話だけど」


　椅子に座った途端に、碓氷が顔をこちらに寄せて小声で言う。


「じゃあ、ホントにタマぴょんは魔ま女じよの魔術を見たわけだ？　うっはー。凄すごい事だよそれは」


　体育館まで来る途と中ちゆう、碓氷は俺からるうるの事、そして、るうるの魔術の事を延々と聞いてきた。そして、何度も「凄い」と繰くり返していた。


「だから、なにが凄いんだ？」


「彼女が使う魔術は、普ふ通つうの人には見えないんだよ」


「なんだって？」


「説明が難しいな。っと、ほら、来たよ」


『理り操そう魔術学科、新入生、入場』


　硬い声が体育館の中に響くと、今まで続いていた拍手の音が一段階大きくなった。


「なんだ？」


「理操魔術学科、つまり魔術クラスの登場さ」


　体育館の入り口から、男女の一団が入って来ていた。目を惹ひいたのはその服装。俺たちのとは違ちがう制服を着ている。というか、女子の服装は、るうるが着ていたあのゴテゴテと装そう飾しよくの多いブレザーとチェックのスカートだ。男子もブレザーで、同じくゴテゴテデザインだった。


「あの制服、値段が僕達のと一ひと桁けた違うんだよ。みんな、いかにもエリート様って感じだろ？」


　碓氷は妙みようにひねた事を言った。ただ、そう言われてから彼らを眺ながめると、皆みな自信に満ちあふれた顔をしていて、何人かは小こ馬ば鹿かにした笑えみで俺達を見ているようにも感じられた。


　二列で歩いている派手な服装の一団は、何故か男子女子が交ざって歩いていた。先頭は、どちらの列も女子だった。ん、あれは……？


「……るうるが先頭を歩いてるぞ」


「魔ま術じゆつクラスは出席番号じゃなくて、成績順みたいだね。うっはー、さすが実力主義」


「成績順？　じゃあ、あいつは頭がいいのか」


　俺がるうるを小さく指差すと、碓氷は「当然」と答えた。


「『世せ界かい災さい厄やくの魔女』の通り名は伊達だてじゃない。魔術だけじゃなくて、全科目トップクラスだよ。で、二位はその横にいる子」


　るうるの横には、背の高い女の子が歩いていた。細ほそ面おもての美人だ。後ろで髪をまとめ、二本のかんざしで留めていた。余った髪を優ゆう雅がに流している。まっすぐな唇くちびると、強い意志を感じさせる瞳ひとみが印象に残った。


「御み剣つるぎ言こと乃の。彼女も有名人だよ。成績優ゆう秀しゆうで運動神経も抜ばつ群ぐん。人当たりもいいし魔ま術じゆつ師しとしての家いえ柄がらも良好。おまけにあの美び貌ぼう。パーフェクトだね」


「なんで、碓氷はそんなに詳くわしいんだ？」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


　言ってる意味が分からない。碓氷はすぐに肩かたをすくめて笑った。


「まあ、この情報は誰でも知ってる事だけど。繰り上がり組ならね」


　そうか、碓氷は中学校からの繰り上がり組なのか。晶と一いつ緒しよだな。もしかしたら知り合いかもしれない。後で晶に聞いてみよう。


　ん、待てよ？


「って事は、るうるやあの美人も繰り上がり組って事か？」


「そりゃそうだ。西東京で魔術クラスがある学校はうちだけだからね」


「その魔術クラスってなんだよ？」


「ホントになにも知らないんだね、タマぴょんは」


　む。


「悪いか」


　俺が軽く睨にらむと、碓氷は逆に笑顔を増した。


「いやいや、教え甲斐がいがあって楽しいよ。ええと、要するにエリート養成コースかな。魔術師としての素質のある生徒だけが特別な授業を受けられるってわけ」


「へえ」


「まあ、どっちかっていうと、隔かく離りの意味の方が強いのかもしれないけど」


「隔離？」


「見えない拳けん銃じゆうを隠かくし持ってるのと同じだからね、彼らは」


　その言葉は少し冷たさを帯びているように聞こえた。が、すぐに元に戻もどる。


「ま、お貴族様って事さ。僕達とは校舎もカリキュラムも違うから、ほとんど会う事も無い」


　そっか。という事は、この先、るうると会う場面はそんなに無いのか。


　変わった出会い方をしたとはいえ、入学初日からあんな美少女と遭そう遇ぐうしたのに、そのまま接点無しというのはちょっと寂さびしいかもしれない。


　そんなどうでも良いことを考えているうちに、魔術クラスの列が席についた。俺達のずっと前、体育館の最前列だった。るうるは先頭を歩いていたから、俺と同じように、パイプ椅い子すの列の端っこに座っている筈はずだ。


　あの時見た笑顔を、ふと思い出した。





　　　　◆





　校長先生のお話、市長からの祝辞、ＰＴＡ会長の挨あい拶さつなど、俺達のためなのか、我が子の晴れ舞ぶ台たいを見に来たご両親方のためなのか、よく分からないイベントが進んでいく。ちなみに、田舎いなかから単身出てきた俺の関係者は、もちろん誰だれも来ていない。


　ＰＴＡ会長が壇だん上じようから降りると、スピーカーからまた教頭先生の硬かたい声が響ひびいた。


『新入生代表、挨拶。新入生代表、水那斗るうる』


「はい」


　体育館の中に女の子の声が小さく響いた。そして魔術クラスの席の端はしから水那斗るうるが立ち上がり、壇上に向かう。





　……は？





「……なあ、碓氷、あれはなんだ」


「さっき言ったろ？　彼女は学年首席なのさ」


　いや違う。成績トップの生徒が代表の挨拶をやる事くらい、田舎者の俺でも知っている。


　そうじゃなくて、るうるが手に持っている物が問題だ。





　なんであいつは、エレキギターを両手で抱えているんだ？





　茶色のエレキギターを肩から提さげたるうるは、とことこと壇上へ続く階段を上り始める。


　誰も、何も言わない。


　ざわめき一つ起きない。


　まるで、るうるがエレキギターを担かついでいる事を、誰も疑問に思っていないかのように。


　まただ。


　今朝と同じだ。


　なんなんだ、これは。


　るうるが壇上に着くと、教頭先生の硬い声が、これまでと同じようにスピーカーから響く。


『全員、ご起立下さい』


　そして、それに続いてスピーカーから流れた言葉に、俺は耳を疑った。


『Ｔｈｒｅｅスリー！　Ｔｗｏトウ！　Ｏｎｅワン！　Ｇｏゴウ!!』


　教頭先生の「Ｇｏ!!」のシャウトと同時に、るうるが壇上でサッと振ふり返り、体育館を見下ろす。そして右手を高く振り上げ、ギターに叩たたき付けた。





　ジャアアアアアアァァァンッ！





　あまりにも大きなギターの音が体育館中にこだまし、俺は一いつ瞬しゆん耳を塞ふさいで目を閉じた。そしてすぐに開ける。


「……はああっ!?」


　目を開けると、入学式会場は、ライブステージに変わっていた。


　体育館の通常の照明は落ちて、代わりに七色のライトが、壇上を、客席を照らしていた。るうるには一ひと際きわ明るいピンスポットライトが当たっている。壇上の左右に高さ三メートルくらいの巨きよ大だいなアンプが置かれ、るうるがかき鳴らし続けるギターの音色を体育館中に届けていた。


　いつの間にか、るうるの前にマイクスタンドが置かれていた。


　そして、るうるは、歌い出した。





　大だい歓かん声せい。





　るうるの歌声に、観客が歓声で応こたえた。体育館内が声に満ちている。生徒も、教師も、両親達も、るうるが歌うガールズポップに合わせて叫さけび、腕うでを振り、飛び上がっていた。


　るうるの後ろにはギターが、ベースが、キーボードが、ドラムが並び、バックバンドとして演奏に参戦した。音に厚みが加わって、観客は更さらに盛り上がっていく。


　聞いた事の無い歌だったが、耳に良く馴な染じみ、なにより、るうるの歌声が心地ここちよかった。普ふ通つうにライブに来ていたのであれば、俺も皆みなと一いつ緒しよになって飛び跳はねていたかもしれない。


　でも、ここはライブハウスじゃない。


　俺の記き憶おくが確かなら、そして俺が正気なら、今は入学式の真っ最中だった筈だ。


「おい、碓氷！」


　呼びかけたけど反応が無い、横を見ると、碓氷は誰よりも高く跳とんで、両手を振っていた。無む茶ちや苦く茶ちや楽しそうに。俺の声は聞こえていないようだ。


「なんなんだよ、これは！」


　違い和わ感かんとかそういうレベルじゃない。この状じよう況きようは異常だ。しかも、異常だと思っているのは俺だけらしい。首の後ろが猛もう烈れつに痒かゆくなった。くそ、どうすりゃいいんだ！


　と、その時、前方の席の誰かが横の通路に飛び出すのが見えた。かんざしを二本飾かざった後頭部。そこから流れる髪かみ。さっき碓氷が学年二位と言っていた魔ま術じゆつクラスの女の子だ。


　名前は確か、御剣言乃。


　通路に出た彼女は、熱ねつ狂きようの渦うずに包まれている生徒達とは明らかに雰ふん囲い気きが違ちがっていた。なんというか、腹を立てているように見えた。そして、のっしのっしと前方に歩き始める。


　肩かたを怒いからせたその後ろ姿が、まるで今から殴なぐり込みにでも行くかのような剣けん幕まくに見えて、俺は思わず通路に出て、御剣の後を追った。


　すぐに追いつき、肩に手をかけて呼び止める。


「あの、ちょっと」


「離はなして！　この馬ば鹿か騒さわぎを止めなきゃ！」


　俺の手を振り解ほどいて、御剣はこちらを振り向いた。二本のかんざしが、ステージから放たれているライトに煌きらめいた。そして、意志の強い吊つり目気味の二つの瞳ひとみが、俺を睨にらみ付ける。


　御剣言乃は、るうるとはまた違った美人だった。細い顎あご、きりっとした眼まな差ざし。全体的に大人っぽい印象がある。かんざしのせいかもしれないけど、和服が似合いそうだなと思った。


　御剣は怒った顔をしながら俺に向かって手を振り上げ、そこで動きが固まった。目を大きくして驚おどろき、俺を見つめている。


「……って、あんた、なんで水那斗の魔術の『外』にいるの!?」


　こんな状況でも美人に見つめられるとキョドる。しかし、言ってる意味は分からなかった。


「『外』ってなんだ？　悪いけど俺は田舎いなか者なんで魔術の事はよく知らないんだ」


　今日だけで何回田舎者って言ったっけ？　ちょっと哀かなしくなってきたぞ。


　なおも御剣が俺をじっと見上げているので、俺は視線を逸そらせつつ言った。


「この騒さわぎは、るうるの魔術なのか？」


[image: ]


「……そうよ」


　演奏は既すでに二曲目に入っていた。テンションの高い歌が観客の熱狂を煽あおっていた。


　ステージでは、赤や青のスポットライトに照らされる中、るうるがギターをかき鳴らしながらマイクに向かって歌っていた。バックバンドが包み込むように音を重ねていた。


　ただ、違和感が。


　客席がこんなにも熱狂に包まれているのに。


　こんなハイテンションな曲を歌っているのに。


　るうるは、汗あせを飛ばしながら口を大きく開けてシャウトしているのに。


「……あいつ、あんまり、楽しくなさそうだな。こんなに大人気なのに」


　違和感をそのまま口にすると、御剣は「当然じゃない」と小さく言って、腕を組んだ。


「その『大人気』も、水那斗が魔術で作り出しているの。少なくとも、水那斗はそう思ってる」


「どういう事だ？」


「水那斗るうるは、世界に嫌きらわれてんのよ」


　静かな、けれど、強い意志を感じる言葉。それが俺の質問に対する答えだったのかどうか、分からなかった。御剣は壇だん上じようのるうるをじっと見つめていた。


「だから、いつも孤こ独どくなの。この馬鹿騒ぎはあの子なりの、その孤独への反はん抗こうみたいな物。止めなくちゃ。アタシが」


　そう言いながら、御剣はまた歩き出そうとする。俺は慌あわててもう一度肩を摑つかんだ。


「離してよ！」


「止めるって、どうやるんだよ！」


「水那斗からギターでもマイクでも取り上げればいいでしょ！」


「るうるが拒きよ否ひしたら？」


「無む理り矢や理りにでもやるわよ！」


「取り上げたら、どうなるんだ？」


「どうなるって、魔術が解けるだけよ！」


「解けたら、どうなるかって聞いてるんだよ」


「この馬鹿騒ぎが終わるのよ！　音楽が止まって、歓かん声せいも止まって、元の入学式に戻もどるの！　分かったらその手を──」


「そして、壇上で取っ組み合いしている女子二人が残るのか？　お前と、るうるが。それ、かなり恥はずかしいんじゃないか？」


　はたと、御剣の動きが止まる。顔がみるみる真っ赤になるのが、こんな暗がりの中でも分かった。そして、また俺に怒ど鳴なり散らす。


「しょしょしょっ！　しょうがないじゃん！　他ほかに方法が無いもん！　こんな大規模に行使されてるあの子の魔術を打ち消すなんてアタシの力じゃ無理だし！」


「歌わせておけばいいじゃんかよ。みんな楽しそうだしさ」


「そんなの無責任よ！　水那斗の孤独を深めるだけ！　やっぱり、止めなきゃ！」


　御剣は俺の手を振ふり払はらって、走り出そうとした。


「待てってば！」


　今度は両手を使って、御剣の上半身をがばりと摑む。御剣が腕の中で暴れた。


「離しなさいよっ！」


「なんであいつが勝手にやってる事で、お前まで恥はじかかなきゃなんないんだよ。おかしいだろ」


「でも、ほうっておけないもん！」


　何故なぜほうっておけないのか、よく分からなかった。御剣はるうると仲がいいんだろうか。


　この馬ば鹿か騒さわぎを止めたい。それは俺も同感だ。しかし、その為ために二人を喧けん嘩かさせて、しかもその姿を全校生徒に晒さらさせるのは、俺は嫌いやだった。


　しかし、じゃあ、どうすればいいんだ？


　俺は暴れる御剣を摑んだまま、改めて壇上を見上げた。ステージ上で歌っているるうるを。


　中央でギターを弾ひき鳴らしながら、るうるは一いつ生しよう懸けん命めい歌っていた。どこか、退たい屈くつそうに。


　その後ろには、バックバンドのギター、ベース、キーボードが踊おどるように演奏を──


　首の後ろ、襟えり足あしの裏に猛もう烈れつな違い和わ感かん。


　かきむしりたくなるのを我が慢まんしながら、俺は御剣に聞く。


「なあ、ちょっといいか？」


「離はなしてってば──、な、なによ」


　俺は今思いついた疑問を口にする。


「なんでるうるの後ろにある楽器は音が出せるんだ？」


「はあ？　あんた、何言ってんの？　楽器なんだから、音が出るのは当たり前じゃない」


　いや、そんな事は無い。あの楽器はどう見ても不自然だ。


　俺は、本来そうあるべき《理ことわり》を、告げた。


「あの楽器は、誰だれも触さわってないのに鳴っている。《楽器が音を出すには、演奏者が必要だろ》」





　ぱちん。





　まただ。


　とても大きなシャボン玉が、ゆっくり割れるみたいな音が、耳の奥で聞こえた、気がした。


　途と端たんに、空中に浮いていた、ギターやベース、ドラムのスティックが、吊つっていた糸が切れたかのように、床ゆかに落ちた。


　床に落ちた楽器は、ガタンッ、と、割合大きな音を立てる。もう、音は流れない。自動演奏のように勝手に鍵けん盤ばんが上下していたキーボードも、今は沈ちん黙もくを保っている。


　体育館が、静せい寂じやくに包まれる。


　るうるは歌うのをやめていた。手はギターを握にぎっていたが、弾いていなかった。


　ピンスポットライト一本が、彼女を照らしていた。


　観客は、黙だまってるうるを見つめていた。


　彼女はちらりとこちらを見た。目が合った、と思った。しかしそれは一いつ瞬しゆんだった。


　るうるはまた前を向き、ギターから手を離し、マイクを両手で握った。


　そして、歌い始める。伴ばん奏そう無しのアカペラで。


　静かなバラードだった。


　透とう明めいな歌声が、心に染しみ込んでくる。


　ここにいない人に、側そばにいて欲しいと、なんども繰くり返し祈いのる歌だった。


　何故だか、胸の奥底の方が、きゅうと、締しめ付けられた。


「ちょちょちょっと！　今、何をしたのっ!?」


　音楽に聴きき入りかけたが、両りよう腕うでの中でもぞもぞ動く和風美人に邪じや魔まされた。御剣が無理矢理こちらに向き、驚おどろいた顔で俺を見上げている。至近距きよ離りで視線が合って、ちょっと恥ずかしい。


「え？」


「『え？』じゃないわよ！　あんた、あの子の、水那斗の魔ま術じゆつを破ったって言うの!?　魔術師でも無いあんたが!?　どうやって!?」


　質問が立て続けに飛んで来たけど、答えようが無かった。そもそも「魔術を破る」というのが、なんの事だか分からない。


　俺が答えに困っていると、また御剣が口を開いた。


「……ちょっと」


「なんだ？」


「あんた、どこ触ってるわけ？」


「え？」


　どこと言われても、走り出そうとした御剣を慌あわてて摑つかんだだけだから分からん。


　俺は改めて右手を動かしてみる。と、御剣の体を摑んでいるその右手は、びっくりするほど柔やわらかな感かん触しよくを得ていた。


　ええと、つまり。


　俺は、御剣の胸をわしづかみにしていたのである。


「……離しなさい」


　氷点下の声。


「わ、わりい──」


　謝りつつ慌てて腕うでを放したその直後。





　ごすっ。





　御剣の右みぎ腕うでの肘ひじが、俺のみぞおちに綺き麗れいに突つき刺ささった。


　意思と無関係に、俺の身体からだはその場に崩くずれ落ちた。っていうか、息が出来ないくらい痛い。


　なんとか顔を上げると、紅潮した顔の御剣が、俺を見ないように制服の乱れを整えていた。


「ま、まあ、馬鹿騒ぎじゃなくなったし、良しとするわ。じゃあね」


　そう言って、スタスタと立ち去る。


　痛みに耐たえながら起き上がると、丁度、るうるの歌が終わった。


　体育館が柔らかい拍はく手しゆに包まれる。


　るうるはぺこんとお辞じ儀ぎをする。


　そして身体を起こした時には、提さげていたギターは無くなっていた。


　マイクスタンドも、巨きよ大だいなアンプも、床に転がった楽器も綺麗に消えていた。


　ピンスポットライトも無くなって、体育館は元の明るさに戻もどっていた。


　るうるは、その場でくるりと回って、ずっとそこに立っていた校長先生の方を向き、これまたいつの間に持っていたのか、紙を両手に広げ、新入生代表の挨あい拶さつを始めた。


　すべてが元通り。ライブステージなど最初から無かったかのように、入学式が続いていた。


　とりあえず、何事も無くてほっとした。いや、「何事」は色々起きた気がするんだけど、まあ、とりあえずはいいだろう。みぞおちに痛みが残ってるだけで、問題は無くなった。


　そんな、ちょっとした達成感に満たされつつ振ふり返ると、目の前に担任の京野先生が仁に王おう立だちしていた。そして、笑え顔がおで俺に言う。


「ええと、犬海君だったよね。入学式で立ち歩くなんて、なかなかいい度胸してると思う。私、大学出たてだけど、マナーにはかなりうるさいから。あとでお説教、覚かく悟ごしておいてね[image: ]」


　俺は考える。


「……これ、俺が悪いのか？」





　……入学式の後、俺は京野先生にこってり怒おこられた。大人と言うには少しあどけない顔をした先生から次々と繰り出される「説教」の言葉の数々は、その可愛かわいらしい唇くちびるが浮うかべる柔らかな微笑ほほえみとあまりにギャップがありすぎて、よく覚えていない。一つ言える事は、冷や汗あせというのが本当に出るのだという事を俺はその時知った。大人の女って怖こわい。


　ともあれ、帰宅した頃ころにはそんな説教の事も、入学式での騒そう動どうの事も、すっかり忘れていた。寝ねる前にほんの少し、空の下でぴょんぴょん跳とんでいた女の子の事を思い出したけど、学科も違ちがうようだし、もう話す事も無いだろうなと思っているうちに、眠ねむってしまった。


　甘かったのだ。俺は。


　次の日、俺は自分の楽観主義を後こう悔かいする事になる。
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　第二章　四月九日（火）　欧州文化研究会







　入学式の次の日。朝。バスから降りた俺と晶は、昨日と同じ桜並木を通って学校に向かっている。昨日入学したばかりなのに、今日からもう授業が始まるらしい。さすがは高校生活。なにがさすがなのかは分からんが。ま、今日は教科書の受け取りと授業の方針説明くらいだろ。


「そういえばさ。マル、昨日は魔ま女じよとラブラブだったらしいじゃん。晶は突とつ然ぜん指し摘てきる」


　携帯電話をいじりながら晶が喋しやべる戯ざれ言に、俺は「はあ？」と答えた。


「なんだそれ。魔女ってなんだよ」


「水那斗るうるに決まってんじゃん。噂うわさになってたよ」


「ああ……。しかし、お前もるうるの事を『魔女』って呼ぶのか」


　なんかむずむずするな。


「そりゃまあ、魔ま術じゆつクラスのＮｏ．１は特別だからね。で、ホントにラブラブだったの？」


「濡ぬれ衣ぎぬだ。あいつが足をくじいたから保健室に連れていっただけだ」


「そうなの？　マルが魔女をお姫ひめ様さまだっこして、情熱的に見つめ合いながら手をしっかり握にぎって愛を語り合ってたって聞いたよ。プロポーズはマルの方からで、出産予定日は──」


「話に尾おひれが付きすぎだ！　お姫様だっこしながら手を握れるか！　いや我ながら突つっ込みどころはそこじゃない！」


　晶はニヤニヤと俺を見上げている。からかわれているのが分かっているのに激高するのは余計に恥はずかしい。俺は落ち着こうと試みる。


「……だいたい、どこでそんな噂が立つんだ」


「？　『噂うわさ屋や』に決まってるじゃん。噂は他ほかにもあるよ。こっちは冗じよう談だんじゃ済まされない」


　急に晶の声のトーンが落ちる。そして携帯を持ってない方の手でビシッと俺を指差した。


「私達の言乃様を公衆の面前で押し倒たおすなんて！　世が世なら磔はりつけ獄ごく門もんる！」


「はあ？　『私達の言乃様』？　誰だれだそりゃ？」


「御剣言乃様だよ！　魔術クラスのＮｏ．２！　帆群守学園全女子生徒憧あこがれのお姉様！」


　……ああ。御剣言乃って、入学式の真っ最中に俺に肘ひじ鉄てつ食くらわせたあの女の事か。


「お姉様って、あいつ一年生だろうがよ」


「言乃様を『あいつ』呼ばわりするとか何様!?　って、もしかして押し倒しただけじゃなくて既き成せい事じ実じつを作ってしまったの!?　マル、あんた超ちよう絶ぜつ鬼き畜ちくる！」


「してねえよ！　っていうか押し倒してもいねえ！　あいつから肘鉄食らって地面に這はいつくばっただけだ！」


「うん、まあ、そんな所だよね」


　晶はケロリと返す。そして笑って言った。


「マルがそんな度胸持ってない事くらい知ってる。『噂屋』も当てにならないなあ」


　また携帯を操作し始める晶。俺は聞いた。


「その『噂屋』ってなんだよ」


「え？　あ、そっか、マルは知らないか。便利なサイトがあってね、帆群守学園の生徒だけが入れて、学校での噂を交こう換かんするの」


「噂を交換？」


「そ。アドレス教えてあげるから携帯貸して」


「持ってねえよ、そんなの」


　田舎いなかでは必要の無い機械だった。っていうか電波が来ていなかったと思う。


「じゃあ買ったら教える。早く買ってよ？　晶と同じメーカーにする事を積極推すい奨しようる」


「なんで？」


「電話代がタダになるから」


「ふーん……。考えとくわ。しかし、同じ魔術クラスの２トップなのに、片方は『魔女』で、もう片方は『言乃様』なのか？」


「んー、そりゃまあ、水那斗るうるは特別だから。……あ、またマルの新しい噂が来てるよ」


　俺の質問をスルーしつつ携帯の画面を読み上げる晶。


「『犬海丸、新任美人教師と午後の密会』だって。……マル、あんた高校生活初日から何人の女の人たぶらかしてるの？」


「それは職員室で叱しかられてただけだ。そしてそれについては喋りたくない」


　美人が笑え顔がおで怒おこるのがあんなに怖こわい物だと、俺は十五年の人生で初めて知ったのだった。


　晶が横で喚わめき立てるのを無視して、俺は桜並木の通学路を歩いた。





　　　　◆





　ＨＲで担任を待っていると、後ろの席の碓氷に呼ばれる。


「ねえ、タマぴょん」


　……俺がそのあだ名を気に入って無い事は言外に伝わっていないのだろうか。振ふり返ると、碓氷は携けい帯たい電でん話わを見つめていた。


「なんだ？」


　教室の中は、昨日の朝とは打って変わって騒さわがしかった。誰も彼もなにかしらの友達、あるいはグループを作り、担任が来るまでの時間を過ごしている。皆みな、もうこの教室での自分の行動指針を見つけているようだ。


「タマぴょん、繰くり上がり組の神宮晶ちゃんとは従兄弟いとこの間あいだ柄がららしいね。毎日一いつ緒しよに登校するくらいの仲の良さを誇ほこっているとか」


「……なんでそんな事をお前が知ってるんだ？」


「一年生の女の子は一通りチェックしたから」


「まだ入学して二日しか経たって無いのに!?」


「情報は速度だよ、タマぴょん」


　俺が呆あきれていると、碓氷は狐きつねに似た目を細めてクックと笑い、上うわ目め遣づかいに俺を見た。


「ま、半分は冗談」


「半分って、どこだよ」


「『一年生の女の子』の所」


「『全学年の女の子』を一通りチェックしたんだな!?　そうだな!?」


　碓氷は笑ったまま「噓うそ噓、全部噓」と言った。しかし目が微び妙みように笑ってない。怪あやしい。


　俺がじっと睨にらんでいると、奴やつは手に持った携帯をぷらぷらと振った。


「これこれ。ホントは『噂屋』で聞いたの」


「……また『噂屋』か。なんなんだそれは。晶の話では、どうもそこから俺の個人情報がだだ漏もれになってるようなんだが。しかも迷めい惑わくな噓が追加されて」


「あ、そっか、タマぴょん高校入学組だもんね。知るわけないか。これだよ、ほら」


　カチカチとキーを叩たたいてから、碓氷は携帯の画面をこちらに向けた。


　青空の背景の前にシンプルな文字で『噂屋』と書いてある。その下には学がく籍せき番号とパスワードを入力する欄らんがあった。


「これが『噂屋』？」


「そゆこと。帆群守学園の生徒なら小学生から大学生まで誰だれでも使える。主なサービスは、簡単に言えば、噂の売買」


「噂の売買？」


「学内でちょっと話題になっている事があって、それをもう少し詳くわしく知りたいとするでしょ？　その時、この学園の生徒は『噂屋』を使うわけ。噂を買うんだね。まあ、あくまで噂だから、どこまでホントの事かは分からないんだけど」


「買うって、金で？　噂なんて信しん憑ぴよう性せいの無い物を？」


「違ちがう違う。『噂の売買』って言ったろ。噂を買いたい人は、自分が持ってる噂を売るんだよ。誰も知らない、価値のある噂ほど高く売れるし、そうでなくても、みんなが言ってる噂は『噂屋』が情報の確度を高められるから、それなりに売れる。で、売った噂に応じて、新しい噂を買える。こういうシステム」


「そんなの、適当な噂を創作しちゃえば売り放題じゃんか」


「分かってないなあタマぴょん」


　大げさに肩かたをすくめる碓氷。


「誰がこのサイトを運営しているのかは僕も知らないけど、『噂屋』の情報収集力はすごいんだ。適当に作った噓の噂なんて、たちどころにばれてペナルティを食くらっちゃうだろうね」


「ペナルティってなんだよ」


「一定期間、『噂屋』へのアクセスが遮しや断だんされる。これはかなり恐きよう怖ふだよ」


「なにを大げさな。たかが噂だろ？」


「噂だけど、たかが、じゃないよ」


　碓氷はふっと息を吐はいて、携帯電話を俺に向けた。そして、静かに言う。


「僕達高校生にとって、学内で流行はやっている『噂』は、それすなわち『情報』って事だよ。違うかい？　情報には常に価値がある。噂もまた然しかりさ」


　おちゃらけているいつもの碓氷とは違う表情がこちらを見ていて、俺は返答出来なかった。


　と、すぐに碓氷は笑顔に変わる。


「タマぴょんにもアドレス教えてあげるよ。携帯貸して」


「持ってない」


「えっ!?　持ってないの!?」


　このやりとり、今日二回目だな……。


　こめかみを押さえていると、碓氷が身を乗り出して、小声になる。


「で、どうなの？」


「なにが？」


「タマぴょんと晶ちゃんが同じアパートに住んでるってのは、マジなの？」


「ああ」


　すると碓氷は神しん妙みような顔になって、感心するように言った。


「その歳で女の子と同どう棲せいするなんて、タマぴょんやるねえ」


「部屋は別に決まってるだろっ！　アパートが同じなだけだっ！」


　朝から何を言い出すんだこいつは！　思わず荒あらげた声を落ち着かせて説明する。


「俺が下宿してるアパートの大家さんが晶の両親なんだよ。で、晶の家族はそのアパートのすぐ裏の一いつ軒けん家やに住んでるんだけど、家が手て狭ぜまになったとかで、高校進学に合わせて晶がアパートの一部屋をもらって、一人暮らしを始めたんだ」


　とは言っても、晶は元の家に朝晩通って、朝食と夕食にありついてるらしいから、ぷち一人暮らしって感じか。


「ふーん。で、どうなの？」


「同じ事を言うな。なにがだ？」


「晶ちゃんとタマぴょんの関係。付き合ってるわけ？」


「ねーよ。ただの幼なじみだ。それに、三年会って無かったから、今の晶の事は知らん」


「いやーでもさ、タマぴょんはそうでも、晶ちゃんも同じとは限らないんじゃない？」


「意味がわからん」


　とかどうでもいい話をしていると、扉とびらをガラリと開けて、京野先生が入って来た。


　先生は教きよう壇だんに乗る時、ちょっとよろけた。慌あわてて体勢を直して生徒の前に立つ。顔色が悪いようにも見えたが、体調が悪いというよりは、不安30％、困こん惑わく70％みたいな表情だった。


　京野先生はその表情のまま、喋しやべり始めた。


「ええと、みなさん。入学二日目でアレなんですけど。やだ私アレってなによ。アレってなんかやらしい響ひびきよね。じゃなくて、あのね、ええと」


　混乱している。自分で何を言っているのか分かって無い感じだ。先生はひとしきり言い淀よどんだ後、咳せき払ばらいを一つして、自分を落ち着かせた。そしてなにかの決心をして口を開く。


「突とつ然ぜんですが、１─Ｄに今日から編入生が加わります」


　ざわめく教室。


　編入生？　まだ学校が始まって二日しか経たってないのに？


「他校からの編入ではありません。正確には転科生。理り操そう魔ま術じゆつ学科からの、転科生、です」


　京野先生は自分の言っている事に徐じよ々じよに自信が無くなっていったのか、最後は少し下を向いて呟つぶやくように言った。それに呼応して更さらにざわめく教室。


「ありえない」


　後ろから碓氷の呟きが聞こえる。


「なにがありえないって？」


「魔術クラスから一いつ般ぱんクラスに来るって事が、だよ。なんでわざわざエリートコースを脱だつ落らくする必要があるんだい？　まだ二日目だよ？」


　俺はちりちりする首筋の裏を搔かいていた。


　嫌いやな予感がする。


　京野先生は廊ろう下かに向かって言った。


「じゃあ入って来て、自己紹しよう介かいをしてくれる？……そんな必要、無い気もするけど」


　廊下にいた転科生がトコトコと教室に入ってくる。女の子だった。セーラー服だ。魔術クラスのではなく、一般クラスの制服を着ていた。


　教室のざわめきがより大きくなる。


「……ありえない」


　もう一度碓氷が呟いた。


　俺の嫌な予感は当たった。


　その子は長い髪かみの左右に薔薇ばらの花の髪かみ飾かざりを付けていて、ぱっと見、羊の角のようだった。花から伸のびた一枚葉は、羊の耳のようにも、羽のようにも見えた。


　身長は低め。多少は存在感を主張する胸の上で、首から提さげた懐かい中ちゆう時計が揺ゆれている。


　表情は乏とぼしいながら、大きな瞳ひとみが印象的だ。





　見み間ま違ちがえようが無い。水那斗るうるだった。





　教きよう卓たくの後ろに立ったるうるは、教室を見み渡わたし、俺と目が合った。るうるの小さな口が開く。


「イヌカイタマキ」


「え、俺？」


「今日からキミは、わたしの監かん視し対象になる。その為ためにこっちのクラスに来たの」





　沈ちん黙もく。言っている意味が一個も分からなかった。





「……はあ？」


「声、小さかった？　もう一度言うね。今日からキミは、わたしの監視対象に──」


「いや聞こえなかった訳じゃねえよ！　監視対象？　俺が？　なんで？」


「４ptポイントダウン。状じよう況きよう判断能力が低い。その調子ではこの先不安が残る」


　るうるは赤いカバーのメモ帳を取り出して、なにやら書き留めた。……なんだ？


　クラスメイトの視線が集まる中、俺は思わず立ち上がっていた。


「は？　ヨンポイントダウンってなんの事だ？」


　るうるはメモ帳にシャーペンを走らせながら答えた。


「４ptダウンっていうのは、つまり４点下がるって事で──」


「それぐらいは聞かなくても分かるわ！　そうじゃなくて、その言葉の意味を聞いてるんだよ！」


「評価点。決まってる」


　何が決まっているのかよくわからん。


「いやその前に俺の質問に答えろ。なんで俺が、お前の、監視対象とやらに、なるんだ？」


　メモ帳から顔を上げたるうるは、俺を不思議そうに見る。


「そんなの、決まってるでしょ？」


　俺のイライラは最高潮に達していた。


「だから、何が、決まってるんだ？」


　るうるは、片手を腰こしに当てて胸を反らせた。シャーペンを持った手で俺をびしっと指差す。


　そして、宣言した。


「キミが、わたしのパートナーに相応ふさわしいかどうか、見み極きわめるの！」


　直後に、教室中がパニックになった。





　　　　◆





「タマキ、教科書見せて」


「いやお前自分の教科書あるだろ。たった今配られたんだから」


「気が利きかない。２ptダウン」


「意味がわかんねえよ！」


「犬海！　静かにしろ！」


　英語の中年男性教師がこめかみを押さえながら俺を注意する。どう考えても悪いのはるうるなのに、教師達はるうるに対して腫はれ物を触さわる扱あつかいで、矛ほこ先さきは常に俺に向かっていた。


　俺は机に突つっ伏ぷしながら考える。


　なんでこんな事になったんだ……。





　朝のＨＲで意味不明の宣言をした後、るうるはクラス中が大おお騒さわぎになっているのを気にもせずに、京野先生に「目が悪いから」という理由を述べ、無む理り矢や理り俺の隣となりに座る事を希望した。パートナー云うん々ぬんの話の後では、あまりに噓うそっぽい理由だったけど、先生は「まあすぐに席せき替がえするし」と判断し、俺の隣の列は一個ずつ後ろにずれ、一番前にるうるが座った。


　それでＨＲが時間切れになり、結局るうるは挨あい拶さつらしい挨拶もせずに、１─Ｄの新たなクラスメイトになった。


　そして、授業開始。一限目は英語。


　チャイムが鳴るやいなや、るうるは自分の机を俺の机にがっしりくっつけた。


「な、なんだ？」


「近くにいないとよく見えない」


「なにが見えないんだ？」


「もちろん、キミが」


　そう言って、るうるは俺の顔をじっと見つめた。


　再会するなり意味不明な事を一方的に言われ、かつ隣の席に押しかけられ、精神的に大だい迷めい惑わくを被こうむっていたとしても、るうるがちょっと幼めの顔をした美少女である事に違ちがいは無かった。こんな近きん距きよ離りで見つめられて、冷静でいられる男子高校生は中々いないと思う。


「いや、……あの？」


　俺の目を覗のぞき込んでいたるうるは、ぽつりと言った。


「めやにが残ってる。洗顔が甘い。１ptダウン」


　そして赤いカバーのメモ帳を出し、ぱぱぱとなにやら書き込んでいく。


「……はあ？」


「でも歯が綺き麗れい。歯は磨みがきはしっかりしてる。２ptアップ」


「はああ!?」


　授業に入れば入ったで、小さくて柔やわらかそうな手をこちらに伸のばし、


「消しゴム忘れたから、貸して」


「ホントだろうな。ほらよ」


「ありがと。はい、半分こ」


「俺の消しゴムを勝手に分ぶん割かつするな！」


「心が狭せまい。１ptダウン」


「そういう問題か！」


「じゃあわたしの消しゴムと交こう換かんするから許して」


「やっぱ持ってんじゃねえか！」


　しかし、これらは始まりに過ぎなかった。これ以降、るうるは授業中だろうが休み時間だろうが全く気にせずに俺を採点し始めたのだ。


　例えば、


「姿勢が悪い。１ptダウン」


「よそ見が多い。１ptダウン」


「教科書に落書きが無い。２ptアップ」


「首をかく癖くせ。１ptダウン」


「トイレから戻もどった時ちゃんとハンカチを使ってる。１ptアップ」


「休み時間に女の子を眺ながめてる時間が長い。３ptダウン」


「寝ね癖ぐせが残ってる。１ptダウン……やっぱりアップ」


「時々するジト目。２ptアップ」


　などなど、これが延々と続く。


　俺を採点し続ける理由も意味不明だし、採点基準はもっと意味不明だった。





　そして現在。四限目に至る。


　思わず言葉が漏もれる。


「もう勘かん弁べんしてくれよ……」


「泣き言が多い。１ptダウン」


「誰だれのせいだ！」


「静かにしろと言っただろ犬海！」


「俺のせいなのか!?」


　再び机に突っ伏す。


　と、とにかく今は我が慢まんだ。もうすぐ昼休みになる。午前中はるうるに翻ほん弄ろうされてしまって何も出来なかったが、昼休みになったら反はん撃げきの狼煙のろしを上げるぞ。


「なにか企たくらんでる。１ptアップ」


「なんで上がるんだよっ！」


「いぬかいいいっ！　静かにしろおおおっ！」


「誰か助けてくれ！」





　　　　◆





　解放の鐘かねの音が鳴り響ひびいている。つまり、昼休みだ。


　数学教師が逃にげるように去って行くのを横目に俺は立ち上がり、るうるを見下ろした。ここはびしっと言う場面だ。


「おい！　お前一体どういうつもりでこんな事────ん？」


　俺が詰きつ問もんを始めようとしたのと同じタイミングで、るうるは自分のカバンからハンカチで包まれた塊かたまりを二つ取り出し、机の上に並べて置いた。そしてそのハンカチを解ほどきだす。


　ハンカチの中には手て頃ごろな大きさのプラスチックケースが入っていた。二つ目も解く。


　机の上に、お弁当箱が二つと、箸はし箱ばこが二つ、並んだ。


「わお」


　後ろの席から、碓氷の楽しげな声がした。俺は嫌いやな予感を抱いだきつつ、聞いた。


「……るうる。なんでお前、弁当箱二つ持って来てるんだ？」


　るうるは不思議そうな顔で俺を見返してくる。


「一個はタマキの分」


「は？」


　俺の？　何が？　いや、弁当箱が、だろう。いやそういう事じゃなくて。何故なぜ？


　俺が混乱しているのを気にせずに、るうるは弁当箱の蓋ふたを開けた。


　梅干しが置かれた白米。卵焼き。タコさんウィンナー。ほうれん草。唐から揚あげ。


　ザ・お弁当という感じの食材が綺き麗れいにバランス良く並んでいた。いかにも女の子が手作りした物のように見える。


　るうるは箸箱から箸を取り出し、右手で構え、お弁当箱から白米を一口分つまみ上げる。その箸を、立ち上がったまま見下ろしている姿勢の俺の方に向けた。


　そして、こう言った。


「あーん」





　沈ちん黙もく。





　直後、教室中に強い熱気を含ふくんだざわつきが走る。「あれが伝説の〝あーん〟か！」「ホントに〝あーん〟って言うんだ！」「やっぱり高校だとああいうのあるのね！」「マンガの中だけの話かと思ってた」「俺はこの感動を決して忘れない！」「あの、写メ撮とってもいいかな？　ネットには流さないから」など訳の分からない言葉も聞こえてくる。


　俺はと言えば、硬こう直ちよくしていた。


　るうるは座ったまま、更さらに俺の方に箸を伸のばした。ご丁てい寧ねいに、もう片方の手が白米の下に添そえられていた。そしてもう一度言った。


「あーん」


　俺はもう限界だった。「あーん」に応こたえる誘ゆう惑わくに耐たえるのが、ではない。恥はずかしさが、だ。


「ええい、くそっ！」


　俺は覚かく悟ごを決め、伸びた箸の先せん端たんにある白米の塊に食くらいつく。勢いづいてプラスチックの箸を嚙かみ割りそうになった。瞬しゆん時じにクラス内が楽しそうな馬ば鹿かにするような嬌きよう声せいに包まれたが、そんな事は気にしない。机の上の弁当箱二つを右手で摑つかみ取り、箸を持ったままのるうるの手を左手で握にぎり、引っ張り起こす。


「ちょっと来い！」


　更に黄色い歓かん声せい。……しまった。余計に注目を浴びてしまう。


　慌あわてて周囲を見み渡わたすと、ニヤニヤとこちらを見ている碓氷と目があった。


「すまん碓氷、お前も来てくれるか」


「ん？　僕？　いいよ。行こっか」


　碓氷は楽しそうに自分の弁当箱を抱かかえると、教室から走り出た俺たちについてきた。
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　　　　◆





　一いつ般ぱん教室棟とうはロの字形をしていて、真ん中が中庭になっている。その中庭までノンストップで走って来て、俺達はようやく立ち止まった。俺と碓氷が息を切らす中、るうるは無表情に俺を見つめている。


「積極的なアプローチ。２ptポイントアップ」


「これは、アプローチ、とか、じゃ、ねえ！」


「でもデートに他ほかの男の人を連れてくるのは３ptダウン」


「デート、でも、ねえよ！」


「息、切らしながら、ツッコミ入れるの、偉えらいねえ、タマぴょん」


　昨日に引き続き空は快晴。中庭は芝しば生ふとベンチがあって、所々に植えられた木が芝生の上に日ひ陰かげを作っていた。


　ようやく息を整えて、俺は日当たりの良い芝生を指差した。


「るうる、そこに座れ」


　るうるは素す直なおに従い、芝生の上にぺたりと座った。その向かいに俺が腰こしを下ろす。碓氷は少し離はなれた所でにやにやしながら膝ひざを曲げた。


「説明してくれ」


「なにを？」


「全部だ！　俺が今日一日お前から受け続けている嫌いやがらせ行こう為いについての理由と根こん拠きよと釈しやく明めいと謝罪について全部説明してくれ！」


　るうるはきょとんとした顔をしている。身長差があるため、上うわ目め遣づかいで俺を見ていた。


「嫌がらせなんかじゃない」


「じゃなきゃなんなんだ」


「監かん視しだよ？」


「だからなんで俺は監視されなきゃならないんだ！」


　るうるは赤いカバーのメモ帳をとりだし、めくり始める。メモを参照しないと説明出来ない込み入った事情があるのかと思って見ていると、


「記き憶おく力が悪い。１ptダウン」


「単にメモってるだけかよ！　だからそのポイントはなんなんだ！」


　顔を上げたるうるの大きな瞳ひとみは、上目遣いながら、抗こう議ぎの意思を10％浮うかべていた。


「な、なんだよ」


　少しひるんでしまう。るうるはその少しだけ睨にらんだ上目遣いのまま言った。


「朝に言った」


「朝？　何を？」


「タマぴょん。『パートナーに相応ふさわしいかどうか見み極きわめる』為ためだよ」


　碓氷が楽しそうな声でアシストする。


「そのパートナーってなんなんだよ」


　るうるは人差し指を顎あごにあてて、少し考えてから答えた。


「言葉通り。生しよう涯がいを共にする伴はん侶りよの事」


　今、ほんの少しだけ、るうるの顔が赤くなったか？　と、思ったが、俺が瞬まばたきした後にはいつもの色白の肌はだだった。理り不ふ尽じん感が更に増す。


「だ・か・ら、なんで俺がお前のパートナーだかなんだかに相応しいか見極められる為に監視されなきゃならないんだと聞いているんだ！」


「まあまあ、落ち着きなよ、タマキ君」


　碓氷が俺の肩かたに手を置く。どうも、笑いを堪こらえているように見えた。そして、るうるの方を向き、狐きつね目めをにっこりと細めた。


「ねえ、水那斗さん。ええと、るーちゃんって呼んでもいいかな？」


　にこやかな碓氷の顔を、るうるはじっと見返した。


「……あなた、誰だれ？」


　るうるの声はいつも通りだったが、恐きよう怖ふと拒きよ絶ぜつが５％ずつくらい混ざって聞こえた。


「これは失礼。僕は碓氷圭次。中学からの繰くり上がりだけど、水那斗さんと話すのはこれが初めてだね。ちなみに、」


　碓氷は急に俺の肩を抱だき寄せた。同時に、るうるに手を伸のばす。


「タマキ君の親友でもあるよ。よろしくしてくれるかな、水那斗さん？」


　昨日初めて会ったのに何が親友だ、と抗議しかけたが、すっとるうるが碓氷の手を握にぎったので、そのタイミングを逃のがした。るうるが碓氷の目を見て言う。


「るーちゃんでいい」


「ありがとう！　さて、るーちゃん。いきなりパートナー候補と言われても、タマぴょんも心の準備が必要だと思うんだ」


「ちょっと待て」


　るうると碓氷の会話に、俺は割って入った。


「なんだいタマぴょん」


「心の準備とかそういう問題じゃない。というか、それ以前の問題だ！」


「わたしも碓氷君に質問がある」


　今度は俺と碓氷の会話に、るうるが割って入った。そうだ、るうる。お前も言ってやれ。


「なんだい、るーちゃん？」


「『タマぴょん』ってなに？」


「そこかよ！　それはどうでもいいだろ！」


「タマキ君のあだ名。僕がつけたんだ」


「あんまり可愛かわいくない」


「そうかな？」


「俺の抗議をスルーするな！」


「まあまあ、落ち着きなって、タマぴょん」


　肩で息をしている俺を優やさしくなだめる碓氷。るうるは下を向いて「タマぴょん……」と呟つぶやいている。意味がわからん。碓氷が俺の肩を叩たたきながら続ける。


「でね。タマぴょんは、なんで自分がるーちゃんのパートナー候補に選ばれたのか、まず、それを知りたいんだよ。そうだろ？　タマぴょん」


「え、あ、……まあ、そういう事になる」


　るうるは無表情に答えた。


「だったらそう言えばいいのに」


　俺は既すでに怒おこる気力を無くしていた。


「お前なあ」


「説明が回りくどい。１ptダウン」


「……すみませんでした。きちんと説明して下さい」


　話がややこしくなる前に、俺は頭を下げた。


「潔いさぎよい謝罪。５ptアップ」


　パートナーとやらにはなんら興味は無いのだが、マイナス評価されるとちょっと哀かなしくて、プラス評価されるとちょっと嬉うれしいのはどうしてだろうか。不思議だ。


　るうるはシャーペンで書き込んでいたメモ帳をしまうと、上うわ目め遣づかいで俺を見た。


「イヌカイタマキ」


「お、おう」


「キミは、わたしの魔ま術じゆつの『外』にいるの」


「『外』？」


　そういえば昨日の入学式で、御剣言乃にも同じ事を言われた。るうるは続ける。


「わたし自身の許可無しに、わたしの魔術の『外』にいられる人は、ほとんどいないの」


「魔術の『外』にいられる、ってのがよくわからんのだが。それはつまり、入学式のお前のライブパフォーマンスで、俺と御剣だけがノリノリにならなかったという意味でいいか？」


　小さな顔がこくんと頷うなずく。


「そう。言乃は私が『外』に出したけど、君は違う。それともう一つ」


「もう一つ？」


「キミはわたしの魔術を言葉だけで破る事が出来る。多分、わたしの術に限定されない。限定である理由が無いもの。多分キミは、どんな魔術も、言葉だけで、破ってしまう」


　それは、重力を無視していたるうるが急に落ちてしまったり、勝手に音を鳴らしていた楽器が沈ちん黙もくした事を指しているのだろうか。


　俺は何も言わなかったが、るうるはまたこくんと頷いた。


「キミの《言葉》は全すべての魔ま術じゆつ師しにとっての脅きよう威いになる。特に、わたしの」


「なんで、特にお前なんだ？」


「わたしが、『世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ』だから」


　言っている事が分からない。


　と、碓氷が両手を合わせて小さく音をたてる。狐きつねっぽい目が細く、鋭するどくなって見えた。


「にわかには信じがたいけど……。もしタマぴょんが本当にそんな力を持っていたら、タマぴょんは世界中で唯ゆい一いつ、るーちゃんに対たい抗こう出来る存在になる。そういう事だね？」


　こくん。


「そう。だから、タマキはわたしのパートナーになるの」


「……すまん、今恐おそろしく話が飛ばなかったか？」


「？」


　首をかしげて、斜ななめになった顔で俺を見つめるるうる。動作がいちいち可愛らしいんだが、今それを気にしている場合ではない。何故なぜなら、昼休みがもうすぐ終わってしまうからだ。


「正直、俺はお前らが話している事の半分も理解出来て無いんだが」


「理解力が低い。１pt──」


「それはもういい！　俺がお前の脅威になるのと、それで俺がお前のパートナーになるのとは、なんの関係があるってんだよ！」


「だって、パートナーになれば、敵にならないから」


「……は？」


「説明しようタマぴょん。つまりさ、たとえタマぴょんの存在がるーちゃんにとって脅威なんだとしても、二人が恋こい人びと同士になってしまえば、タマぴょんがるーちゃんを害する事は無いだろうって、そういう事だよ」


　考える。


「まあ、筋は通ってる……かなあ？」


　なんか色々前提が間ま違ちがっている気がするが。


　るうるは碓氷の言葉にこくんと頷いた。


「そう。殺すのは後味が悪いから」


「いまさらっと凄すごい事言わなかったかおい!?」


「？　法律に触ふれる事は出来ればしたくないって──」


「詳しよう細さいに説明しなくていい！　しかも『出来れば』ってなんだよ！」


「でも、キミがわたしに相応ふさわしい人でないと、パートナーとして迎むかえるのは不満」


　俺の怒いかりの言葉を完全に無視して、るうるは話を続ける。


「だから、採点するの。でも、そうしている間にもキミの力がわたしの魔術と干かん渉しようする可能性がある。だから、採点と監かん視しを一いつ緒しよにやる事にしたの」


　くいっとるうるの顔が持ち上がり、目が合う。


「だから、これから学校では常に行動を共にするの」


　迷いの無い宣言。


「わかった？」


「……分からん」


「やっぱり理解力が低い。２ptダウン」


「意味が分からなかったわけじゃねえよ！　納なつ得とくしてないんだ！　あとそのポイント制はなんなんだよ！」


「１００ptに到とう達たつしたら、わたしのパートナーに相応しいという事になる」


「採点される俺にはなんの意味も無いな！」


　言われて、人差し指を顎あごにあてて考えるるうる。そしてまた俺を見る。


「じゃあ、１００pt溜たまったら、キミはわたしに何をしてもいいよ」


「……『何をしてもいい』？」


「？　ええと、法律の許す範はん囲いならって意味だけど──」


「する内容を確かく認にんしたんじゃねえよ！　微び妙みように恥はじらった顔をするな！」


　ずい。急にるうるは身を乗り出して、俺に近づいた。ちっこいながらも凹おう凸とつのある体が嫌いやでも目に入る。そして上うわ目め遣づかいで俺を見つめる。


「女の子の裸はだかとか、見たくない？」


「見たくねえよ！　いや見たいけど！　そういう話じゃねえ！」


「Ｈな事には興味あり。５ptアップ」


「そんな恥ずかしい採点すんな！　あとなんでそれは評価が高いんだよ！」


　ぜえぜえ。さっきからツッコミしかしていない気がする。疲つかれる。


「自分の言ってる意味がわかってんのか、お前は……」


「だってパートナーだから。それくらいの事は許されてもいい」


「だから俺の意志が全く尊重されていない！」


「まあまあ、タマぴょん。ちょっと落ち着こうよ」


　碓氷がそう言って、俺の耳に口を寄せた。るうるに聞こえない小さな声で言う。


「彼女はさ、小さな頃ころから魔ま術じゆつの勉強だけを英才教育されてきた超ちよう純じゆん粋すい培ばい養ようの箱はこ入いり娘むすめなんだよ。だから、普ふ通つうに友達と遊ぶ方法を知らないんだ。多分ね」


　俺も小声で返す。


「友達と遊ぶ、方法？」


「そうさ。タマぴょんの力の事は僕もよく分からないけどさ。きっと彼女は、それを口実にタマぴょんに友達になって欲しいんだよ。でもその方法が分からないから、こんな突とつ飛ぴなアプローチになってるのさ。適当に相手してあげれば、いずれ飽あきると思うよ」


　そうだろうか？　なんか微妙に納得しかねる物があった。


　けれど、るうるがホントに友達が欲しいだけなのだったら、それを拒きよ絶ぜつするのも気が引ける。


　考える。


　るうるは芝しば生ふにちょこんと座ったまま、俺をぼんやりと見つめている。


　チチチ、と、鳥の鳴き声が空を通り過ぎた。


　……うん、まあ、いいか。


「るうる」


「なに？」


「俺を監視するのは、学校の中だけだと言ったな。それ、約束出来るか？」


「出来る」


「……即そく答とうなのが噓うそくさいが、まあいい。なら勝手にしろ。ただし、先生や他ほかのクラスメイトに迷めい惑わくをかけるなよ。授業中に採点する時は黙だまってやれ」


「分かった」


　こくんと頷うなずくるうる。さっきから思ってたが、この仕草は少し可愛かわいらしかった。





　キーンコーンカーンコーン。





　丁度、昼休みが終わった。


「よし、じゃあ行くか」


　俺と碓氷が立ち上がると、


「タマキ」


　るうるが足あし下もとから俺を呼ぶ。


「なんだ？」


　と、下を向くと、るうるは弁当箱から箸はしで白米をつまみ、こっちに伸のばしていた。


「あーん」


「それはもう終わった！　本日俺は昼飯抜ぬきだ！」





　とはいえ、俺は少し気楽になっていた。


　この世間知らずの女の子のわがままに少しの間付き合えばいいだけなのだと思っていた。


　やはり、甘かったのだ。俺は。


　放課後、俺は自分の判断を後こう悔かいする事になる。





　　　　◆





　六限が終わり、ＨＲも終わった。


「やっと下校か……」


　机に突つっ伏ぷす。俺は疲れ切っていた。


　もちろん、原因はたった一つ。るうるだ。


　午後からの授業でも、るうるは「字が汚きたない。２ptダウン」「教科書に落書き。１ptダウン」「寝ね顔がおがちょっと可愛い。２ptアップ。でも居い眠ねむりは駄だ目めだからトータル１ptダウン」だのと好き勝手に俺を採点し続けた。そして俺はるうるの採点作業のために授業が止まってしまわないよう、周囲に気を使い続けなければならなかった。


　しかし、これを以もつて本日の授業は終しゆう了りよう。自由だ！


　心機一転。晴れやかな気分でカバンを抱かかえ、立ち上がる。さっさと退散しよう。


「タマぴょん、バスだっけ？　途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行こうよ」


「ああ」


　碓氷と一緒に廊ろう下かへ出る。左に曲がって下げ駄た箱ばこに足を向け──





　ガスッ。





　急に後ろからブレザーの襟えり首くびを摑つかまれる。と、そのまま下方向にぐいと引っ張られた。


「って、え？」


　突とつ然ぜんの事にバランスを崩くずし、俺はその場にしゃがみこんだ。正確には、尻しりから床ゆかに落ちた。


「いたっ！　なんだ!?」


　予感はしたが、振ふり返るとやっぱり、るうるがいた。俺を見下ろしている。


「……まだ、用があるのか？」


　すると、るうるは下駄箱の反対方向の廊下を指差した。


「あっちだよ」


「いや、下駄箱はあっちだし」


「下駄箱じゃないよ。部室」


「……部室？」


　尻をさすりながら起き上がると、るうるはこくんと頷いた。


「そう。部室」


「なんの？」


「わたしと、キミが参加する部活の部室」


「……言ってる意味がわからん。俺は帰宅部だ」


「『学校では常に行動を共にする』って言った。わたしは部活があるから、キミもそれに参加するの」


「不条理とかそういうレベルじゃない！　断る！」


　俺が怒ど鳴なると、るうるは無表情のまま人差し指を顎あごに当てて、考える素そ振ぶりをした。


「うーん、困ったな」


　つきあいきれん。勝手に困ってろ。俺が背中を向けると、


「じゃあ、こうしよう」


　少し意志の籠こもった声が背中に当たる。俺は嫌いや々いやながら振り返った。


「……なんだよ」


　るうるは、顎に当てていた人差し指で俺をびしっと指さした。


「ゲームをするの」


「……ゲーム？」


　こくん、と頷くるうる。


「そう、ゲーム。キミが勝ったら、部活に入らなくていい」


　るうるは人差し指をしまってグーを作った。その拳こぶしを俺に突き出す。


「どう？　乗る？」


　……馬ば鹿か馬鹿しい。


「そもそもそんな勝負を受ける理由が俺には無い」


　俺がそう言うと、るうるの表情が少しだけ変わった。口元にだけ、嬉うれしさが10％増量された感じだった。後から思うに、あれは「ひっかかった！」という笑えみだったに違ちがいない。


　るうるは一いつ瞬しゆん目を閉じてから、腕うでを前に伸のばしたまま、こう言った。


「つまりキミは、自分が負ける可能性があると考えている。そう？」


「っ！」


　俺が、負ける？　ゲームで？


「そ、そういう話をしているんじゃなくてだな……」


「ん？　タマぴょん、なんで動どう揺ようしてるの？」


　これまで俺達のやりとりを楽しげに見ていた碓氷が、にやにやと俺の顔を覗のぞき込む。


「ど、動揺なんてしてないぞ俺は。別にゲームなんてどうでも……」


　冷静を保とうとする俺の神経を、るうるが逆なでする。


「そうだよね」


　るうるは上うわ目め遣づかいだったが、明らかにその瞳ひとみは俺を小馬鹿にしていた。


「負けるとわかってる勝負に乗る理由なんて無いよね」


　俺の拳は亜あ光速で動き、るうるが伸ばした腕の先にコツンと当たった。そして叫さけぶ。


「その勝負ゲーム、乗ってやる！」





　……はっ！





　理性をスルーして本能が実行した行動と言動が、少し遅おくれて脳に届く。


　いや待て犬海丸！　こんな意味の無い勝負をする理由なんて無いぞ！


　俺は慌あわてて取り消しにかかる。


「い、いや。今のは無しで……」


　と、るうるは両手をクロスさせ、胸の前に×印を作った。


「やるって言った」


　碓氷が俺の肩かたに腕を回す。


「うん、確かに僕も聞いた。男が一度言った言葉を引っ込めたら駄だ目めだよねえ、タマぴょん」


「なんで碓氷はこいつの味方なんだ！」


「るーちゃんの味方じゃないよ」


　碓氷は天てん井じようを見上げ、両手を天に掲かかげた。


「僕は、あまねくすべての女の子の味方なんだ」


　この男は……っ！


「……ああもう！　わかったよ！　やりゃあいいんだろ！」


　首筋を搔かきながら答えると、るうるはまた廊ろう下かの奥を指差した。


「部室でやる。来て」


　碓氷が俺と肩を組んだまま、笑顔で自分の顔を指差す。


「ねえ、るーちゃん、僕も行ってもいいかな？」


　るうるは人差し指を顎に当てて少し考えた後、こくんと頷うなずいた。


「いいよ。ゲームの協力をして」


「なんでも言って♪」


　歩き出したるうるの後ろを、碓氷が楽しそうについていく。俺は深く深くため息をついてから、その後を追った。





　　　　◆





　一いつ般ぱん教室棟とうを出ると、今日も青空が広がっていた。細いアーチのついた坂道を登って行った先に、四階建てのサークル棟はあった。一般教室棟のレンガ壁かべと違い、こちらはコンクリートの打ちっ放しで、ひどく無機質な印象を受ける。


　入り口に到とう着ちやく。両開きの大きくて古風な扉とびらを開けて中に入ると、普ふ通つうに廊下が伸びて部屋が並んでいた。中の様子は、一般教室棟と変わらなかった。


「こっち」


　るうるがトコトコと歩き、俺と碓氷がそれに続く。


「サークル棟って言う割には、普通の校舎みたいだな」


　左右を見回しながら俺が言うと、碓氷が「そりゃそうさ」と答えた。


「ここは、サークル棟になる前は、特別教室棟だったんだよ」


　碓氷が、指の上で器用にシャーペンをクルクル回しながら、俺に説明する。


「設備の老ろう朽きゆう化かで特別教室棟を新築する事になって、こっちの古い建物は改装してサークル棟になったってわけ。まあ、十年以上前の話だけどね」


「そんな昔の話、なんでお前が知ってるんだ？」


　ピンッ。碓氷はシャーペンを指で跳はね上げ、広げた胸ポケットの中に器用に着地させた。


「情報は速度だよ。タマぴょん」


「だからその情報はなんの役に立つんだよ……」


　るうるの後ろを歩いて階段を四階まで上がると、トランペットの鳴る音や、太たい鼓こを叩たたく音が更さらに上の方から聞こえた。ブラスバンド部が屋上で練習しているのだろう。るうるに聞く。


「どこなんだ？」


「ここの突つき当たり」


　歩き出そうとすると、後ろから切れ切れの声が届いた。


「ちょ、ちょっと、待って……」


　振ふり返ると、碓氷が荒あらく息を吐はきながらようやく階段を上り切る所だった。よたよたと俺に近づいて、肩に手をかける。手足が長く、俺よりも少し背が高い事もあって、すぐ近くでぜえぜえ言われると少し不気味だ。


「碓氷……、お前体力なさ過ぎだろ。こんな階段上るくらいで」


「君達、歩くの、速すぎ、でしょ」


　疲つかれているのににっこり笑う碓氷。しかし顔からは汗あせが噴ふき出していて、微び妙みようだった。


「大丈、夫。さ、あ、行こう、か」


　まだ全く息が整っていなかったが、碓氷がそう言ったので、るうるは頷いて歩き始めた。


　元は特別教室棟だったというサークル棟の四階は、階段のある場所を端はじっこに長い一本道の廊下になっていた。右側は窓。左側には教室が並んでいる。普通の廊下だ。


　ただ、一カ所だけ、一般教室棟の廊下には無い、異質な物があった。俺はそれを眺ながめる。


　右側の壁、窓の下の部分に、一センチ角くらいのタイルが敷しき詰つめられていた。タイル毎ごとに様々な色で塗ぬられていて、それが全体で一つの絵を形作っていた。しかも、それが、廊下の端はしから端までずっと続いているように見えた。凄すごい長さだ。


「美術部、制作の、タイル画、だよ」


　俺が見ているのに気づいたのか、まだ息が荒い碓氷が、切れ切れに説明を始める。


「『巡めぐり来る四季』、っていう、タイトルでね。何年か前の、美術部の、卒業制作、なんだ。確か、なんかの賞を、取ってる、筈はずだよ」


　題名を聞いてから改めてタイル画を見ると、確かに階段側の端っこは満開の桜の絵から始まっていて、今歩いている所では、それが徐じよ々じよに新緑に移ろうとしている。


「分かる、だろう？　この長い廊下を、全部使って、移りゆく四季を、そして、やがて来る季節への、期待を、表している、って、わけ、さ」


「なるほどな。しかし碓氷、お前なんでそんな事を知ってるんだ？」


「情報は、速度、だよ。タマ、ぴょん」


　肩かたで息をしながら言われても全然説得力が無い。あと何度聞いても、その言葉の意味がやっぱり分からなかった。


「ここ」


　るうるが立ち止まる。いつの間にか廊下の端まで来ていた。こっち側の屋上にはブラスバンド部が来ていないのか、もう楽器の音は聞こえなかった。


　左側を向くと、一般教室棟と同じような、曇くもりガラスが嵌はまったスライド式の扉がある。部室の入り口なのだろう。


　扉の上には表札があって、こう書いてあった。





［欧おう州しゆう文化研究会］





「……欧州文化研究会？」


　一体なにをする部活なんだ？


　よく考えたら、俺はるうるから、そもそもそのレベルから聞いていなかった。仮にゲームに負けて、部活に入ったら、俺はなにをやらされるんだ？　欧州の、文化を、研究するのか？


「これはお兄ちゃんのジョーク」


「お兄ちゃん？」


　横を見ると、るうるは肩にかけたカバンをごそごそ漁あさっていた。やがて、細長い鍵かぎを取り出し、扉の鍵かぎ穴あなに差し込んで、回した。


　カチャリ、と音がする。


　るうるはこちらを見ないで言った。


「お兄ちゃんは、この部の初代部長だった。この部を作ったの。部活の申しん請せいをする時に、適当な名前を考えたみたい。みんな、通つう称しようでしか呼んでなかったって言ってた」


　なんで過去形で喋しやべるのか疑問に思ったが、るうるの横顔を見ていると何も言えなくなった。


　るうるは、寂さびしそうな顔をしていた。


　鍵を引き抜ぬいた後、扉とびらの取っ手に指をかけ、そのまま、手元を見つめていた。


　まるで、扉を開けるのを、怖こわがっているかのように、見えた。


「……入らないのか？」


　俺がそう言っても、るうるは動かなかった。


　やがて、るうるは顔をあげ、小さく、本当に小さく呟つぶやいてから、扉を開けた。


　俺には、こう言っているように、聞こえた。





「──入るよ、お兄ちゃん」





　ガラリ。扉がスライドする。部屋は真っ暗だった。俺の脇わきから碓氷が中を覗のぞき込む。


「ん、暗幕を締しめ切ってるのかな？」


「入って。あと扉は閉めて」


　るうるがそう言って中に入り、暗くら闇やみの中に姿を消す。俺と碓氷は視線を交かわした後、るうるの後に続いて部屋に入った。


　碓氷が後ろ手に扉を閉めると、廊ろう下かの蛍けい光こう灯とうの明かりが、扉の曇りガラスを通して足あし下もとをぼんやりと照らした。しかし、部屋全体は暗闇の中である。


　パタパタと、るうるが部屋の奥に走っていく音だけが聞こえる。


　やがて、足音は止まり、そして、部屋の奥から、るうるの声が聞こえた。


「ようこそ。帆群守学園──」


　カシャア。カーテンが一気に開かれる音。突とつ然ぜん室内に差し込んだ光が眩まぶしくて、俺は手で目を隠かくした。るうるの言葉が静かに響ひびく。


「──欧おう文ぶん研、あるいは、欧文ゲーム研へ」


　ゆっくりと目を開ける。カーテンが全開になり、部屋全体が春の陽光の下に映し出された。


　細長い部屋だった。普ふ通つうの教室の半分か、三分の一くらいの広さ。ここが特別教室棟とうだった時は、なにかの教科準備室に使われていたんじゃないかなと思った。


　入り口側の部屋の隅すみに事務机が置かれ、その横に小さな流し台、給湯設備が並び、更さらに冷蔵庫が置いてあった。少し離はなれて、何故なぜか古めかしい、大きめの振ふり子時計が置かれていた。


　部屋の中央には、八人くらいはゆったり座れそうな、大きくて丈じよう夫ぶな机が備え付けられている。黒い天板の上にはホコリも無く、誰だれかが先にぞうきんをかけていたようだった。


　奥には窓があり、るうるが残りのカーテンを引っ張って開けようとしていた。


　そして、両の壁かべを見上げた時、俺は──


「すげえ……」


　思わず、声が漏もれる。


　どちらの壁も、棚たなが置かれていた。ただの棚ではない。壁全面が棚なのだ。右も、左も。端はしから端まで、床ゆかから天てん井じようまで、木製の巨きよ大だいな棚が、壁に嵌まっていた。


　棚には、大小様々な箱が並んでいた。いや、詰つめ込まれていた。もの凄すごい数だ。


　その箱を眺ながめながら、俺は呟く。


「これは、なんだ？」


「ゲームだよ。欧文研の、備品」


　身長のせいでカーテンを縛しばるのに苦労しているるうるが、背中を向けたまま答えた。


「これが、全部、ゲーム……？」


「そう。全部ゲーム」


　俺は改めて棚を見み渡わたす。そこには色とりどりの紙の箱が収納されていた。


　箱の大きさは様々だった。入り口近くにはトランプ入れのような小さなサイズの箱が何十個と積まれていて、奥に行くほど徐じよ々じよに大きな箱が収納されていた。どの箱にも様々な絵え柄がらが描えがかれていて、それが中身のゲームを表しているようだった。ファンタジックな絵、アジアンな絵、現代的な絵、シリアスな絵、おとぼけな絵、抽ちゆう象しよう的な絵、なんでもあった。


　ほとんどの箱には英語か、俺の知らない国の言葉が書かれていた。日本語の物もちらほらある。試ためしに一つ箱を手に取ってみたら、赤い夕日を背に馬車が歩いている絵が描かれていた。なにかしら面おも白しろそうではあるものの、これがなにをするゲームなのかはさっぱり分からない。


「ねえタマぴょん、上、見てみなよ」


　楽しそうな碓氷の声につられて見上げる。また、声が漏れる。


「うわ……」


　見上げると、天井近くで、何台もの複葉機の模型が空中戦を繰くり広げていた。天井から糸で吊つるされているのだろうか。高い天井近くの棚には、木やブリキのおもちゃが飾かざってあった。フランス人形っぽい物も並んでいて、こちらを見下ろしている。


「うっはー。こりゃ凄い。全部で何百個あるのか、数えるのも大変だ。おもちゃ箱だね」


　碓氷が感心したように言う。俺も同じ事を思ったのだけど、この空間に圧あつ倒とうされてしまい、言葉が出ない。ぼうっと顔を上げ、複葉機の更に上空に浮うかぶグライダーを見つめていた。


「凄いでしょ」


　と、跳はねた声が聞こえて、俺はハッとなって窓を向いた。





　るうるが、陽光の下、満面の笑えみを浮かべていた。





　俺は驚おどろいて、目を瞬またたく。


　と、そこには、いつもの無表情なるうるが立っていた。


　……今、俺が見たのは、見み間ま違ちがえか？


　正直、自信が無い。気のせいだったようにも思えてくる。


　るうるは窓から離れてパタパタとこちらの大きな机のそばにやって来る。


「タマキはそっち、碓氷君はこっちに座って」


　そう言って、るうるはパイプを二本クロスさせた丸椅い子すに座った。今見た光景がまだ頭から離れなかったが、言われるままに、俺はるうるの向かいに、碓氷がるうるの横に座った。


「じゃあ、これからゲームをします」


　るうるが、いつものトーンで宣言する。しかし、その顔にはこれから始まるゲームへの期待が20％くらい含ふくまれているように見えた。


「ゲームはＲｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅ」


「昨日やった奴やつか？」


　こくん。


「そう。出題者はわたしと碓氷君。解答者はキミ。ＯＫ？」


「いいけど」


「るーちゃん。僕、そのゲーム知らないけど、教えてくれるんだよね？」


「うん。耳を貸して」


　碓氷が体を横に乗り出すと、るうるは立ち上がって碓氷の顔に近づき、奴の耳元を両手で覆おおい、俺に聞こえないように何か喋しやべり出した。


　それを眺めながら、俺は、ここが正念場なのだという事を思い出した。部室の存在感に圧倒させられている場合じゃない。このゲームに勝つかどうかで、俺のこれからの、もしかしたら三年間に及およぶ、放課後の過ごし方が決まるのだ。なんとしても、勝たなければ。


　しかし、どうにもこの部室の雰ふん囲い気きに引き込まれてしまう。なんというか、歴史の重みを感じる。あと、こんなにたくさんのゲームに囲まれると、自然と体がうきうきしてしまう。


　いかんいかん。勝負に集中しろ。犬海丸。


　やがて、るうるは碓氷から顔を離はなし、飛び乗るように元の椅子に座った。


　碓氷とるうるが俺を見つめている。碓氷は口を閉じてはいるが目が笑っていた。るうるの表情は変わっていないが、期待が更さらに10％増量しているようにも見えた。





　沈ちん黙もく。





　……俺は我が慢まんできなくなって口を開く。


「で、いつ始まるんだ？」


　俺がそう聞くと、るうるは首から提さげた懐かい中ちゆう時計を耳にあてながら答える。


「だから、この前も言った。遅おそい、遅いよ、キミ。ゲームはもう、始まってる」


　碓氷も、楽しそうにシャーペンを手の甲こうの上でくるくる回している。


「るーちゃんの作った《ルール》か。『るうる』の《ルール》。ちょっと面白いね」


「……？」


　もう始まってる？　そんな事言ったって、この二人、さっきから椅子に座ったまま何もしてないじゃんか。まだ一言ずつしか喋って無いし。


　……いや、待てよ。俺は気づいた。なんだ、簡単だ。


「分かった！　『喋る時には何かを持っている』だろ。違ちがうか！」


　るうるはふるふると顔を左右に振ふり、両りよう肘ひじを机について、手の上に顎あごを載のせた。


「考えが浅い。マイナス１ptポイント」


　懐中時計は胸むな元もとにぶら下がっている。つまり、手に持っていないというアピールなのだろう。碓氷もシャーペンをピンと跳ね上げて器用に胸ポケットに落とす。そして両の手のひらを俺に広げて見せた。


「とりあえず、物からは離れた方がいいだろうね」


　むむむ。難しいな。


　しかし……。


　今、微び妙みような違い和わ感かんを抱いだいた。……なんだ？


　が、その違和感はするすると俺の手の中を抜ぬけて行き、思考の迷めい宮きゆうの奥に隠かくれてしまう。


　俺が二人を観察しようと目を凝こらすと、二人も黙だまって俺を見つめ返してくる。碓氷の視線はどうでもいいが、るうるに俺への期待を30％上乗せした目で見つめられると、少し体温が上がってしまう。


　ふむ。しかし、ヒントが無さ過ぎる。


　俺はカマをかける戦法を採った。少し余よ裕ゆうのある口ぶりをしてみる。


「会話が関係しているんだろ、るうる？」


　るうるは人差し指を顎に当てて、少し宙を見てから答えた。


「ルール３・解答者は、《ルール》そのものについての質問が許されない」


　うお、そうだった……。


「いい線を突ついてはいるけど、ね」


　碓氷が助け船を出す。しかし、さっきから会話しかしてないんだから、会話が関係している事は当たり前だ。だから、碓氷のフォローには意味は無い。


　俺は首の後ろをかきながら呻うめいた。


「あが～、さっぱりわからん」


　と、その時。二人がこれまでとは明らかに違う動きを見せた。


[image: ]


　まず、碓氷が視線だけをるうるに向けた。るうるは、俺を見つめたまま黙っていた。


　会話が、始まらない。


　おかしい。これまでの会話では、俺が何か言うと、必ずるうるが返事をして、碓氷がそれに補足を……。


　……ん？　まてよ、そういえば、さっきるうるが喋しやべった時……。


　──あ！


「わーった！」


　俺は思わず椅い子すから立ち上がって、るうると碓氷を順番に指差した。


「《会話が、俺、るうる、碓氷の順でしりとりになっている》だ！」


　これが正解だ。さっきるうるは「マイナス１ptポイント」と言った。普ふ段だんなら「１ptダウン」と言う筈はずだ。けれど、「ダウン」では碓氷にしりとりを繫つなげられない。だから、急きゆう遽きよ言い方を変えたんだ。


　俺が勝ち誇ほこった顔で二人を見下ろしていると、るうるが俺に向かって腕うでを伸のばした。そして指をスナップさせる。





　パチンッ。





　直後、向かいの二人は俺に指を差し返し、そのまま立ち上がって、同時に叫さけんだ。


「「正解!!」」


　そして、二人とも噴ふき出すように笑い始めた。





　その時、俺は生まれて初めて、「花が咲さいたような」とか「こぼれるような」とかが頭にくっついて形容される「笑え顔がお」って奴やつが、実際にはどういう物なのかという事を、知った。





　るうるの無表情な顔が、弾はじけるように笑顔に変わった。瞳ひとみが柔やわらかな三日月状になり、口が綺き麗れいな逆三角形を形作った。ハッピー１２０％の笑顔と笑い声が、俺の体の中の、どこか奥の方にガツンと直ちよく撃げきした──





　……ん？





　──直撃した後で、俺は割と重要な事に気づいた。


　出題中、よっぽど笑うのを堪こらえて俺に応対していたらしく、二人はなおも笑い続けていた。楽しんでいる所に割り込むのは気が引けるが、俺はるうるに話しかける。


「なあ、るうる」


　あんまり笑って目め尻じりに涙なみだを浮うかべていたるうるは、おなかを押さえながら俺を見た。


「なあに？　もう一回やる？」


　期待の眼まな差ざしを受け止めるのは少しつらかった。


「あのさ、今の、俺が勝ったわけだよな」


「そう！　あの短時間で見み抜ぬくのは、キミ、凄すごいよ！」


「ということは、さ」


「なに？」


「俺、この部活には入らなくていいって事になるよな？」





　沈ちん黙もく。





　固まった顔のるうるが小さく呟つぶやく。


「……あ」


　色白の肌はだがたちまち真っ赤になっていく。やっぱり、気づいてなかったようだ。


「あう……」


　情けない声が漏もれた後、「ぽんっ」と音がして、大きな黒い三角帽ぼうがるうるの頭上に現れる。るうるは帽子の大きなつばを両手でがしっと摑つかみ、頭から被かぶった。そして、しおしおと椅子に腰こし掛かけ、椅子の上で三角座りして小さくなった。顔の上半分が帽子の中に収まり、下半分はつばで見えなくなっていた。真っ赤になった口元だけがわずかに覗のぞいている。


　……もしかしてこれ、照れ隠かくしなのか？


「ええと、えっと、えとえと……」


　るうるはなんとか言葉を探して、しかし見つけられずにいた。不安、後こう悔かい、混乱がほぼ33％ずつという感じか。なんとも生き方が下手へたな小動物だな、と俺は思った。いや、小羊か。


　さて、どうするか。


　俺は、部屋を見み渡わたした。


　窓の外を見た。陽光降り注ぐ春の青空。悪くはない。


　両の壁かべを見た。山のようなゲーム。悪くはない。


　部屋の中を見た。サークル棟とうの隅すみの静かな空間。悪くはない。


　机の向こうを見た。帽子に隠れたるうると、にやにやと笑っている碓氷。


　これについては保留。


　そして、小さくため息をついてから、椅子の上で丸まってる黒帽子に言ってやった。


「いいよ、入るよ。部活」


「ホントッ!?」


　るうるはいきなり立ち上がり、帽子を投げ捨てて机の上に身を乗り出した。一気にハッピー１２０％の瞳が戻もどってきて、俺を射い貫ぬく。


　それでも俺は、気力を振ふり絞しぼり、交こう換かん条件を出すのを忘れなかった。


「その代わり、授業中に採点するのだけはやめてくれ」


「分かった！」


　即そく答とうかい。


「面おも白しろそうだね。僕も入れてもらえるかな？　るーちゃん」


「いいよ！　人が多い方が遊べるゲームが増えるから！」


　碓氷の入部希望にも即答するるうる。


　なんとなく、場の雰ふん囲い気きに流されてしまった感はあるが、ま、良しとしよう。ゲームは嫌きらいじゃない。というか、金さえ賭かけなければ、勝負事は思わず乗ってしまうほど好きなのだ。


　それに、この部屋はなんでか落ち着く。放課後の居場所としては悪く無い。るうると碓氷、この二人と遊ぶのだって、きっと楽しいだろう。


　俺はそう楽観的に考えていた。


　甘かったのだ、俺は。


　次の日に、俺は適当な判断を下してしまった事を後悔する事になる。
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　第三章　四月十日（水）　来訪者女子２名







　次の日、つまり帆群守学園入学から三日目にして、俺はようやく平へい穏おんな高校生活を送る事ができた。少なくとも、放課後までは。


　と言うのも、昨日は授業中だろうが休み時間だろうが、なんら気にせずに俺になにかを仕し掛かけては採点をしていたるうるが、今日は授業中ずっと居い眠ねむりしていたからだ。


　まあ、休み時間になればパッと目覚めてまた採点作業を始め、そのたびにクラスメイトに好ましからざる話題を提供する事にはなったのだけど、それでもまともに授業が受けられるだけでも、昨日るうると約束をした甲斐かいがあったと言える。


「……いや、そもそも最初からるうるがちょっかい出してこなければいいだけなんだが」


　首を振って自分の思考を否定しながら、俺はサークル棟に向かう渡わたり廊ろう下かを歩く。木こ漏もれ日が廊下の上に斜ななめに落ちている。春らしい暖かい風が、渡り廊下に流れ込んでいた。ただ、昨日と比べると空は雲が多かった。天気予報によれば、今夜には雨になるらしい。


　席せき替がえが少し先になるとかで、今週の掃そう除じは机の列ごとに担当が割り振ふられていた。俺と碓氷は化学室、るうるの列は教室だった。化学室の掃除を終えて戻もどると、教室にるうるの姿は無かった。碓氷がカバンを回収しつつ言った。


「先に部室に行ったんだと思うよ」


「ま、そうだろうな。昨日あんなにはしゃいでたし」


　勝手に判断して、俺達もサークル棟とうに向かう事にした。坂道を上る直前で、碓氷が「ジュース買ってくるから」と、購こう買ばいに向かう別ルートに入った。


　というわけで、俺は一人部室に向かっているわけだ。


「欧おう文ぶん研、ねえ」


　サークル棟入り口の古風なドアをくぐりながら、呟つぶやく。


　様々な過程を経て入部する事になった「欧おう州しゆう文化研究会」は、通つう称しよう「欧文研」あるいは「ゲーム研」と呼ばれ、世界中のゲームと名の付く物を遊ぶ事が目的の部活なんだそうだ。これは昨日るうるから聞いた話。なんで通称が二つあるのかは、るうるも知らなかった。少なくとも、欧州の文化を研究する部活動で無い事に俺は安心した。


　ゲームと言っても、テレビやパソコンが必要なゲームではなく、トランプとか、モノポリーとか、ああいったカードやボードのゲームの事だ。昨日部室に入った時に最初に目に入った何百個もあるように見えた箱、あれは外国製のボードゲームなのだとるうるが言っていた。


　部員は昨年の段階でゼロ。今年るうるが入部申しん請せいをしなかった場合、そのまま廃はい部ぶになる運命だったらしい。そんなわけで現在の部員はるうる、俺、碓氷の三人だけ。そしてるうるが欧文研の現会長だ。


　欧文研の設立には、るうるの「お兄ちゃん」とやらが関かかわっているようだが、昨日はあまり詳くわしい話を聞かなかった。と、言うか、聞けなかった。「お兄ちゃん」の話になると、無表情のるうるの顔に、寂さびしさ20％が加味されて見えたからだ。


「……っと」


　考えている間に部室に着いた。取っ手に手をかける。鍵かぎが開いている。やっぱ先に来ていたか。ガラリと開けて中に入る。


　欧文研の部室は、特別教室棟だった頃ころは家庭科準備室として使われていたらしい。これは碓氷から聞いた話。奴やつは本当にどうでもいい事を良く知っている。


　中に入る。当たり前だが、昨日と同じ風景。左右に天てん井じようまで届く棚たなが並び、真ん中には大きな机。家庭科用の机だったと言われると、端はじっこに流しがあるのも理解できる。そして──





　その机と向かって右側の棚との間の床ゆかに、るうるが倒たおれていた。足を投げ出して、床に長い髪かみが広がっていた。目を閉じて地面につけている横顔が、ひどく白く見えた。





「──るうるっ！」


　慌あわてて駆かけ寄り、肩かたを抱だき起こしかけてから考える。ちょっと待てよ、脳しんとうなら動かさない方がいいんじゃなかったか？　ええと、人工呼吸をしなきゃいけないのはどういう時だったか。ＡＥＤっていつ使えばいい機械なのか良く知らないし、サークル棟にあるのかどうかもわからない。いやいやまずは消防車、じゃない、救急車を呼ばないと。なんで俺は携けい帯たい電でん話わを持って無いんだ。いやそうじゃない。まずは保健室に連れん絡らくだ。確か内線電話が──


　と、俺の頭が大混乱を極きわめていると、るうるの口から「ううん……」と、少し色っぽい吐と息いきが漏もれた。意識がある！


　と、るうるがぱちっと目を開き、顔を上げた。


　目が合う。そして、小さくて濡ぬれた唇くちびるが開いた。


「……なにしてるの」


「なにって……！」


　言われて初めて俺は、るうるを抱きかかえて、顔を覗のぞき込んでいる状態である事に気づく。


「うわたっ！」


　慌てて手を離はなし、立ち上がった。るうるは上半身だけ起こして、床の上で女の子座りをした。そして俺を見上げて言う。


「寝ね込こみを襲おそうとか。３ptポイントダウン」


「襲ってねえよ！」


「じゃあ、なにをしたの？」


「なにもしてないっ！　お前が倒れてたから、なにかあったのかと思って抱かかえ上げただけだ！　だからむしろそれは俺のセリフだ！　なにをしていた！」


　怒おこり口調なのは照れ隠かくしだったが、成功しているとは思えなかった。


　るうるは人差し指を顎あごに当てて考えてから、上うわ目め遣づかいに答える。


「寝てた」


「床で寝るな！　っていうか、授業中も散々寝てただろうがお前は！」


「んー、どこでも寝る。寝れる」


　るうるはそこで一度黙だまる。そして上目遣いのまま、寝起きの潤うるんだ瞳ひとみを俺に向ける。


　そして、呟いた。


「好きなの」


　時間が止まる。訳の分からない理り不ふ尽じんさに俺は我が慢まんし切れず叫さけんだ。


「はあっ!?」


「寝るのが」


「分ぶん割かつして言うな！　しかも倒とう置ち法かよ！　『寝るのが好きなの』でいいだろ！」


「タマキ細かい」


「知るか！……寝るのが好きって、確かに今日はお前一日中寝てたけど、昨日は授業中も起きてたじゃんか。俺を採点しまくって」


「昨日は、キミが部活入ってくれるかまだわからなかったから、緊きん張ちようして寝られなかった」


　う……。


　顔が赤くなるのを止められない。そんなセリフをさらりと無表情に言わないで欲しい。こっちが照れるだろうが。


　落ち着け。昨日も思ったのだが、この女は俺が脅きよう威いだかなんだかだから、俺をパートナーにしようとしている。つまり、るうるは俺に対して恋れん愛あい感情とかそういう物があるわけでは無いのだ。挙動が天然過ぎるのでつい勘かん違ちがいしかねない。これは十分に気をつけなければ。


　よし、とりあえず話題を変えて、その間に赤くなった頰ほおを冷ます事にしよう。うむ。


「床に座り込んで、寒くないのか。その、足とか」


　女の子座りしているので、スカートからはみ出したるうるのふとももから先が、木製タイルにぺたりとついていた。立ってる時には気にならないのに、何故なぜか今は目のやり場に困った。


「大だい丈じよう夫ぶ」


　るうるが答える。まだ眠ねむいのか、目をこすっていた。


「厚めの下着穿はいてるから」


「聞いてねえよ！」


　更さらに顔が赤くなった所で扉とびらが開き、缶かんジュースを抱えた碓氷が入ってきた。俺とるうるを交こう互ごに見る。


「ん、タマぴょん、なんで顔赤いの？」


「異文化間コミュニケーションは難しい」


「『異文化間』ねえ。『異性間』の間ま違ちがいなんじゃない？」


　碓氷はにやにやしながら両手に抱えた缶ジュースを机に置いた。


「炭酸飲めない人いたらごめんね。購こう買ばいにコーラしかなかったから」


　そんな訳あるか。机に置かれたコーラを見ると、全部で六本あった。


「多すぎないか？」


「一人二本ずつだよ。冷蔵庫あるしね」


　部室の隅すみには事務机と流し台、給湯設備、それに冷蔵庫があった。碓氷は昨日のうちにこの冷蔵庫が動く事を確かく認にんしていたのだ。


　机の上からコーラを三本取って、冷蔵庫に向かいながら碓氷が聞く。


「で、るーちゃん、今日は何をするのかな？」


　まだぽやぽやな感じの瞳をしていたるうるは、小さな手で頰をぺちぺちと叩たたいて起き上がる。そして、人差し指を顎に当てながらゲームの棚たなを見み渡わたした。


「んーと、これ」


　小さな箱を取り、机の上に置く。


「……これって、ただのトランプじゃないか？　こんなに色々なゲームがあるのに？」


　素す直なおに感想を言うと、るうるの無表情に抗こう議ぎ10％が上乗せされた。


「トランプにも面おも白しろいゲームはたくさんあるの」


　これまで聞いたるうるの言葉には無い妙みような主張の強さを感じた。そして俺はそこまでこだわりがあるわけではない。


「分かったよ」


　椅い子すに座る。るうると碓氷も座った。昨日と同じ配置だ。


　るうるは箱からトランプを取り出して、枚数を数え始める。


「で、なんのゲームだ？」


「オーヘル」


「知らない」


「説明する」


　よろしく。


　カードを弄いじっていた手が止まり、るうるが沈ちん黙もくする。俺と碓氷はルールの説明を待った。


　すこし間があって、るうるは机の真ん中を見つめながら、呟つぶやいた。


「本当は、もう少し人数がいた方が面白い。この部屋にあるゲームも、四人か五人で遊ぶと楽しいのが多い。理想を言うと、五人欲しい」


「部員を増やすかい？　るーちゃんが上うわ目め遣づかいでお願いすれば、大たい抵ていの男子は入部するよ」


　俺が睨にらむと、碓氷は「冗じよう談だんだよ」と言って肩かたをすくめた。


　トランプをシャッフルしながら、るうるが呟いた。


「部員……」


　こいつは部員を増やしたいんだろうか？　そうなのなら、俺もなにかしら協力しないでもない。だけど、るうるの瞳ひとみはなんだかぼんやりしていて、珍めずらしく無表情では無いのに、逆に、何を考えているのかよく分からなかった。


　やがてシャッフルを終え、るうるはトランプを置いた。


「じゃあ、ルールを説明する。まずオーヘルっていうのは──」





　ガラガラガラッ！





　ようやく始まりかけたるうるのルール説明──なんかややこしいな──は、突とつ然ぜん開かれた扉の大きな音によって遮さえぎられた。スライド機構にガタが来ているようだ。


　俺が音に気づいて振ふり返る前に、開いた入り口から女の子の声が部室内に響ひびき渡わたった。


「ちょっと水那斗！　あんたどういうつもりよ！」


　入り口には、魔ま術じゆつクラスのブレザーを着た女の子が立っていた。扉に手をかけたまま、こちらを睨んでいる。二本のかんざしを髪かみに挿さした、その和風美人には見覚えがあった。俺に入学初日から担任に説教を食くらうという汚お点てんを残させた元げん凶きようの女だ。確か名前は……。


「言乃？　なんでここに？」


　るうるが小首をかしげる。思い出した。この肘鉄女の名前は御剣言乃だ。碓氷の話では、学力も魔術の能力も、るうるに次いでＮｏ．２なのだとか。しかも昨日の朝に聞いた晶の話からすると、一部の女子からは「私達の言乃様」と呼ばれる憧あこがれ存在のようだ。


　御剣は、さっきの声からも、その表情からも、怒いかりをあらわにしているのが分かった。そのままるうるに向かって突とつ進しんするかに見えたが、肩を怒らせて部室に一歩踏ふみ出すと、一度そこで立ち止まり、後ろ手に扉とびらを閉めた。律りち儀ぎな性格のようだ。


　学年Ｎｏ．２である所の御剣は、Ｎｏ．１である所のるうるの方にツカツカと歩み寄った。


　るうるは椅子に座ったまま、そんな御剣を見上げ、そして言った。


「言乃もオーヘルやる？　今からなら入れるよ」


「あんた一般クラスに編入したんですって!?　何考えてんのよ!!」


　るうるのゲームへのお誘さそいはお気に召めさなかったらしい。やはりトランプでは訴そ求きゆう力が足りないか。……いや、そういう問題じゃないな。


　御剣がるうるの両りよう肩かたをつかむ。見上げるるうるの表情は変わらない。御剣は言った。


「昨日クラスにいなかったけど、先生も誰だれも話題にしなかったから、休んでるだけなんだって思ってた。でも、さっきこの棟とうにあんたが入っていくのを見たのよ。それで先生を問い詰つめたら、『水那斗は理り操そう魔術科を辞やめた』って……」


　御剣はそのままうつむいた。肩が震ふるえている。俺の座っている所からは彼女の表情は見えなかった。もしかして、泣いているのか？


　しかし御剣はすぐ顔を上げ、叫さけんだ。


「あんたはアタシを馬ば鹿かにしてんのかあっ！」


　泣いていたのではなく、怒りのあまりに震えていたようだ。


　るうるは無表情に御剣を見上げている。手にはトランプを持ったまま。


「馬鹿になんかしてない」


　御剣はるうるから手を離はなし、形の良い胸の前で腕うでを組んだ。そして口の端はしを吊つり上げる。


「ほーう、じゃあ、どういうつもりか聞かせてもらおうじゃない」


　こくん。るうるが頷うなずく。


「うん。説明する」


　そして、手に持っているトランプを持ち上げた。


「オーヘルは誰でも遊べる簡単なゲーム」


「トランプゲームの話をしてんじゃないのよアタシはぁっ！」


　これは正直怒るのも無理は無い。と、俺は思った。


　しかし、御剣が右手を大きく振り上げたので、俺は反射的に椅子から立ち上がった。


「ちょっと待て！」


　──結果として、御剣の平手がるうるの頰ほおに振り下ろされる事は無かった。


　しかし、それは俺が発した制止の呼びかけが功を奏したからでは無い。素す早ばやく御剣の後ろに回っていた碓氷が、振り上げていた手首を摑つかんだからだ。


「なによ！　離して！」


　手を振り解こうとする御剣に、碓氷はいつもと違ちがう静かな口調で答えた。


「彼女を叩たたいたら、傷ついてしまう」


　御剣はキッと見返す。


「こんな自分勝手な女、傷ついたって構わない！」


「いや、傷つくのは水那斗さんの方じゃない。君だ」


「……？」


「彼女を叩いたら、君の心が傷つく」


　歯が浮うくセリフの後で歯が光るスマイル。御剣の顔が真っ赤になったのは、たぶん碓氷が格好良かったからではなく、目の前にあまりに恥はずかしい男が立っていたからに違いない。


　更さらに碓氷はこう続けた。


「御剣さん。君に言いたい事がある」


「……なによ」


「結けつ婚こんを前提に、お付き合いして下さい」


「頭に藁わら詰つまってるの？　あんた」


　突とつ然ぜんのプロポーズに、焦あせるでもなく、黙だまるでもなく、恥ずかしがるでもなく、御剣は「頭に藁詰まってるの？」と即そく答とうした。これはなかなか鋭するどい返し方だ。ちなみに俺は碓氷の突とつ飛ぴな発言を聞いても特に驚おどろかない。このお調子者が昨日クラスの女子全員にこの挨あい拶さつをするのを見ていたからだ。もちろん、良識ある女性陣じんは一人としてまともに相手をしなかった。


　碓氷はニカッと笑え顔がおを作り、


「よく言われる。なんでバレるんだろう。耳から藁が漏もれてるのかな？」


　と答えて、御剣の手を離す。気が抜ぬけてしまったのか、御剣は自由になったその腕を、ゆっくりと下ろした。ひとまず、目の前でガールズ修しゆ羅ら場ばが繰くり広げられるのは回かい避ひされたようだ。


　俺は椅い子すに座り直しながら御剣に声をかける。


「何がお前をそこまで駆かり立てるのかしらんが、暴力はいかん」


　俺の言葉にこちらを向いた御剣は、目と口を大きく開けて驚いた。どうやら今の今まで俺がこの部屋に存在しているという事実を認にん識しきしていなかったらしい。


「あんた入学式の時の！　なんであんたがここにいるのよ！」


　はて。なんで俺はここにいるんだろう。哲てつ学がく的な質問だ。


　考えてから、手短に答える。


「話せば長くなるんだが、俺とるうるはクラスが同じで、るうるはこの欧おう文ぶん研の部長で、俺は部員なんだ。あと、俺の名前は犬海丸だ」


「僕は碓氷圭次。僕もクラスメイトで部員。僕はタマぴょんと違って中学からの繰り上がりだけど、御剣さんと話をするのはこれが初めてだね」


　碓氷が再びにこやかスマイルを御剣に向けるが、和風美人の視線は俺から動かなかった。俺は視線に答えてやる。


「御剣。とりあえず、座らないか。俺達にも分かるように事情を説明してくれると助かる。るうる、トランプはちょっと後だ」


「えー」


　るうるが不満50％を表情に上乗せする。本当に不満そうだ。口が少し尖とがっている。


「これから毎日遊べるんだからいいだろ」


「……分かった」


　るうるが渋しぶ々しぶといった顔で机の上に配られたトランプを片付け始める。御剣はその光景を眺ながめ、やがて、ふうと息を吐はいて、力が抜けたようにるうるの隣となりの椅子に座った。


「この子、こんな、なんだ……」


　と、小さく呟つぶやいたのが聞こえた。


　御剣が座った椅子は碓氷の席だったので、碓氷は別の椅子を引き寄せてその隣に座った。


「さて、事情を教えてもらえると嬉うれしいな。御剣言乃さん」


「……分かった。説明の順序を考えるから、ちょっと待って」


　御剣は机の上で両手を組み、黙った。


　そういえば、前に会った時はるうるのソロライブ中だったので、明るい所で御剣を見るのはこれが初めてだった。改めて見ると、大きな瞳ひとみに長いまつげ、引き締しまった唇くちびるは、和風美人という俺の印象を強くした。ただ、単に澄すました顔という訳でもなく、同時にどこかあどけない、柔やわらかい感じも醸かもし出していた。女子に人気があるというのも頷うなずける。


　やがて、御剣は顔を上げ、話し始めた。


「知ってるかもしれないけど、アタシと水那斗は中等部時代から魔ま術じゆつクラスで成績最上位の二人だったの。と言っても、いつもこの子が一位で、アタシが二位だけど」


　俺が視線だけ碓氷に送ると、碓氷は「その通り」という感じに笑顔で頷いた。るうるは退たい屈くつそうに両手で握にぎったトランプの箱を眺めている。そんなるうるを見つつ、御剣は続けた。


「この子は人付き合いが極きよく端たんに嫌きらいで、いつも一人だった。アタシが無む理り矢や理り話しかけるくらいで、学校が終わるとすぐ帰っちゃうし。もちろん部活なんか入ってなかった」


「その話と、今お前が怒ど鳴なり込んできた事は関係があるのか？」


　俺が何気なく聞くと、御剣はジロリと俺を睨にらんだ。


「アタシはね、高等部にいる間に、水那斗より上位になるって決めてるの。なのに、水那斗は魔術クラスを辞やめてしまった！　アタシから逃にげたのよっ！」


　少し気が立っている事に気づいたのか、御剣はそこで一度呼吸を整えた。


「だから、アタシは水那斗に、魔術クラスに戻もどってきて欲しいわけ。水那斗、聞いてんの？」


「聞いてる。魔術クラスには帰らない」


「どうして!?」


　るうるは、じっと俺を見つめた。え、なんで俺？


　御剣は俺とるうるを交こう互ごに見た後、笑顔でジト目という美人にあるまじき表情を俺に向けた。


「分かった。犬海って言ったっけ、あんたがこの子をそそのかしたのね」


「なんでそうなる!?　俺は一いつ切さい関係無い！」


　俺がそう主張すると、和風美人は俺に指を突つきつけた。


「だっておかしいじゃない！　水那斗が編入したクラスに、この子の魔術を破ったあんたがいて、しかも同じ部活に入ってるってどう考えても不自然でしょうっ!?　だいたい、なんで人ひと嫌ぎらいのこの子が部長なんかやってるのよ!!」


　半分くらいは俺ではなく水那斗が責められるべき事だと思うのだが、いかがだろうか。


「不自然と言われてもなあ」


　俺は首筋をかきつつ考える。とはいえ、その不自然さを説明する言葉もまた不自然なのだ。


「俺は監かん視し対象らしいんだ」


「はあ？」


　いぶかしげな反応。そりゃそうだろう。俺にもまだなにがなんだか分かってないんだから。


「るうる、説明してやってくれ」


　こくん。


「分かった」


　るうるは昨日の昼休みに俺と碓氷にしたのと同じ話を御剣にした。最初は真面目まじめに聞いていた御剣が、徐じよ々じよに呆あきれ顔になっていくのが見ていて分かった。


　るうるが話を終えた頃ころには、御剣は目を閉じ、何かを堪こらえるようにこめかみを押さえていた。


「……じゃあなに。水那斗は犬海が自分の彼氏に相応ふさわしいかを見定めるために、魔術クラスを辞めたって言うの？」


　るうるはふるふると首を振ふる。


「？　違ちがうの？」


　こくん。


「違う」


「じゃあなによ」


「彼氏じゃなくてパートナー」


「同じ事でしょっ！　っていうかアタシが聞いているのはそこじゃない！」


　御剣は「はあ」と大きなため息をついて机に肘ひじをつき、片手で顔を覆おおった。


「なんか、怒おこってたのが馬ば鹿か馬鹿しくなってきた……」


　確かに、るうる相手に真面目に怒るのは馬鹿馬鹿しい。まだ三日しか接してない俺がそう感じているのに、中学三年間を共にしている御剣がそうではないのは何故なぜなのか。よっぽど面めん倒どう見みがいい性格なのか？


　るうるは椅い子すから飛び降りて御剣の前に立つ。そして、彼女の頭に優やさしく手を載のせた。


「言乃、落ち着いた？」


　静かな言葉に、御剣はバツが悪そうに答える。


「……ええ」


　るうるは、御剣の頭を撫なでながら、慈じ愛あい30％増しの声で言った。


「じゃあ、オーヘルのルールを説明するね」


「落ち着いたけど問題は解決してないしゲームをやる気も無いっ！　水那斗！　魔術クラスに戻りなさい！」


「やだ！」


「駄だ々だをこねない！」


　口くち喧げん嘩かが始まった。


　どうしたものかと横を見ると、碓氷は苦く笑しようしつつ肩かたをすくめてみせた。


　と、その碓氷が急に真顔になる。


「ごめん、二人ともちょっとストップ」


　いつもの軽い調子ではない、鋭するどく通る声が飛び、るうると御剣は思わず口を閉じた。


「どうした？」


「しっ」


　俺の言葉に、碓氷は口元に指を一本立てて黙だまらせると、もう片方の手でちょいちょいと入り口を示した。俺達は入り口を見る。


「？」


　曇くもりガラス越ごしに、扉とびらの向こうに誰だれかが立っているのが見えた。はっきりとは分からないけど、扉に耳を押し当てているようにも見える。……聞き耳を立てているのか？


　碓氷は黙ったまま椅子を立って入り口に向かい、そっと扉の取っ手に手をかけた。


　そして、一気に扉を開く。





「きゃあっ！」





　女の子の小さな叫さけび声。外にいたのはセーラー服、つまり一いつ般ぱんクラスの女子だった。何をしていたのかは分からないが、扉に体重をかけていたようだ。碓氷が扉を急に開けた事で支えを失い、叫び声を上げた後、バランスを崩くずして室内に倒たおれ込んで来た。碓氷は、まるでこの事を予期していたかのように両手を広げて立っていて、その女の子を優しく抱だき止めた。


「大だい丈じよう夫ぶかい？　大丈夫だったら結けつ婚こんを前提にお付き合いを──」


　またそれか。しかし、碓氷が安売りスマイル付きでプロポーズの言葉を最後まで言う事は出来なかった。両りよう腕うでの中にいた女の子は、ハッと顔を上げると、


「いやあっ！」


　と、叫んで、碓氷の胸を両手で思い切り、どんと叩たたいた。予期しない攻こう撃げきに碓氷の手が離はなれる。すると女の子は再度支えを失い、今度こそ床ゆかに転がった。


　ころん。


　……なんか、この光景、ちょっと前にも見た気がするな。胸を突つくのが流行はやりなのか？


　女の子は肩にかけていたカバンの中身を盛大に床にばら撒まき、しかしそれに見向きもせずバッと立ち上がって、碓氷と距きよ離りを取るかのように高速で後ずさり、背中がぶつかった棚たなにびたっと張り付いた。真っ赤な顔をして碓氷を見つめている。しかし、それは碓氷の言葉に照れているというよりは、凄すごく強く警けい戒かいしているように見えた。


　碓氷は、思いがけないほど強い拒きよ絶ぜつにショックを受けたのか、固まったまま突っ立っていた。


「ああああの、えとあのその、えとえと……」


　女の子は真っ赤な顔で何かを言おうとするが、焦あせりなのか、恐きよう怖ふなのか、声は今にも消え入りそうで、何を言おうとしているのかも分からない。


「……ん？」


　待てよ。この子、見覚えがあるぞ。うちのクラスの女子では無いと思うが、どこで見た？


　肩まであるストレートの髪かみ、左右に三つ編みを一本ずつ垂らしている。細いフレームの眼鏡めがねと、その奥の大きな瞳ひとみ。優等生タイプではあるけど、高校生にしては幼げな顔立ちがその印象を和やわらげている。背はるうるよりは高いけれど、可愛かわいげのあるその童顔は、制服を着ていなければ中学一、二年生に見られてもおかしくないかもしれない。


　ただし。線の細い体の中で、胸の大きさに関してだけは、その幼げな印象を裏切るのに十分なサイズに思えた。男子生徒の十人中八人は彼女のそれを巨きよ乳にゆうと判断することを恐おそれないだろう。そして残りの二人は美乳と答える筈はずだ。間ま違ちがいない。保証してもいい。絶対だ。


　レンズの角度のせいか、時折、その子の目元のあたりが虹にじ色いろに光っているように見えた。


　と、ここまで観察して、ようやく何故この女の子に面識があるのかを思い出した。


「ああ、君、小春アイさんか」


　入学初日に晶と人間観察ゲームをした時に、対象になってもらった子だ。


　しかし、当然向こうはそんな事を知らない訳で、小春さんは碓氷に向けていた真っ赤な顔を、ブンッと音が出そうな速度でこっちに向けた。


「ななな、なんで、わた私の名前を、ししし、知ってるんですかっ!?」


　……ええと。


　俺がなんとなく視線を逸そらせると、ジト目でこっちを見つめるるうると目があった。


「……なんで知ってるの」


　敵意40％が含ふくまれた声が響ひびく。ええと、俺はこんな目で責められる理由があるのか？


　俺が焦って次の言葉を探していると、御剣がため息をついて小春さんの方を見た。


「どうでもいいけどさ」


　御剣は床の一角を指差す。そこは小春さんのカバンと、その中身が散らばっていた。


「それ、手紙じゃないの？」


　床に落ちたカバンから、ピンク色の封ふう筒とうがはみ出ていた。入学初日に見たあの可哀かわい想そうな神崎竜一君の書いた物とは違ちがう、もっとファンシーなデザインの封筒だった。赤いシールで封がしてある。小春さんは慌あわててしゃがみ込み、その手紙を両手でがばりと摑つかんで、その豊かな胸むな元もとに押しつけるように、ぎゅっと握にぎりしめた。


　それを見て、今まで固まっていた碓氷が、嬉うれしそうに両の手を上に掲かかげた。


「ラブレター！　そんな古風なのも、大和やまと撫なでし子こらしくて素す敵てきだね」


　そして一歩小春さんに近づき、胸元、じゃなくて手紙に向かって手を伸のばす。つまり、自分がもらう物だと決めてかかっているようだった。


「さあ、あと一歩勇気を出して。大丈夫、その先には素晴らしい幸せが──」


　碓氷の指が手紙にかすった途と端たん、


「さっ、触さわらないで、くくく、くだ下さいっ！」


　強い否定の口調で小春さんが叫さけび、壁かべ沿いに横方向に飛び退のいた。再度硬こう直ちよくする碓氷。割とショックを受けているようにも見える。しかし、あまり同情の余地が無いように思えた。部室に入ってきた時から、この子が碓氷に強い好意を持っていないのは明白だったからだ。逆に何故なぜ自分宛あてのラブレターだと思い込めたのかの方が不思議だ。


　小春さんは入り口近くの碓氷に背を向けてこちらを見た。カバンは床に落ちており、両手で握ったピンクの封筒がプルプル震ふるえている。顔は真っ赤で、眼鏡の奥の大きな目が焦りでキョロキョロと動いていた。


　御剣が腕うでを組んで、小さく息を吐はいた。


「誰だれだか知らないけど、ここまで来たんだから、渡わたしちゃいなさいよ」


　そして、俺に視線を向ける。……えっ、俺!?


　た、確かに、この部屋には男子は碓氷と俺しかいない。小春さんがラブレターを渡す相手が碓氷でないのなら、必然的に相手は俺という事になる。しかし、繰り上がり組の碓氷と違って、俺はこの子と面識すら無いんだぞ。初対面の子からラブレターをもらっても、嬉しいけど困るというか……いやまあ、嬉しいけど。


　御剣がもう一声、背中を押す。


「そこで硬直してる奴やつの言葉じゃないけど、女の子なら、あと一歩、勇気を出す時よ」


　その言葉に、小春さんが震えながら頷うなずいた。


　そして、緊きん張ちようした足取りで、机を回り込み、椅い子すの前で立ち止まる。


「あ、あの……」


　少しの沈ちん黙もくの後、目をギュッとつぶる。


　そして、両手を伸ばして、手紙を前に突つき出した。目の前にいる──


「こっ、これっ！　読んで、下さい！」


　──るうるに向かって。


　その光景をぽかんと見つめる俺と御剣。そして少し遠くの碓氷。


　え？　え？　え？


　俺宛てじゃ、ないの？


　るうるは黙だまって手紙を受け取ると、ぺりぺりとシールを剝はがして便せんを取り出し、ざっと目を通した。そして一言。


「ラブレターじゃないよ」


　な、なんだ。びっくりした……。


「……１ptポイントダウン」


「なんでだよ！」


「ショックを受けてるのがイヤ」


　イヤってなんだよ！　アップダウンは気分なのか！


　るうるはもう一度手紙を見つめてから、小春さんを見上げる。


「あ、あのその……」


　キョドる小春さんに、るうるは手紙を差し出して言った。


「これを解決して欲しいの？」


「えっ!?　あ、あのその、解決というか、あ、アドバイスが欲しいというか……」


「分かった。いいよ」


「ほ、本当ですか！」


　こくん。


「本当」


　そう言うと、るうるは椅子の上で体をくるりと回して、今度は御剣を見上げる。


「ねえ、言乃」


「なによ？」


「ゲームをしよう」


「はあ？　突とつ然ぜんなに言い出すの？」


　るうるは小春さんを指差す。


「この子が、魔ま術じゆつのトラブルに巻き込まれてる。どっちが早く解決するか競争するの」


「アタシと水那斗が？」


「ううん」


　小春さんを差していたるうるの指が、ぐるりと回って俺に照準を合わせる。


「言乃とタマキが」


「なんでそこに俺が出てくる！」


「言乃が勝ったら、わたしは魔術クラスに戻もどる」


「俺の話を聞け！」


「犬海、ちょっと黙ってて」


　御剣が急に鋭するどい声で制するので、俺は口を閉じるしかなかった。御剣はるうるの横の椅子に座り直し、目線を合わせる。


「水那斗、それ本気で言ってるのね？　アタシと一いつ般ぱんクラスの生徒を、魔術に関する事で競きそわせて、それであんたは勝てると思ってるのね？」


「タマキなら、大だい丈じよう夫ぶ」


　御剣は視線を少し下に向けて黙った。そして再び顔を上げる。


「……分かった。その勝負受ける。アタシが勝ったら、水那斗は魔術クラスに戻る」


　こくん。


「うん」


「アタシが、負けたら？」


「言乃もこの部活に入って」


「なんでよっ！」


　激高する御剣を無視して、るうるは手をポンと合わせて小春さんの方を向いた。


「トラブルを解決できたら、あなたも入って。部活」


「わ、私もですかっ!?」


　真しん剣けん勝負の申し合わせが、いつの間にか部活勧かん誘ゆうになっていた。


　るうるは充じゆう実じつ感かん30％増しの顔で、とても良いアイデアであるかのように言った。


「これで部員が五人になる。遊べるゲームの幅はばが広がる」


　額に細い指を当てて怒いかりを抑おさえていた御剣が、諦あきらめたように頭を振ふった。


「……まあいいわよ。アタシが負ける筈はずが無い。小春さんは？　それでいいの？」


　いきなり勝負とやらに巻き込まれた小春さんは混乱しているようだった。


「え、えとえと……」


　キョロキョロと部室を見み渡わたす。そもそもこの子は、ここがなんの部活なのかも分かって無いんじゃなかろうか。
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「えとそのあの……あ、あれ？　これ……」


　小春さんの目に留まったのは、左右の棚たなに山と積まれたゲームの箱では無く、その上に並ぶブリキの人形でも、天てん井じように吊つるされた飛行機群でも無かった。彼女は、目の前の大きな机を見つめている。そして、その下の方を指差した。


「これ……オーブン、ですか？」


　体を捻ひねって、小春さんの指の先を見る。確かにオーブンだった。今までなんら興味が無いので気づきもしなかったが、机の横にオーブンが埋うめ込まれている。


「ああ、そういえば、ここは元家庭科準備室なんだっけ……」


　ごくり。


　誰だれかのツバを飲む音が聞こえた。見ると、音の主は小春さんだった。いつの間にか座り込んでいた小春さんは、さっきまでの動どう揺ようっぷりが噓うそのように、真剣な表情で、オーブンに手を這はわせている。やがて、すっと立ち上がり、机の隅すみにある取っ手に手をかけた。俺は、そんな所に取っ手があるのも今まで気づかなかった。


　小春さんがゆっくりと取っ手を引っ張る。と、机の一部が蓋ふたが開くように持ち上がった。その下には、ガスコンロが置かれていた。これまた、元家庭科準備室ならではのギミックだ。


「これ、ガス、繫つながってるんですか」


　とても落ち着いた、というか、逆に気き迫はくを感じる声。目が爛らん々らんと輝かがやいている。そして、誰の答えも聞かずに元もと栓せんを開き、コンロのつまみを回した。





　ボスッ……、ボスッ……、ボボォッ！





　三度目の挑ちよう戦せんで、コンロに炎ほのおの輪が灯ともる。と、小春さんの緊きん張ちように固まっていた表情が、みるみる笑え顔がおになっていくのが見えた。眼鏡めがねに炎が反射して、七色の光を放った。そして言う。


「分かりました。入部します。でも、お願いがあります」


「なに？」


　無表情で聞くるうるに、明るくまっすぐな瞳ひとみを向ける小春さん。


「私に、ここでお菓か子しを作らせて下さい！　そして、みなさん食べて下さい！」


　こくん。


「いいよ」


　いや待て「いいよ」じゃねえよ即答すんなよなんか色々と不自然だろ今の流れ。るうる、お前はもう少し自分の関心事以外にも注意を払はらえ。


「じゃあ今からみんなでアイの家に行こう」


　るうるは、当たり前だが俺の思念を無視して立ち上がり、入り口に向かう。御剣は腕うでを組んだまま、小春さんはスキップでもしそうな勢いでそれに続いた。


　部室には、ぼんやり立っている碓氷と、勝手に勝負に巻き込まれた俺が残った。


　廊ろう下かから御剣の声が響ひびく。


「ちょっと！　二人ともさっさと来なさいよ！」


　見つめ合う俺と碓氷。俺は大きく息を吐はき、立ち上がった。


　呟つぶやく。


「高校に入って以来、俺の安あん寧ねいはどこに行ってしまったんだろう」


　碓氷が俺の肩かたに手を置き、同情するように微笑ほほえんだ。


「黒くろ猫ねこが盗ぬすんでいくの見かけたよ」





　　　　◆





　なだらかな下り坂、四車線ある道路の横の歩道を、俺達五人は歩いていた。


　ニュータウンの端はし、丘おかの上に建っている帆群守学園は、住宅街から少し離はなれている。小春さんの家は学校から徒歩十五分の所にあるそうで、彼女の案内で現在移動中だ。西の空に雲が増えつつあったが、まだ陽ひは十分に出ていた。


　先頭に小春さんとるうるが並び、二列目に御剣が一人で、その後ろを俺と碓氷が歩いていた。国道のバイパスが近いせいなのか、時折凄すごい速度で自動車やトラックが通り過ぎていく。


　歩きながら、俺達は小春さんが持ってきた手紙を回し読みしていた。もちろん、小春さんの了りよう承しようを取った上で。


　ようやく最後の俺まで手紙が回ってくる。碓氷から受け取った便せんを広げると、綺き麗れいなボールペンの文字が並んでいた。それほど長くはない。先頭から目を通す。





『　水那斗るうる様





　はじめまして。私は１─Ｂの小春アイと言います。突とつ然ぜんですが魔ま術じゆつ師しである水那斗さんにお願いがあって、手紙を書きました。


　最近、私の家の周りでなにかおかしな事が起きたような気がしています。でも、気がしているだけで、なにがおかしいのかよくわかりません。


　でも、多分魔術的ななにかだと感じています。


　私には、まわりに魔術の事で相談できる人がいません。そんな時、水那斗さんが一いつ般ぱんクラスに編入してきたと聞きました。


　勝手なお願いですが、もしよければ、私になにかアドバイスをもらえないでしょうか。







小春アイ』







　……ふむ。


　一応二回読んだが、具体的な話が何一つ書かれていない事はとりあえず理解した。俺は前を向いて小春さんの背中に声をかける。


「あのさ、小春さ──」


「ひやうっ!?」


　先頭をるうると並んで歩いていた小春さんの体がびくりと跳はねて、三十センチほど空中に浮うき上がった。肩まである髪かみがふわりと広がる。


　着地後、小春さんは前方斜ななめ下を見ながら──つまり、俺の方を向かずに──言った。


「すすす、すみすみません！　私、おっ、男の人が苦手で！　体弱くて小学校は休みがちだったし、中学校は女子校だったから、知ってる男の人って弟くらいで……！　だっ、だから！　男の人に話しかけられるの、ななな、なれ慣れてなくて！」


　まくし立てる小春さん。すると、横を歩いていた碓氷の顔が、絶望の淵ふちにおいて最後の希望を発見したかのような笑顔になった。両手を握にぎって持ち上げ、喜びを表現する。


「男性恐きよう怖ふ症しようだったのか！　どうりで！　なるほど！　うんうん！」


「……碓氷。お前、自分が拒きよ絶ぜつされた理由が判明したと思っているな？」


「もちろん。じゃなきゃ、僕が女の子にあんな態度を取られる筈はずが無い。ああ、良かった！」


　ただの冗じよう談だんなのか、本気で言っているのか、こいつの場合微び妙みように判断がつかない。碓氷はその笑え顔がおのまま、俺の耳に顔を寄せて、囁ささやくように言った。


「『知ってる男の人』って意味深な言葉だよね」


　御剣が振ふり向いて碓氷をキッと睨にらむ。


「それセクハラ」


　聞こえていたらしい。どうもこの二人はあまり相あい性しようが良くなさそうだ。話題を変えよう。というか、元に戻もどそう。


「ああ、ええと、じゃあるうるでも御剣でもいいから俺の質問に答えてくれ」


「なに？」


「なによ」


　二人の視線を同時に受けて微妙にひるみつつ、言葉をまとめる。


「質問は二つだ。一つ目。これからお前らは何をしようとしているんだ？　二つ目。俺は何をすればいいんだ？」


　すると、御剣が少し目を大きくして、俺を見つめた。


「呆あきれた……。犬海、あんたこれからアタシと勝負するんだって自覚あるの？」


「あるか無いかで答えるのならば、無い。繰くり返すが、俺はお前らが何をしようとしているのかも、俺が何をすればいいのかも知らないんだからな」


　御剣が何か言う前に、るうるが答えた。


「アイの家にかかってる魔術を解くの」


「家にかかってる魔術を解く？　どんな？」


　御剣がため息をつく。


「それが分からないから、小春さんは水那斗を頼たよったのよ」


「なんでどんな魔術かも分からないのに、魔術がかかってるって分かるんだよ」


「はあ？　犬海、あんた何言ってるの？」


　そう言われても、俺にはるうるや御剣の言っている事がさっぱり分からない。


　その時、碓氷が「あ、そうか」と言って、ポンと手を叩たたいた。


「あのね、御剣さん。タマぴょんは魔術の事をホントになんにも知らないんだよ。住んでた土地が凄すごい田舎いなかで、周りに魔術師がいなかったんだって」


「……『タマぴょん』て。って、え、それホントに？　なんにも知らない？　魔術の事を？」


　もの凄く納なつ得とくいかなそうな顔で俺を睨む御剣。俺は頷うなずくしか無かった。御剣は前を向いて考え込む。「そんな筈は……」とか「じゃあなんで水那斗の術を……」とか呟つぶやいていた。


　そして、もう一度振り向いた時には、和風美人の顔に戻っていた。ただし、目つきは鋭するどい。


「あんたがそんなんじゃ勝負がフェアにならない。だから、小春さんの家に着いたら、魔術について一通り説明する。それに多少は小春さんから状じよう況きようを聞かないといけないしね。いいわよね？　小春さん」


「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」


　女の子に対しては普ふ通つうに会話できるようだ。そして、見えてきた三階建ての建物を指差す。


「あそこです。あのマンションです」





　　　　◆





　小春さんはマンションと言っていたが、中に入って部屋を眺ながめた限りは、どちらかというとマンションよりはアパートと言った方が相応ふさわしい感じの広さ、というか狭せまさだった。まあ、うろ覚えだが、確か三階建て以上の鉄筋コンクリートならマンションで、そうでなければアパートだった筈だ。部屋の広さは関係無いのでマンションでいいのだろう。


「えとあの、こっちにどうぞ」


　一番広い部屋に案内される。窓から入ってくる春の陽光が部屋の中を明るく照らしていた。


　フローリングの床ゆかに大きな絨じゆう毯たんが敷しいてあり、俺達はそこに輪になって座った。


「すぐに出せる物がスポーツドリンクしか無いんですけど、ちょっと待ってて下さい」


　小春さんが廊ろう下かに出ると、るうるがすぐさま絨毯に寝ねっ転がった。


「ぽかぽかしてあたたかい……」


　陽光を受けた絨毯の上で、るうるは気持ちよさそうに目を閉じている。そのまま丸まって寝てしまいそうな勢いだ。猫ねこかこいつは。羊はウシ科だった筈だが。


　御剣は部屋の四方を見み渡わたしている。意識が外に向いているためか、短めのスカートがめくりあがっているのに気づいていない。右足がもう少し動くとふとももの付け根が──


「覗のぞいたら撲ぼく殺さつする」


「鈍どん器き!?」


　御剣は右みぎ膝ひざを持ち上げて胸むな元もとに寄せ、それを抱かかえ込むようなポーズで俺を睨んだ。左足は女の子座りになってて、ぎりぎり見えてはいけない物は見えていないものの、スカートが持ち上がっているのでふとももがむき出しになっている事に変わりは無い。撲殺されたらたまらないので慌あわてて視線を逸そらし、俺も部屋を見渡す。


　意外と言ってはなんだが、あまり生活感が感じられない居間だった。テレビと電話は床の上に直じかに置いてある。他ほかは小さなタンスがあるくらい。別の部屋に家具があるのかもしれないが、それにしたって殺風景だった。一人暮らしの俺の部屋の方が、まだ色々置いてる。


　ん、小春さんは一人暮らしなのか？　だとしたら、逆にこの家はちょっと広い感じがするが。


「何も無くてすみません。両親が帰国したら、引っ越こす予定なんです」


　そう言いながら、お盆ぼんを持った小春さんが入ってきた。目はまっすぐ御剣の方を見ている。出来るだけ視界に俺や碓氷を入れないようにしているのかもしれない。少し寂さびしい。


　コップが載のったお盆を絨毯の真ん中に置き、絨毯の上で丸くなっているるうるの隣となりに正座した。スカートから覗いた膝ひざが二つ、行ぎよう儀ぎ良よく並んでいる。これはこれでなかなかに良い。


「……視線がえっちい。１ptポイントダウン……むにゃむにゃ」


　るうるが何か言ったような気がしたが、聞こえなかった事にする。


　小春さんは、俺とるうるの間に座った形になる。すぐ隣が男で大丈夫かと思ったが、多分視界に入っているよりはマシなのだろう。


　お盆に載っていたのは湯飲みが一個、ガラスコップが三個、マグカップが一個だった。どれも透とう明めいな液体で満たされている。それぞれ適当に取る。お盆の上にマグカップと湯飲みが一つずつ余った。膝の上で手を揃そろえている小春さんと、絨毯の上で微び動どうだにしないるうるの分だ。こいつ、本当に寝ちまうつもりじゃないだろうな？


「おい、るうる」


　俺が呼びかけると、


「いいわ。この子、いつもこうだから」


　御剣が止めた。


「話が終わったら起こす。じゃあ小春さん、詳くわしく説明してもらえる？」


　促うながされた小春さんは、コップを取らないまま、ゆっくり喋しやべり始めた。


「あの、私、このマンションに一人で住んでるんです。家族は両親と、弟と妹がいて。父が、あ、父は金きん融ゆう関係の仕事をしてるんですけど、仕事で海外赴ふ任にんしてて、みんなそっちに移住してるんです。私は、日本の高校に行きたかったから一人で残ったんです。父の海外赴任が終わったら一いつ軒けん家やを建てる予定で、この家は引き払はらって、みんなでそこに住むんです」


　なるほど、この家はそれまでの仮住まい。だから生活感が欠けているのか。


「それで、あの、話は飛ぶんですけど、最近、外を歩いていると、なんていうか、その、……視線を感じるようになって」


「視線？」


　御剣が聞き返す。


「は、はい。学校の帰りとか、後ろを誰だれかがついてくるんです。気のせいとかじゃなくて、そのついてくる人を見たこともあるんです。私が振ふり返ったら、ちょっと離はなれていた所を歩いてる人が、バッて脇わきの道に入ったんです。そういう事が、何度もあって……」


　御剣があからさまに嫌いやそうな顔をした。


「それってつまり、ストーカーって事？」


　小春さんは「はい、多分」と頷うなずいた。


「帽ぼう子しとサングラスをしてて、顔は見えませんでしたけど、同じ人だと思います」


「警察へは？」


「行こうかどうか迷ってたんですけど……まだ。なんか、もっと変な事になっちゃって」


　御剣が小さく息を吐はいた。


「魔ま術じゆつを、かけられたのね」


「はい、多分……。多分ばかりですみません。私もなにがなんだかよく分からなくて……」


「気にしないで。続けて」


「あ、はい」


　小春さんは姿勢を直した。


「一昨日おととい、入学式があった日の夜、家に帰った時から、なんか変な気分なんです。その日は色々あって疲つかれてたからあんまり気にしなかったんですけど、次の朝に目が覚めた時、『あれ、これはなんかおかしいぞ』って思って。なんていうのか、いつもと同じ朝なのに、いつもと違ちがう気がするんです。うまく言えないんですけど……」


　自分でも自信が無いのか、どんどん声が小さくなっていく。御剣が「ふむ」と息を吐く。


「一昨日から、か。『色々あって疲れた』って言ったわよね。なにかあったの？」


　そう聞かれて、小春さんは急に顔を真っ赤にして、下を向いてしまった。


「あああ、あの、えとあの、それはそのその……」


　ごにょごにょと口ごもっている。


　ん？　一昨日？　入学式の日？……ああ。


「神崎竜一氏を振ったんだな」


　しまったまたこの軽い口が言わんでいい事を言ってしまった。慌てて口を閉じるがもう遅おそい。小春さんが跳とび上がらんばかりに驚おどろいた。


「！！！？？？　なななっ、なんでなんで、知ってるんですかっ!?」


　御剣が大きくため息をついて俺を睨にらむ。


「……犬海、もしかしてストーカーって、あんたなんじゃないの？」


「濡ぬれ衣ぎぬだっ！」


　こうなっては仕方がない。俺は一昨日晶としていた人間観察ゲームの一部始終を話した。途と中ちゆうで御剣に「人の手紙読むとか最低」と言われたり、るうるが「……４ptダウン、むにゃむにゃ」とか呟つぶやいていたのは、俺の名めい誉よに関かかわるので黙だまっておく。


　とりあえずストーカー疑ぎ惑わくだけはなんとか晴らすと、御剣がつまんなそうな顔をした。


「神崎竜一かあ、あいつなら振って正解だわ」


「御剣さん、知ってる人なの？」


　碓氷が聞く。御剣は「多少は」と答えた。


「あいつも中学からの、魔術クラス繰くり上がり組ね。プライドだけ高くて実力の方は三流以下。魔ま術じゆつ師しとしては名家のおぼっちゃんらしいけど、自分の家系を誇こ示じするとか、女を下に見る態度とか、いつの時代の人間よって感じ。ホント、小春は振って正解」


　よっぽど嫌っているのか、「振って正解」と二回言った。そしていつの間にか「小春さん」が「小春」になってる。


「憶おく測そくでしか無いけど、神崎がストーカーなのかもね」


　御剣がそう言うと、小春さんは自信なさそうに頷いた。


「決めつけちゃうのは良くないとは思ってるんですけど……、神崎君にごめんなさいしたその日から不思議な気分になったのが気になって……。それで、『噂うわさ屋や』に相談したんです」


『噂屋』。晶や碓氷が言っていた学校内の情報交こう換かんサービスだ。小春さんは続ける。


「そしたら、魔術クラスの人が、一いつ般ぱんクラスに編入したって『噂』をもらって……」


「それで、水那斗に相談しに来た訳ね」


「はい……。私、魔術ってあんまり見たことないんですけど、こういうのが魔術なんじゃないかなと思って……。その……、根こん拠きよとかなくて、予感、なんですけど……」


「その予感、多分当たってる」


　御剣が指を上に向けて、部屋をぐるりと指す。


「この家、場の魔術が施ほどこされてる痕こん跡せきがある」


「ホントですか！」


　御剣は黙って頷く。


「どんな魔術かは、まだ分からないけど」


　場の魔術？　痕跡？　また分からない単語が出てきたぞ。


「心配はいらないわ。アタシに任せておいて」


「よろしくお願いします……！」


　小春さんは、御剣の自信ありげな言葉に安心したのか、緊きん張ちよう気味だった表情を少しだけ和やわらげ、お盆ぼんの上にあるマグカップに手を伸のばした。碓氷がにやにやしながら俺を見る。


「どうだいタマぴょん。もう御剣さんはヒントを見つけてるみたいだよ。勝負になるの？」


　碓氷はそう言って俺の肩かたを押した。小春さんの表情に気を取られていた俺は不意をつかれ、手に持っていたガラスコップを取りこぼしそうになって、体が少し前のめりになった。


　その時、マグカップを持ち上げた小春さんの右手と俺の左手が、ほんのちょっとだけ触ふれた。


「ひやぁああっ!?」


　分かりやすい男性拒きよ否ひ反応が発生し、小春さんの両手の中にあったマグカップが、空中へと投げ出された。


「あっ！」


　まだ口のついていないマグカップである。なみなみと注がれたスポーツドリンクが空中に飛び散った。液体はそのまま重力に従って、絨じゆう毯たんの染しみになるべく絨毯爆ばく撃げきを開始──


「いい機会だわ」





　すべてが、スローモーションに見えた。





　小春さんの指からマグカップが離はなれるのと同時に、御剣が髪かみに挿さしているかんざしを、片手で二本とも引き抜ぬいた。


　髪留めを失い、艶つやのある長い髪が、音もなく扇おうぎのように広がる。


　手の中でかんざしの一本を下に、もう一本を前に向け、御剣は『何か』を呟いた。





　その瞬しゆん間かん、世界が青く染まり、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。





　めまいは一瞬だった。瞬まばたきすると元に戻もどった。


　そして、俺は我が目を疑う事になる。


　地面を目指して爆ばく撃げきを開始する筈はずだった無数の透とう明めいな液体が、まるで時間が止まったかのように、空中でぴたりと静止していた。陽光が、その一つ一つを照らしていた。


　中身が無くなったマグカップだけが、絨毯の上に落ちる。空中で一時停止している飛沫しぶきを見ていると、逆に、ごろんと転がるカップの方が、不自然に見えるくらいだった。


「なっ！　なんだ、これ……」


　驚おどろく俺に、御剣が軽く答える。


「ホントになんにも知らないのね。これが『魔ま術じゆつ』よ。正確には理り操そう魔術。ま、今見せてるのはごく基き礎そ的な術だけど」


「理操、魔術……」


　御剣は頷うなずいて、宙に向けているかんざしの向きを、ひょいと動かす。すると、空中に浮うかんでいる水の粒つぶが、かんざしの動きに合わせてすーっと動き始める。それを見て碓氷が呟く。


「凄すごい……。こんな簡単に制せい御ぎよできるなんて……！」


　興奮で目を大きくしている。魔術が、というよりは御剣が凄いと言っているように聞こえた。


　小春さんは開いた口を両手で押さえながら、目の前を通り過ぎる水玉の群れを見つめている。


　るうるは……どうやら本格的に寝ねてしまったらしい。すやすやと寝息まで聞こえる。


　御剣はかんざしを動かしながら、説明を始めた。


「理操魔術っていうのは、文字通り、《理ことわり》を操あやつる術の事なの」


「《理》、って、なんだ？」


「ええと、なんて言えばいいのかな。物事を成立させる為ための法則とか、ルールとか、そんな感じ。私達が生きているこの世界は、無数の《理》の上に成り立っている。もっと言えば、無数の《理》の集合こそが、世界そのものなの。少なくとも、理操魔術においては、世界はそう認にん識しきされている」


　……？　なんか一昨日おととい、晶に話した俺の適当話が繰くり返されている錯さつ覚かくに陥おちいる。正直、うさんくさい。だが、目の前で水玉がふよふよ浮かんでいるのだけは、間ま違ちがいのない事実だった。


「私達魔ま術じゆつ師しは、世界を構成するその《理》を、一時的に書き換かえる事が出来る。それによって、本来できない事を可能にする。例えばこんな風に、液体から重力を失わせたりね」


　御剣がかんざしをクルクル回す。透明な液体の群れが、かんざしの動きに合わせて部屋中を飛び回る。窓から差す春の陽光が飛沫に反射して、壁かべに明かりを落とす。多少、幻げん想そう的な光景とも言えた。まあ、飛び回っているのはスポーツドリンクなんだけども。


「魔術自体は、理論を学べば誰だれでも使う事が出来る。練習は必要だけどね。ただ、野球の練習を続けたからって誰もがプロ選手になれる訳じゃないのと同じで、ううん、それ以上に、魔術の能力は生まれ持った才能によるところが大きいの」


　いったん言葉を切って、御剣がまた小さく『何か』を呟つぶやく。日本語で無い事くらいしか俺には分からなかった。呟きが終わると、空中に散っていた液体がすすすと動きだし、御剣が持っているかんざしの前に集まって行く。御剣がかんざしを微び妙みように動かすと、水玉同士がくっつき始める。くっついた固まりは徐じよ々じよに大きくなり、やがて御剣の前で拳こぶし大だいの球体になった。


「今アタシが喋しやべったのは呪じゆ文もん。本当は魔術を使うのに呪文なんて必要無いんだけど、アタシはまだ魔術師として未熟だから、そういう物を使って術の精度を上げるのね。ちなみにこのかんざしも魔ま力りよくの増ぞう幅ふく装置」


　御剣が手首を捻ひねってかんざしの向きを変えると、球体が微妙に歪みながらその動きを追う。


「すごいな……。世界の法則を変えるって、それ、なんでもありじゃねえか」


「そうでも無い」


　御剣は目を閉じて小さく首を振ふる。


「大きな《理》をねじ曲げるにはそれだけの魔力が必要だし、その状態を維い持じし続けるには術者に相当な体力と精神力が必要なの。水は割と《理》を変えやすい媒ばい介かいだから、こんな簡単に操作させてくれるけどね」


　空中をふよふよと漂ただよっている球体を見ながら、御剣は「ただし」と言った。


「今、犬海が見ているのは、理操魔術と呼ばれる物のまだ半分」


「半分？」


「そう。というか、次に見せる物の方が、むしろ本当の理操魔術と言った方がいいかも」


　一いつ旦たん言葉を切ると、御剣の目が少し鋭するどさを増した。


「今、アタシが見せたのは、目の前にあった『液体』単体の《理》を、魔術によって書き換えた物。つまり、『物の《理》』を変えた術なのね」


「それが？」


「魔術はもっと広こう範はん囲いにその力を行使できる。物じゃなくて空間、つまり『場の《理》』を支配して、書き換える事が出来るの。こんな風に」


　そう言うと、御剣は指をクイと捻り、下に向けていたもう一本のかんざしを跳はね上げるようにして前に向けた。御剣の手の中から、二本のかんざしが前を向いた形になる。


　そして、また『なにか』を呟いた。





　今度は、世界が赤く染まり、もっと強きよう烈れつに視界が歪んだ。





　が、瞬きするとまた元に戻っていた。目の前には、ボール状の液体が浮かんだままだ。


「……今度は、なんだ？」


「ううん、特に何も変わってない」


　変わってない？


「『場の《理》』とやらを変えたんじゃないのか？」


　御剣は口を結んで、少しの間俺をじっと見つめた。そして小さく「やっぱり」と呟いた。


「ん？　なにが『やっぱり』なんだ？」


　俺の質問を無視して、御剣は碓氷の方を見た。そして聞く。


「碓氷君。これを見て、どう思う？」


「え？　それの事？」


　碓氷は、浮うかんでいる球体を指差しつつ、御剣を見た。御剣が頷うなずくと、碓氷は答えた。


「別に。特に何も」


「……は？」


　思わず声が漏もれる。いや待て。その反応はおかしいだろう。俺は碓氷の肩かたに手を置く。


「碓氷」


「なに？　タマぴょん」


「お前さっき、あれを見て凄すごい驚おどろいてたよな？」


「なんの事？　なにを見て驚いてたって？」


　俺はふよふよ浮かんでいるスポーツドリンクを指差した。


「あれだよあれ！　どう考えても変だろ！　日常の光景じゃないだろうが！」


「不思議な事を言うね。タマぴょん」


　碓氷は、楽しそうに言った。


「水ってのは、宙に浮く物だろう？」


「な……っ!?」


　俺が絶句してると碓氷は、


「どうしたって言うのさ、タマぴょん。そんな顔して」


　と言って、手に持っていた、まだ中身が半分入っているガラスコップを縦に振った。


「うわっ！」


　コップの中のスポーツドリンクが空中に飛び散──ら、ない。


　ガラスコップの中身は空中に浮いている球体と同じようにぐにょぐにょと動き、ぴちょん、という音と共に一部が分ぶん離りして、ピンポン球みたいな形になってコップから飛び出した。


　その球体を、碓氷が首を伸のばしてパクりと口の中に入れ、飲み干した。


「お、お前っ、何してるんだ!?」


「何って、飲んでるんだけど。タマぴょんの田舎いなかには魔ま術じゆつだけじゃなくて、スポーツドリンクも無かったの？」


　碓氷のからかいに反応出来ない。助けを求めるように小春さんの方を向く。


　小春さんは、微び妙みように首をかしげ、不思議そうな顔で、こちらを見ている。今さっき空中で静止した飛沫しぶきを見た時の、驚きに目を見開いた表情は、そこには全く無かった。俺が何を驚いているのか理解出来ない。そんな顔をしていた。


「分かった？」


　反射的に声の方を見ると、御剣がじっと俺を見つめていた。


「これが『場の《理》』を変える、という事。この空間、つまりこの部屋全体で『水は宙に浮く物』という風に《理》を書き換かえているの。だから、碓氷君の持ってるコップの中身も新しい《理》が適用されてる。それだけじゃない。彼らを見れば分かるように、場の中にいる人の認識さえもすり替わるのよ」


「そんな事って……」


「これが、理り操そう魔術なの」


　俺が固まっていると、御剣は小さく息を吐はいて「まあ」と言った。


「物にかけるよりも場にかける方がずっと制せい御ぎよが難しいし、維い持じもしにくいから、やっぱりたいした事は出来ないんだけどね。アタシだって、頑がん張ばっても、そうね、帆群守学園全体を場の範はん囲いにするのが精せい一いつ杯ぱいかな。学校の測定結果では、もう少し小さな範囲になってるけど」


　さっきから首の後ろがちりちりする。御剣の説明を聞けば聞くほど、不快な違い和わ感かんが増してくる。俺は首筋をかきながら聞いた。


「『人の認識がすり替かわる』って言ったな？」


「ええ」


「碓氷や小春さんがこの光景を見てなにもおかしいと思わないのはそのせいって事だな？」


「そうよ」


「おかしいだろ」


「なにが？」


「なんで、俺の認識はすり替わって無いんだよ？　なんで、俺はこの光景をおかしいと思ったままなんだ？」


「……」


　御剣は俺をじっと見たまま黙だまった。そして目線を落として小さく息を吐き、顔を上げた。


「犬海の言う通りよ。確かにおかしい。アタシは確かにあんたを術の『中』に入れたのに、何故なぜかあんたにはアタシの術が効いてないみたい。ちょっと、質問してもいい？」


「なんだ？」


「この光景のどこがおかしいのか、口で言ってみてもらえる？」


「そりゃあ──」


「あ、ちょっと待って！」


　俺の言葉を遮さえぎり、御剣は立てていた膝ひざを崩くずした。絨じゆう毯たんの真ん中に手を伸ばして、転がっていたマグカップを起こす。そして顔を上げ、かんざしを振ふった。空中に浮うかんだままの透とう明めいな球体がゆっくりと動いて、マグカップの真上六十センチくらいの所で静止する。


「……これでよし。いいわよ。続けて」


「だからあ」


　俺は思ったままの事を口にしようとした。


　と、その時、絨毯の上で丸まっていたるうるがむくりと起きた。


「……飲み物、飲むの」


　呟つぶやいて、目をこすりながら身を乗り出し、手をお盆ぼんの方に伸ばす。


　丁度、絨毯の上に置かれたカップと、空中にある球体の間に、るうるの体が入った。


「犬海ダメ！　ちょっと待って！」


　御剣が叫ぶ。しかし、俺は既すでに、本来そうであるべき《理》を、告げていた。


「《どんな液体だろうが、重力に従って下に落ちる筈だ》」





　ぱちん。





　とても大きなシャボン玉が、ゆっくり割れるみたいな音が、耳の奥で聞こえた、気がした。


　その直後、ガラス玉のようになっていたスポーツドリンクが、突とつ然ぜんただの液体に戻もどった。水の固まりが、それこそ俺の言葉通りに、重力に引かれて一気に落下し──





　バシャアッ！





　──るうるの上半身に直ちよく撃げきした。


「わっ！」「きゃっ！」


　今さっきまで球体だった物が、るうるをずぶ濡ぬれにしてしまった。直後、俺の左右から声が上がる。碓氷と小春さんが、るうるを見て驚おどろいていた。


「なっ、何が起きたんだ？」


　驚いている碓氷。だがそれ以上に御剣が慌あわてていた。


「ご、ごめん水那斗！　あんた大だい丈じよう夫ぶ!?」


「……冷たい」


　小春さんもあわわと腰こしを浮かせる。


「タ、タオルと着き替がえ持ってきます！　水那斗さん、濡れた服を脱ぬいで！」


　こくん。


「わかった」


　るうるは立ち上がり、びしょびしょに濡れた胸むな元もとのリボンを引っ張って解ほどき、絨毯に落とす。そして、セーラー服の脇わきのファスナーを下ろした。


　……って、え？


　服の中に腕うでを入れ、ごそごそしていたるうるは、水の重みが増したセーラー服を「よいしょ」と言いながら脱ぎ落とした。透すけるような肌はだの上に着た、水色のブラジャーが見えた。


「ちょっと待てるうる！　ここで脱ぐな！」


　俺が慌てて叫さけんだ時には、既にるうるは背中に手を回し、ブラジャーのホックを外していた。


「え？」


　ブラジャーを外しながらこっちを見るるうる。いやこっちに体を向けるな！　そういいつつも俺の視線は固まってしまい──


「水那斗さん！　ろろろ、廊ろう下かで脱いで下さい！」


「こら男子ども目を閉じて頭を下げてろ！　じゃなきゃ窓から飛び降りろ！」


　小春さんが真っ赤になって叫び、御剣は俺と碓氷の前に立ちはだかって壁かべを作った。俺と碓氷は慌てて言われた通りにした。窓から飛び降りたんじゃないぞ。目を閉じて頭を下げたんだ。なんというか、御剣に男二人で土下座しているみたいなポーズになった。


　頭の上の方を足音が遠ざかり、廊下に続く扉とびらが閉まる音がする。小春さんの「着替え終わったら教えて下さい」という声が聞こえた。そして今度はこっちに向かって、


「も、もういいですよ」


　ようやく顔を上げる。るうるは部屋からいなくなっていた。絨毯の上にリボンだけが残っている。俺達の前に仁に王おう立だちになっていた御剣は、額を押さえて頭を振った。


「全く……。あの子、常識が無さ過ぎんのよ。魔ま術じゆつの事以外、なんにも知らないから」


「そういう問題か……？」


　御剣は「そういう問題よ」と言いながら、床ゆかにこぼれたドリンクを拭ふき取っている小春さんの横に座った。そして呟く。


「まったく、あいつがちゃんとしてないから……」


「ん。今なんか言ったか？」


「なんでも無い」


　御剣は少し拗すねた顔をして、そっぽを向いた。恥はずかしがっているようにも見えた。


『アイ。着替え終わった』


　扉の向こうからるうるの声。小春さんが立ち上がってそちらに向かい、扉を開ける。


「私のパジャマだからサイズが合うかどうか──」


　ピンクのもこもこのパジャマに包まれたるうるがそこに立っていた。ご丁てい寧ねいにウサギの耳がついたフードを頭に被かぶっている。やはりサイズがあっていないのか、手や足の先がもこもこパジャマに隠かくれていて、胸元が大きく開いていた。多少、目のやり場に困らなくもない。


「……小春さん？」


　碓氷が異変に気づく。扉を開けた小春さんが、パジャマるうるを見たまま硬こう直ちよくしていた。


「か……」


　小春さんの口から声が漏もれる。


「か？　ええと、小春さん？」


「か……か……、かわいいいいっ!!」


　いきなり小春さんは、ガバァッ！　と、満面の笑えみでるうるに抱だきついた。そして叫ぶ。


「可愛かわいい可愛いなんて可愛いのっ!?　ガラスケースに入れてしまっておきたいくらい可愛い！　ねえ今からお姉さんと一いつ緒しよに遊びましょう！　どこで遊ぶ？　プール？　お風ふ呂ろ？　ベッド？　どこでも大丈夫。お姉さんとっても楽しくて気持ちが良くなる遊び知ってるから！　あなたは何もしなくていいの。じっとしてるだけでいいの。全部お姉さんに任せておいて！」


　訳の分からない言葉をマシンガンのような早口でまくし立てながら、小春さんはるうるに頰ほおずりせんばかりに顔を寄せていた。両の腕はぎゅうぎゅうとるうるを締しめ付けている。


　珍めずらしく、るうるの無表情に困こん惑わくが30％ほど足されていた。


「言乃、たす、けて」


　そして御剣に助けを求める。御剣はイライラしながら立ち上がる。


「次から次へとなんなのよ！」


　御剣は二人の間に割って入り、無む理り矢や理り引きはがした。小春さんはハッと我に返ったように笑顔を失い、急に真っ赤になった頰を両手で覆おおった。


「ごごご、ごめんなさい！　私、料理と可愛い物には目が無くて。時々自分を抑おさえられなくなるんです……！」


　……なんだかよく分からないながら、もの凄すごい告白を聞いてしまった気がする。


「思ったより、個性的なお嬢じようさんだったね」


　碓氷が、俺に苦笑いを向ける。小春さんはシュンとしていた。御剣が場を仕切る。


「ほら、水那斗が戻もどってきたんだから、話を続けるわよ。水那斗、座って」


　こくん。


「わかった」
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　　　　◆





　改めて絨じゆう毯たんの上に輪を作る。並び順はさっきと同じだが、まだ顔が少し赤い小春さんが、輪からちょっと離はなれて小さくなっているように見えた。誰だれも喋しやべり出さないので俺が口を開く。


「で、御剣、どういう事だったんだ。今のは」


「『どういう事だ』は、むしろこっちの台詞せりふね」


　御剣が呆あきれた顔を向け、お手上げといった感じに手を振ふる。


「アタシは自分の術、つまりアタシが書き換かえた《理ことわり》を元に戻したつもりはない。なのに、あんたが一言喋っただけで、その術が勝手に破られたのよ。犬海、あんた何者なの？」


「ちょっと待て、俺は今疑問を口にしただけで──」


「タマキは例外的イレギユラーなの」


　俺の言葉は、別方向から遮さえぎられた。


「タマキは、あらゆる魔術の『外』にいるの」


　るうるだった。ウサギのフードを外して、頭の両側の薔薇ばらの髪かみ飾かざりの位置を直していた。


「しかも、タマキは魔術で書き換えられた《理》の、本来あるべき姿を口にする事で、その魔術を破る事が出来るの」


「そんな話、聞いたこともない！　ただの言葉に魔術を破る力がある筈はずが無いわ！」


　御剣が責めるように言うと、るうるが俺を指差す。


「タマキが実例」


「っ！…………」


　釈しやく然ぜんとしない感じで御剣は黙だまった。やがて、小さく息を吐ついてから立ち上がる。


「まあ、犬海の事は後で考える。今は勝負が先。水那斗、アタシは先に始めるから、後の説明はお願いね」


　こくん。


「分かった」


　御剣はるうるに頷うなずき返した後、俺の方に鋭するどい視線を向け、そして居間から出て行った。


「あ、待って下さい。案内します」


　慌あわてて小春さんが立ち上がり後を追う。俺はあぐらに肘ひじをついて、るうるを見た。


「──で、俺は何をすりゃいいんだ？」


　るうるは女の子座りのまま、絨毯の上をずずずと滑すべって、俺の前に来た。


「言乃が言ってたと思うけど、この空間に、多分なにかの魔ま術じゆつがかかってる。わたし達もその魔術の場の中にいるから、歪ゆがめられた《理》がなんなのか分からない。それを当てるの」


「誰だよ、そんな迷めい惑わくな事をした魔ま術じゆつ師しは」


　るうるはふるふると首を振る。


「魔術師とは限らない」


「なんで？」


「魔術は、意志の力。専門の教育や訓練を受けなくても、意志の強さによっては、魔術が発動する事がある」


「意志の力？」


「想おもいの強さ、とも言う」


　ふむ。俺は頭を巡めぐらせる。そういえば、さっきの小春さんの話の中に、小春さんへの想いが一ひと際きわ強そうな輩やからが登場していた。るうるに聞いてみる。


「もしかして、ストーカーが魔術を使ったって言うのか？」


「うーんと、その可能性がある、くらい。魔術を特定しないと分からない」


「魔術を特定出来れば、解決って事になるのか」


　こくん。


「お前には、その特定ってのが出来るのか？」


「時間さえかければ。魔術師は、他ほかの魔術師が作った《理》に気づきやすいの」


「なんだよ。それ勝負が見えてるだろ。御剣は学年二位だっけ？　すげえ魔術師なんだろ？　俺は今日初めて目の前で魔術を見たんだぜ？　なにが魔術で、なにがそうでないかなんて、分かるわけ無いじゃんか」


「そんな事は無い」


　瞳ひとみが大きくなる。るうるの言葉には、確信20％が加味されていた。


「キミなら、分かる。キミは、あらゆる魔術の『外』にいるから。魔術師でも気づけないような《理》の歪みだって、キミは見つけられるよ」


「どうやって？」


　俺の質問に、るうるは人差し指を顎あごに当てて考える。そして顔を上げた。


「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅと同じ」


「どういう意味だ？」


「あのゲームでは、出題者が作った《ルール》を当てる。ここでは、誰かが魔術で作った《理ルール》を当てる。同じ事」


　るうるは絨じゆう毯たんに両の手をついて、体ごとこちらに乗り出してきた。


「キミは、観察力が鋭い」


　至近距きよ離りに迫せまったるうるの顔は、無表情ながら、その大きな瞳には期待70％が見え隠かくれしていた。こんな近くで、そんな目で見つめられると、焦あせる。どうでもいい補足を加えるならば、パジャマの胸むな元もとが開いていて、色々と目に毒だった。


　しかしそんな事で動どう揺ようしている訳にもいかない。るうるは俺が勝つ方に賭かけている。俺が負けたら、るうるは魔術クラスに戻もどらなければならないんだ。


　首筋をかき、考える。


　そして、右手を拳こぶしにして、るうるの前に出した。そして、聞く。


「俺の勝負ゲームに、乗るか？」


　るうるの顔に、一いつ瞬しゆんだけ嬉うれしさが広がった。そして、小さな拳をこつんと合わせてくる。


「乗る。大だい丈じよう夫ぶ。キミならきっと出来るよ。だってキミは」


　言葉を切る。そして、るうるは俺の目を見た。


「キミは、わたしを見つけたんだから」


　るうるらしからぬ優やさしい物言いに、何故なぜか俺は照れた。照れたので立ち上がる。


「わかったよ。要するに、この家の中だけで働いている《ルール》を見つけりゃいいんだな」


　こくん。


「そう」


　正直、勝負と言われて困こん惑わくしていたが、ゲームなんだと思えば、多少は気が楽になった。


　体を伸のばしてから、俺は小春邸ていの探たん索さくを始めた。





　　　　◆





　とは言いつつも、何を調べればいいのかさっぱり分からなかったので、俺に出来た事は、せいぜい御剣の後ろを歩いて、小春さんが部屋の説明をするのを一いつ緒しよに聞くくらいだった。


　ついでに言えば、家が小さいので、調べる場所というのもほとんど無かった。これまで見た玄げん関かん、玄関から続く廊ろう下か、絨毯の敷しかれたリビングを除けば、残りはトイレ、洗面所、風ふ呂ろ、台所と、もう一部屋だけだった。


　トイレ、洗面所、風呂と特に不ふ審しんな所は無かったので、次は台所である。狭せまい台所に小さなダイニングテーブルが置かれている。流し台は綺き麗れいだった。「このコンロ、三つ口だったらもう少し料理がしやすいんですけど」と小春さんが御剣に言っていた。流し台やコンロの下の開き扉とびらを開けてみたが、包丁と鍋なべが置かれているだけで、怪あやしげな物は特になかった。


　そして、最後の一部屋には、結局入る事が出来なかった。俺達が入ろうとすると、小春さんが体を張ってそれを止めたのだ。


「こっ、ここは、ぷぷぷ、ぷらプライベートな空間なので、入っちゃ駄だ目めです！」


　男性恐きよう怖ふ症しようを我が慢まんしてでも俺の前に仁に王おう立だちしたくらいなので、よっぽど見られたら困る物が並んでいるのかと逆に気になった。ちなみに、御剣の入室も断られたので、男には見られたくない部屋、という訳では無いらしい。


　そんなこんなでリビングに戻ってくる。絨毯の上ではピンクウサギ姿のるうるとブレザーを脱ぬいだ碓氷が寝ねっ転がって、お互たがいが立てる親指の本数を当てるゲームをしていた。あれはなんてタイトルだったかな。碓氷がこちらを見もしないで聞いてくる。


「お帰りー。収しゆう穫かくはあったかい？」


「特になにも。お前は手伝わないのか？」


「女の子の部屋に入れるのなら、モチベーションも上がるんだけどね～」


　そうだった。こいつは最初はついてきたのに、小春さんの言う「プライベートな部屋」に入れないと分かるや否いなや、さっさとリビングに戻ったのだった。


　リビングの入り口で碓氷達を見下ろしていた俺の横を御剣が通り抜ぬける。心なしかイライラしているように見えた。手で下腹部のあたりを押さえている。腹でも減ってるのか？


「確かに魔ま術じゆつの痕こん跡せきは感じるのに……。さりげなさすぎて分からないのかな」


　そんな事を言いながら、リビングをゆっくり歩く御剣。


　俺はというと、何かあるとしたら多分このリビングだろうと思っていた。というのも、ここに入ると首の後ろがチリチリして痒かゆいのだ。


　るうるの時も、御剣の時もそうだった。どうも俺の首筋は魔術的な違い和わ感かんを抱いだくと、不快感を発生させるらしい。


　首筋を撫なでながら、リビングを注意深く観察する。


　家具はほとんど無い。絨じゆう毯たんと、テレビと、電話。タンスの中は──俺と碓氷は触さわるのを拒きよ否ひされた為ため──御剣しか見ていないが、小春さんの服が入ってるだけで異常は無いとの事だった。念の為絨毯の端はしをめくってみるが、フローリングの床ゆかに変わったところは無かった。


　窓に近づいて、外を見る。ベランダにも怪しいところは無い。


　なにもかかっていない物もの干ほし竿ざおを見上げていると、背中にるうるの声が当たった。


「……女子高生の洗せん濯たく物ものが干してあるのを期待した。３ptポイントダウン」


「そんな期待はしてねえっ！」


　振ふり返って怒ど鳴なるが、るうるは俺の方を見てもいず、碓氷と親指上げ下げゲームに熱中している。「いっせーのーせ、２！」とか、楽しげなかけ声がリビングに響ひびく。


　春の陽光が、絨毯に寝っ転がった二人を明るく照らしている。その二人をまたぐように、俺の細長い影かげが伸びていた。


　違和感がある。


　この光景に、違和感がある。


　しかし、それがなんなのかが分からない。


　首筋のちりちりは増していたが、俺は答えにたどり着けずにいた。


　そもそも、仮にそのストーカー野や郎ろうがこの空間の《理ことわり》とやらを改変していたとして、それはストーカー野郎にとってどんなメリットがあるんだ？


　いや、違ちがうな。逆に考えよう。


　この空間の《理》を、どんな風に書き換かえると、ストーカー野郎は得をするのか？


　部屋を見み渡わたす。絨毯とタンス、テレビと電話。遊んでいる二人。御剣は壁かべに寄りかかって考えに耽ふけっていて、小春さんは所在なげに立っていた。


　後ろを見る。窓。何も無いベランダ。差し込む春の日差し。眩まぶしい。


　眩しい。





　頭の中を、風が吹き抜けた。意識が、スッとクリアになる。


　そして、一つの事に気づいた。





「……分かったぞ」


　俺が部屋の中を向くと、四人が一いつ斉せいに俺を見た。


　床に寝転がっていた碓氷が起き上がり、嬉うれしそうに俺を見た。


「分かったって、魔術がなんなのか、分かったのかい？」


　俺は黙だまって頷うなずいた。


「タマキ」


　顔だけ振り向いたるうるが、上うわ目め遣づかいで言った。


「それを、言葉にしてみて」


「ああ」


　小さく深呼吸。


　そして、俺はようやく気がついた違和感を、この場にいる誰だれもが不自然に感じていなかったその違和感を、言い換えれば、本来そうであるべき《理》を、告げた。





「《このリビングには、カーテンが無い》」





　ぱちん。





　大きなシャボン玉がゆっくり割れる音がした直後、碓氷が急に立ち上がって驚おどろく。


「ホントだ！　なんで気づかなかったんだ！　女の子の家なのにカーテンもレースも取り付けていないなんて！」


「う、うそ……！　わ、私、なんで、カーテン外しちゃったの!?」


　小春さんが両手を口に当てて呟つぶやく。目が大きく開いて、陽光が直接室内に降り注いでいる窓を見つめていた。


　御剣が、じっと俺を見ている。そして、


「どうやって、気づいたわけ？　一応、聞かせて」


　と言った。俺は今さっき思いついた事を説明した。


「ストーカー野郎がかけた魔術なんだとすれば、それはストーカーにとって意味のある魔術の筈はずだ。けれど、ストーカーは部屋の中までは入って来られない。部屋の中に入れないストーカーがその部屋に魔術をかけるなら、それは外から中を見やすくするようにだと思ったんだ」


「なるほど！」


　碓氷が窓に近づき、外を見る。この部屋は一階。ベランダの外は植え込みがあって、その先は道路になっていた。


「確かに、これなら、この部屋は外から丸見えだ」


「ぜ、全然気づかなかった。わ、私、ずっと外から見られてたの……!?」


　小春さんの顔が真っ赤になり、へなへなと床ゆかに座り込む。倒たおれそうになるのを、そばにいた御剣が支えた。


「なるほど、筋は通ってる」


　御剣が頷いた。そして小春さんに話しかける。


「カーテンを捨てたのかしまったのかは分からないけど、とりあえず窓は段ボールか何かで塞ふさいでおけばいいわ。早いうちに、ちゃんとしたカーテンをつけるのよ」


「はい……そ、そうします……。……あああ、あのあの！」


　小春さんは慌あわてたように立ち上がって俺の方を向き、真っ赤な顔でお辞じ儀ぎした。


「ありありがとう、ございました！」





　　　　◆





「いやはや、見事に一件落着だね、タマぴょん」


「お前はるうると寝ねっ転がって遊んでただけだけどな」


「妬やくなよ」


　くだらない事を言う碓氷にキックで返す。碓氷は器用にカバンで受け止めた。


　小春さんに何度も「ありがとうございます」と言われながら家を出て、俺達四人は帰宅の途とについた。とはいえ、駅もバス停も学校の近くにあるので、そこまではみんな一いつ緒しよだ。


　さっきまであんなにいい天気だったのに、いつの間にか空は雲に覆おおわれていた。早めに帰った方がよさげだ。


　俺は、多少ながらも達成感に包まれていた。ご機き嫌げんだった、と言ってもいい。


　ゲームとしての勝負に勝った事も楽しかったし、なんだかよく分からない自分の力とやらが、人様の役に立ったのも嬉しかった。後ろで碓氷の隣となりを歩いている御剣が、微び妙みように浮うかない顔をしているが、まあ色々思うところがあるのだろう。気にしない事にする。


　ご機嫌な理由はもう一つあった。隣を歩くるうるの表情が、部室でゲームをしている時のように明るいのだ。今にもスキップでも始めそうな雰ふん囲い気きだった。こいつがこういう顔をしているのを見ると、何故なぜだか俺の気分も高こう揚ようする。理由は不明だが。


「いやあ、タマぴょん凄すごかったね！　ねえ、るーちゃん！」


　碓氷が呼びかけると、るうるは楽しげに振ふり返った。


「うん！　凄かった！」


　それから俺を見上げて、あの目を三日月状にした笑え顔がおを見せた。思わず、どきりとした。


　そして、るうるは逆三角形の口で、こう言った。


「やっぱりマルは凄いよ！」





　ガツッと、背中に棒を差し込まれ、身動きが取れなくなったような錯さつ覚かくに陥おちいる。





　それは、普ふ段だんなら単に読み間ま違ちがえられただけか、俺の嫌きらいな呼ばれ方を敢あえてされたに過ぎず、しかも昔から言われ続けていた事だったから、適当にスルーする事ができる筈だった。


　だが、それを口にした直後、るうるが珍めずらしく瞳ひとみを大きく開いて動どう揺ようし、慌てて両手で口を塞いだものだから、俺の思考は一気に結論に達してしまった。


　今、るうるは、犬いぬ海かい丸たまきではない、誰だれか他ほかの「マル」と、俺を、呼び間違えたんだ。


　そして、それに気づいた直後、俺の口は理性よりも早く動いていた。


「マルじゃねえって言ってんだろっ！」


　自分でも驚くほどの大きな声が道に響ひびく。そして、言った直後に後こう悔かいした。


　びくっと全身を震ふるわせたるうるが、今にも泣き出しそうな顔に変わっていったからだ。


　と、「ぽんっ」と音がして、るうるの頭上にあの巨きよ大だいな黒い三角帽ぼうが現れ、ぽすんと落ちた。帽子のつばを両手でぎゅっと握にぎって顔を隠かくす。わずかに見える口元が動いた。


「……ごめんなさい」


　絞しぼり出すようなその声が聞こえると同時に、るうるはくるりと向きを変え、走り出した。


　るうるが角を曲がって姿を消すまで、俺達三人は動けずにいた。恐おそる恐る碓氷が言う。


「あだ名で呼ばれたからって、そこまで怒おこる事は無いんじゃないかな、タマ……ぴょん？」


　俺は、


「……すまん」


　としか、返せなかった。





　ポツン。





　肩かたに滴しずくが落ちる。


　それまで、じっと俺を見ていた御剣が、ポツリと言った。


「雨になるわね。早く帰るのよ」
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　第四章　四月十一日（木）　ねこのあしあと







　翌日、るうるは学校を休んだ。





　午後三時半。昨日の夕方から降り続いている雨を、遠くの窓越ごしにぼんやり眺ながめている間に、ＨＲが終わった。下校時刻だ。


　京野先生によれば、るうるは風邪かぜで寝ね込こんでいるらしい。昨日小春さんの家でスポーツドリンクを頭から被かぶったせいで、体を冷やしたのだろうか。着き替がえる前にシャワーを浴びさせるべきだったかもしれない。今いま更さら遅おそいが。


　俺は、朝からもやもやしていた。いや、違ちがうか。昨日るうると別れた後からずっとだ。だが、どうしてもやもやしているのか自分でもよく分からなかった。


　怒ど鳴なった事を後悔しているのか？　るうるの事をまだ怒っているのか？　それとも──


　──マル。


　誰だれなんだ、そいつは。


　いや違う。なんでそんな知りもしない奴やつの事を気にしなきゃならんのだ。理由が無い。


　じゃあやっぱり後こう悔かいしているのか？　怒っているのか？


　そんな感じにもやもやがぐるぐる回り続けていて、雨雲が体の中からもわき出しそうな勢いだった。


　俺がピリピリしているのを察したのか、碓氷も今日はほとんどちょっかいをかけて来なかった。こういう時に黙だまっていてくれるのは、正直に言って、助かる。


　さて、今日はどうするか。部長がいない以上、欧おう文ぶん研の活動も休みだろう。なにせ、るうる以外に誰もあの部屋の鍵かぎを持って無いんだから。


　ということは、俺がやるべき事はカバンを持って立ち上がり、そのままバスに乗って帰宅する事だ。しかし、俺は教室の壁かべに寄りかかってぼんやり雨を眺めていた。


　もやもやが、ループしている。


　今からでも、部室に行けば、るうるがそこにいるような、そんな気がしていた。


「……なにショボくれた顔してんのよ」


　右斜ななめ上から不ふ機き嫌げんそうな声がする。見上げると、机の向こうで和風美人が腕うでを組んで立っていた。俺を睨にらんでいる。


「……御剣か」


　教室の前の入り口から入ってきたらしい。教室にはまだ半分くらい生徒が残っていて、にわかにざわめき出す。「言乃様よ！」「私達の言乃様がこんな近くに！」「なんで一いつ般ぱんクラスに？」「犬海と知り合いなのか？」とか、そんな感じだ。


「そういえば、お前、有名人なんだよな」


「なによそれ」


「いや、制服違うし、背高いし、それに美人だから、目立つなと思って」


　俺がぼんやり言うと、御剣は顔を少し赤くして、すぐに怒おこった顔をした。


「突とつ然ぜんなに言ってんのよ！　お世辞なんかいらないし、そんなぼやっとした顔で言われても、少しも嬉うれしくなんかない」


　別にお世辞では無いんだが、面めん倒どうなので訂てい正せいしなかった。


「で、なにか用なのか？」


「水那斗から伝言よ。まったく、なんでアタシがメッセンジャーしなきゃいけないわけ？　犬海、あんたいまどき携けい帯たい持って無いんだってね。高校生なんだから携帯くらい持ちなさいよ」


「考えとく。それで、伝言てのは？」


「『今日の部活はお休み』だって。分かってたと思うけど、一応ね」


「分かった。さんきゅな」


　もう用事は終わった筈はずだが、御剣は腕組みポーズのまま動かない。


「まだ、なんかあるのか？」


「……なんでもない。じゃあね」


　御剣はまだ何か言いたそうな顔をしていたが、黙って身を翻ひるがえし、去っていった。俺は再び窓の方に視線を向け、呟つぶやく。


「碓氷」


　後ろの席で俺と御剣のやりとりを楽しそうに聞いていた碓氷が答える。


「なんだい？　タマぴょん」


「お前の携けい帯たいには、るうるからの伝言が届いてたんじゃないのか？」


「うん、届いてた。いや驚おどろきだね。たった今気づいたよ」


「噓うそつけ。御剣をここに来させる為ために、わざとるうるに返事しなかったんだろう」


　で、碓氷にメールが届いてないかもと思ったるうるは、御剣経由で俺に伝言を頼たのんだのだ。


「あはは、鋭するどいな。タマぴょんが朝からそんなだから、御剣さんにシャキッとさせてもらおうと思ってね。それに男なら、美人を愛めでれば誰だれだって元気が出るだろ？」


　ため息をつく。


「それだけか？」


「まあ、僕が美人を愛でたかったというのが本音だけど」


　友情はかくも美しい。


　部室に行ってもるうるはいない。分かっていた事だが、これで確定した。


　俺は今度こそカバンを摑つかみ、立ち上がる。


　帰ろう。





　　　　◆





　電車組の碓氷と別れ、バス停の大きな屋根の下に入り、傘かさを閉じ、バスを待つ列に並ぶ。


「お、マルじゃん」


　偶ぐう然ぜんにも、俺の前に並んでいたのは従姉妹いとこの晶だった。


「マルじゃねえ、タマキだ」


　やっぱり、これくらいでは頭に来たりしない。るうるにだって、あのタイミングで言われなければ、怒ど鳴なったりはしなかった筈だ。


　だからこそ、なおさら後悔の念が強まる。そうか、やっぱり後悔してるんだな。俺は。


「マル、部活に入ったんじゃないの？　こんな早く帰るのなんて若じやつ干かん疑ぎ問もんる」


「今日は部活無いんだよ。お前こそどうなんだよ」


　確か、晶は女子ラクロス部に入部した筈だ。


「晶も今日はお休み。うちの部はお気楽だから、雨の日は部活ないの」


「室内トレーニングとかしないのかよ」


「あんまり真面目まじめに運動やってる人いないの。どっちかというとメインは友達交こう流りゆうる」


　あまり高校の体育系部活らしくないが、まあそんなもんなんだろう。


　俺が言葉を切ると、晶は俺の顔を覗のぞき込んできた。


「なんだよ」


「元気が無い。マルらしくない顔してる」


「んなこたねーよ」


「へっへーん。そんなへたっぴな心の隠かくし方したって、晶には全然無む駄だる」


　晶はカバンからさっと携帯を取り出した。そして言う。


「マル、魔ま女じよと喧けん嘩かしたんでしょ」


「なっ！」


　思わず声が漏もれてしまう。晶はニヤニヤとこちらを見上げて、携帯をぷらぷらと振ふった。


「『噂うわさ屋や』の情じよう報ほう網もうをなめんなよ？　別に晶はサービス使ってるだけだけどさ。魔女が今日風邪かぜで休んでる事だって周知の事じ実じつる」


　俺は呆あきれるしかなかった。と、そこにバスが到とう着ちやくし、自動扉とびらが開いた。


　屋根の下にいた人たちが、バスの中に入っていく。俺の前を歩く晶が先に中に入り、続いて俺が階段に足をかけ──





　どごっ。





　──ようとした時、晶が俺の胸を蹴けり飛ばした。


　バス停の屋根の下に吹ふっ飛び、背中から落ちる俺。慌あわてて立ち上がって怒鳴る。


「いきなりなにすんだお前はっ！」


「はーい！　あんたはコレ乗っちゃだめー！」


　晶の口調がいつもと違ちがっていた。なんと言うか、無む理り矢や理り明るく振る舞まっているような。


「だからなんなんだよ！」


　と、晶は、バスの中から俺にメモ用紙を突つきつけた。なにやら書いてある。晶の字だ。


「なんだ、これ？」


「魔女の住所」


「……え？」


「行ってあげな。お見舞い」


　晶は俺の胸むな元もとにメモを押しつける。


「この情報、『噂屋』で買うの、大変だったんだぞ？」


「お前……」


　俺は、メモを受け取るしか無かった。こみあげてくる感情を言い表す言葉が無く、ただ、


「……さんきゅな」


　としか、言えなかった。


　晶は、ニカッと口を広げて笑った。右手でピースを作り、頭の横でポーズを決めた。


「幼なじみの友情に、感謝しろよ？」


　ガシャァ。タイミングよく扉が閉まった。バスが出発する。


　俺は、メモを握にぎりしめた。





　　　　◆





「…………ん？」


　雨の中を歩く事二十分強。晶からもらった住所のメモと、地図の看板を頼たよりに住宅街を進み、小春さんの家よりもう少し奥まで入った所に、それはあった。


　……喫きつ茶さ店てんが。


「ここ、だよ、な？」


　メモの住所の場所には、「ねこのあしあと」というひらがなの看板がかけられた、小さな駐ちゆう車しや場じよう付きの喫茶店が建っていた。雨の中、並んだ窓から煌こう々こうと明かりが外に漏れている。


「るうるが住んでるのか？　ここに？」


　メモの住所は間ま違ちがいなくここだった。メモが間違ってたのか？　そうかもしれないが……。


「……行くか」


　ここまで来たのだ。一応、確かく認にんしよう。俺はそろそろと、店に近づいた。


　駐車場の中まで入ると、並んだ大きな窓を通して店内がなんとなく見えた。黒いネコミミとネコシッポを付けたウェイトレスが、窓まど際ぎわのテーブルを拭ふいていた。窓に水すい滴てきが落ちていて、表情までは分からなかった。奥にはカウンターがあって、そこにも人がいるように見えた。


　入り口に到着。扉に手をかけた時、自分が割と緊きん張ちようしている事に気づく。


「気合いを入れろ」


　自分に言い聞かせて、扉を開け、一歩中に入る。


　クラシックが流れる店内は、客がいるようには見えなかった。余計に緊張する。


「あの、すみませ──」


「いらっしゃいませ～っ♪」


　妙みようにテンションの高いウェイトレスの言葉によって、無駄に気合いの入った俺の挨あい拶さつがかき消され、力が抜ぬけた。と、同時に、足あし下もとがつるりと滑すべった。





　こてん。





　前に転ぶ。バス停といい、今日は転がってばかりだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　ウェイトレスが駆かけ寄ってしゃがんだ。転んだ俺の視界には、靴くつの先しか見えなかったが。


「床ゆかが濡ぬれてたのかしら、申し訳ありません！」


「い、いや、こっちの不注意だから……」


「どうぞ、立てますか？」


「ああ、うん。大丈夫」


　差し出された細い手を摑つかみ、起き上がる。


　ウェイトレスの制服は、スカートが不必要に短かった。あと、肩かたと胸元も不必要に開いていた。しゃがみ込み、こっちを覗のぞき込まれると、いろんな物が主張されて視線がふらついてしまう。また、ネコミミとネコシッポも良いアクセントになっていて、彼女の和風美人な顔立ちを可愛かわいげに強調して──


「──って、お前、御剣かっ!?」


「げっ！　犬海！」


　ネコミミを付けたウェイトレスは御剣言乃だった。明らかに「マズい奴やつに見られた」という顔をしている。俺は俺で、突とつ然ぜんの状じよう況きように思考が追いつかない。


　お互たがいに絶句し、身動きが取れないでいた。


　と、カウンターの奥から男の人の声が響ひびく。


「ん？　言乃の彼氏か？」


「んなわけないでしょバカマスター！」


　御剣が瞬しゆん時じに否定する。「マスター」と呼ばれた男の人が、カウンターの脇わきをくぐり抜けて、こちらに歩いてきた。


　声からも感じたけど、若い。こんな喫茶店のマスターにしては、まだ二十代前半くらいに見える。オールバックの髪かみ型がた、大きくて細いタレ目、口の端はしを吊つり上げた笑えみと、ニヒルで渋しぶい仕草をしているのに、それが全部揃そろうと何故なぜか子供が背せ伸のびしてワルぶっているようにも見えた。顔は間違いなくイケメンの部類に入るのだが。


　ジーパンにポロシャツの上から適当にエプロンを着ているマスターの格好は、完かん璧ぺきなネコミミウェイトレスと化している御剣とは対照的だった。


　言乃の後ろに立ったマスターは、顎あごに手をあてて考える。そして、少し目を細めた。


「じゃあ、姫ひめの彼氏か？」


「ひ、姫？」


　俺が動どう揺ようすると、御剣がフォローした。


「水那斗の事よ」


「ち、違ちがいます！　俺は単に見み舞まいに！」


「！　そうかそうか！　おい言乃どけ」


「ちょっと触さわるなスケベオヤジ！」


　マスターは御剣の抗こう議ぎも気にせずに、彼女の腰こしを摑つかんで軽々と持ち上げ、横に動かした。結構な筋力が無ければ出来ない所作だ。


　御剣が横にどいた──どかされた──ので、俺のすぐ前にマスターが立った。


「名前は？」


「犬海、丸ですけど」


「ふむ。タマキ君ね」


　マスターは腰を曲げ、俺の体を上から下まで舐なめ回すように観察した。な、なんだ？


　やがて、マスターは頷うなずくと、俺の両の二の腕うでをガシッと握にぎった。そして言う。


「よし、合格」


　……なにが？　マスターは笑みを浮うかべた。


「なかなかの好青年だ」


　今、俺は何をジャッジされたのだろう。言いしれぬ不安を感じずにはいられない。


　マスターは俺から手を離はなし、天てん井じようを指差した。


「今、姫は眠ねむっててね、もう少し寝ねかしてやりたいんだ。起きるまで下で待っているといい。うちのコーヒーを一いつ杯ぱいサービスしよう。っと、コーヒーは飲めるか？」


「……ブラックで無ければ」


「上等。奥の四人にん掛がけの席を使え」


　俺にそう言うと、マスターは背を向け歩き出した。俺は慌あわてて呼び止める。


「あのっ！」


「なんだ？」


「るうるの、じゃなくて、水那斗さんの、お父さんですか」


　マスターは膝ひざをカクッと折った。そして、苦く笑しようしながら俺を見る。


「俺、まだ二十四歳なんだけど」


「あ！　すみません！」


　腰を折って謝る。


「いいっていいって。俺は姫の叔父おじ。あいつ、今は俺んちに居い候そうろう中なんだわ」


　マスターはそう言ってまた歩き出し、途と中ちゆうで御剣の肩をポンと叩たたく。


「言乃も休きゆう憩けいしていいぞ。タマキ君の相手してやんな。どうせこの雨じゃ客なんか来ねーし」


「……了りよう解かい」


　マスターがカウンターの裏に消えても、俺はまだ動けずにいた。まだ少し顔が赤い御剣が、腕を組んで俺に命令する。


「つったってんじゃ無いわよ。さっさと奥の席に行きなさい。コーヒー持ってってあげるから」


「お、おう」


　言われるままに俺は喫きつ茶さ店てんの中に入った。





　　　　◆





「お待ちどおさま」


　ガシャン、と、コーヒーカップが乱暴にテーブルに置かれる。そして、そんな客を客とも思わぬ応対をしたネコミミウェイトレスは向かいの席にどっかと座った。まあ、厳密には俺は客では無いわけだから、いいのか。


　ちなみにコーヒーカップは二つあって、もう一つは御剣の前に置かれていた。御剣は恥はずかしさを堪こらえて座っているように見えた。ウェイトレス姿を見られるのが嫌いやなのか？


　マスターはカウンターの陰かげに隠かくれて、ここからは何をしているのか見えなかった。


　とりあえず、何か喋しやべろうと思い、俺は口を開く。


「あの──」


「まず初めに」


　いきなり遮さえぎられた。御剣が赤い顔をして俺を凝ぎよう視ししている。


「あんたに言っておきたい事がある」


「なんだ？」


「アタシがここでバイトしてる事、誰だれにも言わないで欲しいの」


「はあ？」


「あんたも知ってるでしょ。御剣言乃は学校ではちょっとした有名人なの。バイトの事がばれたら、ここに人が集まっちゃう。困るの」


　俺はぽかんとして御剣を見た。それで繁はん盛じようするなら、この店の為ためにもいい事なんじゃないだろうか。現に今この店には俺しか客がいない。いや、俺は客じゃないから、来客はゼロだ。


　そう茶ちや化かそうとしたが、御剣は真しん剣けんな表情のまま目をつむり、顔の前で手を合わせた。


「お願い！　黙だまっててくれたらなんでもするから！」


　赤い顔。ぴったり合わされた手。懇こん願がん。そこまでされて、俺がそれを拒きよ否ひ出来る筈はずも無い。


「……言いふらしたりなんかしねーよ」


「ホント!?」


　顔がぱっと上がり、ネコミミがぴょこんと跳はねた。学校の時とのギャップにクラクラする。


「ああ。約束する」


　御剣は手を下ろし、ふうと息を吐はいた。心から安心しているように見えた。


　だから俺は、次の言葉を口にするのに躊ちゆう躇ちよがあった。


「あのな、その代わり、って訳じゃないんだが……」


「なに？」


　御剣の目を見て聞けないのが、我ながら情けなかった。


「『マル』って誰なんだ？　お前、知ってるか？」





　沈ちん黙もく。





　顔を前に向けると、御剣はじっと俺を見ていた。そして「ふむ」と呟つぶやく。


「いいわ。バイトの事を黙っててくれる交こう換かん条件に、アタシが知ってる事を話してあげる。でも、アタシもマルには会ったこと無い。水那斗から話を聞いただけ。それでもいい？」


「……ああ」


　御剣は、テーブルの上で手を組んだ。


「水那斗のあだ名っていうか、二つ名の事、知ってる？」


「え？」


　急に聞かれて戸と惑まどう。「マル」の話じゃないのか？


「……ああ。ええと、『世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ』だっけ？」


「そう。それ、どういう意味だか分かる？」


「意味？　いや、わからん。でも、ものすげー強力な魔ま術じゆつ師しってくらいの意味だろ？」


　御剣は小さく首を振ふった。


「違ちがう。その二つ名はね、『世界に災厄をもたらし得うる魔女』って意味なの」


「……なんだ、それ」


「文字通りの意味。ただね、元々その二つ名で呼ばれていたのは水那斗じゃないの。水那斗の、お兄さんなの」


「水那斗の兄貴も、魔術師なのか？」


　御剣は俺の質問に答えなかった。一いつ瞬しゆん下を向いてから、また俺を見た。


「理り操そう魔術の限界って、犬海、分かる？」


「ちょ、ちょっと待て」


　俺は手で制した。ネコミミウェイトレスは、「なに？」と小首をかしげる。


「話が飛びまくって、全然ついていけない」


「あー、それ良く言われる。アタシ自身は必要な話を最小限にまとめて、順番に説明しているつもりなんだけどね。悪いけど、がんばって理解して」


　ああ、こいつは会話の最中に「話は変わるけど」とか「この話はひとまず置いておいて」とか挟はさまないタイプなんだな。


「一応確かく認にんしておくが、最後には『マル』の話になるんだな」


「ええ」


「じゃあ構わない。最後まで聞く。続けてくれ」


　御剣は頷うなずいた。ネコミミがぴょこぴょこ動くのが気になる。あと、大だい胆たんに開いた胸むな元もとが。


「昨日も少し話したけど、理操魔術は万ばん能のうのように見えて、ホントは全然そんな事無いの。なんでかって言うと、大きな《理ことわり》を書き換かえるにはそれに見合う技術と鍛たん錬れんが必要だし、仮に成功しても、術者の集中力が切れれば元に戻もどっちゃうからなのね。あ、コーヒー、冷めないうちに飲みなさい。あのマスター、エロオヤジだけど、腕うでは確かだから」


　言われるままに俺は砂糖壺つぼに手を伸のばし、スプーンで一さじカップに入れた。そして聞く。


「その『元に戻る』ってのが、万能で無い理由だな？」


「そう。例えば、怪け我がした人の痛みを一時的に感じさせなくする事が、魔術では出来る。実際にそういう仕事に従事してる魔術師もいる。でも、術をやめれば痛みはまた現れるし、怪我そのものを治す事は、魔術では出来ないの。せいぜい、新しん陳ちん代たい謝しやを早めるくらいかな」


　御剣は砂糖壺を受け取って、自分のカップに一さじずつ落とす。一さじずつ、次々と。


「って、待て。お前コーヒー一いつ杯ぱいに砂糖どんだけ入れるつもりだ？」


　御剣は澄すました顔で「甘くないとコーヒー飲めないの、アタシ」と答え、かなり中身の減った砂糖壺を戻した。太っても知らんぞ。


　漆しつ黒こくの液体をスプーンでかき回しながら、御剣は話を続ける。
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「今のは極きよく端たんな例だけど、大まかにはどんな状じよう況きようでも一いつ緒しよなの。他ほかに、法的な制限もある。社会人が仕事で魔術を使うには専用の免めん許きよを取る必要があって、しかも使える場所が免許毎ごとに限定されるのね。もちろん、未成年が訓練施し設せつ以外で魔術を使うのは禁止。バレたら補導される。そこまで行動が制限されている割には、現実にはそんなに役に立つ物じゃないのよ」


「未成年は禁止って、お前小春さんの家で平気で使ってたじゃんか。魔術」


「バレなきゃいいのよ」


　しれっと言うネコミミウェイトレスだった。俺の視線に気付いて御剣はカチューシャを摑つかむ。


「さっきからなんでこれに注目してんのよ。ああもう、これ座ってると邪じや魔まくさいな」


　と、ネコミミカチューシャをすっと引き抜ぬき、テーブルに置いた。ちょっともったいない。


　ただのウェイトレスになった御剣はまたスプーンを回し始める。砂糖が溶とけないのかも。


「そういうわけで、理操魔術は、その特とく殊しゆな性質にも拘かかわらず、『たいして使えない』という理由で、一いつ般ぱん社会に受け入れられているの」


　御剣はそこで回していたスプーンを止め、


「でもね」


　と、呟いた。


「もし、そんな制限を持たない魔術師がいたら、この社会はどうなると思う？」


　冷たい声だった。


「もし、一度《理》を書き換えると、それが恒こう久きゆう的に維い持じされるような魔術を使える人がいたら？　それはつまり、世界を書き換えてしまうに等しい。そんな事はあってはならない。魔術は、そこまで強力な物であってはならないのよ。そこまで強力な物で無かったからこそ、魔術は今日まで人類社会と共存して来られたのだから」


　御剣は徐じよ々じよに早口になり、その声は少し上うわ擦ずっていた。


「仮に、そんな魔術があったら。仮に、そんな魔術を使える魔ま術じゆつ師しが存在したら。その時は、これまで保たれてきた魔術と人類社会との均きん衡こうが崩くずれてしまう。それは、絶対に許されない事。そんな魔術はあってはならないし、そんな魔術が使える魔術師は、いてはならないのよ」


　御剣は同じ言葉を何度も繰くり返した。そんな魔術があってはならない。そんな魔術師がいてはならないと。俺は、ようやく御剣の言おうとしている事が分かった。俺は言った。


「その、あってはならない魔術を使える魔術師が存在して、その人がるうるの兄貴なんだな？」


　御剣は、俺の目を見て、頷いた。スプーンをコーヒーから引き抜き、皿に置く。


「十年前に起きた、『レビクシの光教団集団失しつ踪そう事件』って知ってる？」


　また話が飛んだ。しかし最後まで聞くと言ったので、突つっ込まない。


「いや、知らない」


　御剣は急に気が抜けたようにため息をついた。


「あんたって、ホントになんにも知らないのね」


「悪かったな」


「いいわ、アタシが全部教えてあげる。と言っても、これも水那斗に聞いた話だけど」


　ミルクを落としながら、御剣は喋しやべり続ける。さっきよりは、落ち着いた声で。


「レビクシの光教団っていう『魔術師こそが選ばれた人間。魔術師こそが世界のリーダーになるべきだ』ってのを教義にしたカルト集団がいたのね、昔。で、そいつらが、自分達を導く存在になってもらう為ために、全国から優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつの才能を持つ子供達を誘ゆう拐かいしていたらしいの。なんともまあ、迷めい惑わくな話よね」


　御剣はコーヒーを一口含ふくんで、「美味おいしい」と呟つぶやいた。そして、飲みながら続ける。


「で、当時六歳だった水那斗と、十歳年上のお兄さんも、その教団に誘拐されたんだって」


「……大おお事ごとじゃんか」


「そうなんだけど、水那斗達が誘拐された後、事件はすぐに解決したの。警察が教団の秘密のアジトを突き止めて、踏ふみ込んだのね。そしたら」


「そしたら？」


「……アジトには、水那斗とお兄さんしかいなかったの。他には誰だれも、誰一人、いなかった」


「教団の奴やつらに逃にげられたって事か？」


「違ちがう」


　俺の質問に御剣は即そく答とうし、カップを皿に置いた。カチャンと、小さな音が鳴る。


　そして、俺を見つめて、言った。


「水那斗のお兄さんが、全員消してしまったの。魔術によって」


　返事が出来ない。


「教団の人間は首しゆ謀ぼう者しやから末まつ端たんに至るまで、一人残らずいなくなったそうよ」


「そんな……、いくら魔術でも、人を消すなんて事が出来んのかよ？」


　御剣は少し視線を下げ、「不可能じゃ、ない」と答えた。


「前に、世界ってのは《理》の集合だって説明したわよね？　人間だって世界の一部なの。見方を変えれば、人間一人一人を、それぞれ一つの《理》と見なす事が出来る。だから、その《理》を書き換かえる事が出来れば、その人の存在を世界から消し去る事だって、理り屈くつでは出来るの。それだけの能力を持った魔術師であれば」


　室内を流れていた音楽が一いつ旦たん終わり、別の曲に変わった。オーボエの独奏だ。


　御剣は「でもね」と続ける。


「でもね。それはさっきも言ったように一時的な現象に過ぎない筈はずなの。本当に人を消すなんて、世界から人を消し去ってしまうなんて、魔術に出来てはならない事なの。でも、現に人は消えた。しかも大量に。事件が発覚して、しばらくの間は世間はパニックになった。やがて、マスコミがお兄さんの事を『世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ』って呼ぶようになったの」


「なんで男なのに魔女なんだ？」


「さあ。それくらい美しい顔をしてたんじゃない？　見た事は無いけど」


　冗じよう談だんめかして答える御剣だったが、顔から微び妙みように血の気が引いているように見えた。聞いたばかりの俺にはあまり実感が無いが、魔術師である御剣には、そんな力を持つるうるの兄の存在は、とても許容出来る物では無いのかもしれない。俺は聞く。


「それは本当に、るうるの兄貴がやった事なのか」


「警察の取り調べで、本人が自供したって聞いてる。でも、今となってはもう分からない」


「なぜ？」


「取り調べをしている最中に、お兄さん自身も消えてしまったの。自分で、自分を、消したんだわ。きっと」


「……それって」


　自殺じゃねえか、とは、俺は口に出す事はできなかった。ただ、俺の気持ちを察したのか、御剣はぎこちなく頷うなずいた。


　そして俺は、この話の結末が、俺にとって非常にイライラする所にあるらしいと、薄うす々うす感じ始めていた。しかし、最後まで聞かずにはいられない。


「その『世界災厄の魔女』の二つ名が、今はるうるに付けられているのは、何故なぜなんだ」


「ここまで話せばわかるでしょう？」


　わかる。でも、聞かせてくれ。


「……水那斗にもあると言われてるの。その力が。恒こう久きゆう的に世界の法則を書き換える力が、よ」


　俺は、何も言えなかった。コーヒーが冷めてしまうと、頭のどこか別の部分が考えていた。


　正直、これ以上聞きたく無かったが、御剣は喋り続けた。


「実際に確かめた訳じゃないし、水那斗にそれができるという確証はない。ただ、水那斗はお兄さんよりも魔術師としての潜せん在ざい能力が高くて、しかも、お兄さんにも無かった、特別な才能を持ってる。だから、仮にだけど、もし水那斗が既すでに世界の法則を書き換えてしまっていた後だとしても、アタシ達にそれを確かく認にんする方法は無いの」


「確認する方法は無い？　それってどういう──」


　ジリーン。


　俺が身を乗り出すのと同時に、カウンターの奥の電話が古風な音を鳴らした。マスターが取り、なにか話している。そして電話を切ると、マスターがカウンターから身を乗り出してこっちに向かって言った。


「タマキ君。姫ひめが起きた。君に会いたいってさ」


　御剣は小さく息を吐つき、コーヒーカップを手に取った。


「どうぞ。まだ治りきって無いから、早めに切り上げてね」


「ちょっと待て、肝かん心じんな事を聞いてないぞ」


　御剣は「肝心な事？」と、コーヒーを飲みながら聞き返した。


「『マル』だよ。今の話のどこにも出てこなかったじゃねえか」


「ああ、そっか。忘れてた」


「……おい」


「水那斗が教団に誘拐された同じ頃ころに、他ほかの地方からさらわれて来た子の名前が、『マル』なの。水那斗は教団のアジトでその子とずいぶんと仲良くなったみたい。さらわれてきた中で同じ年頃の子がその子だけだったらしくて、お互たがいに、心の支えになったのね」


「他にもさらわれた子がいた？　でも、確かアジトには……」


「そう。警察が踏ふみ込んだ時は、水那斗とお兄さんしかいなかった」


　御剣は、カップに口を付けたまま、俺から目を逸そらし、呟つぶやいた。


「『マル』も、お兄さんが消したのよ」


「っ！…………」


　ゆっくりと、カップが置かれる。空になっていた。


「これでアタシが知ってる話は全部よ。さあ、水那斗の所に行ってあげて」





　　　　◆





　階段を上がった二階の一番手前の部屋をノックすると、籠こもった声で「どうぞ」と聞こえた。


「入るぞ」


　言いながらドアノブを回し、中に入る。他人の女の子の部屋に入るのは生まれて初めて……ってわけでもないな。晶の家には良く出入りしていたか。


　意外というか、想像通りというか、るうるの部屋はいたってシンプルだった。


　白い壁かべ。それほど広くはない空間の奥にタンスと本ほん棚だな。入り口のすぐ側そばには姿見があって、その上に制服がかけてある。あの印象的な薔薇ばらの髪かみ飾かざりも、制服と一いつ緒しよに壁にかかっていた。今は雨雲に覆おおわれている窓の近くに小さな机があって、小箱や写真立てが飾かざってある。俺の立っている所からは、写真に何が写っているのかは見えなかった。


　そして、机の向かい側に、パイプベッドが置かれ、るうるが横になっていた。布ふ団とんからちょこんとでた顔はほんのりと赤く、目は心なしかとろんとしていた。


「ごめんね」


　目が合った瞬しゆん間かん、るうるが謝った。緊きん張ちようした顔で、じっと俺を見て。


　階段を上る間、なんて話しかけようか延々と考えていたのに、その一言で全部吹ふっ飛んだ。


「ベッド、座っていいよ」


「……ああ」


　るうるが少し体を横にずらし、俺はそこに座った。ギシリと、スプリングが鳴る。


「体調、どうなんだ」


「ずいぶん、良くなった」


「そうか」


　沈ちん黙もく。るうるの顔を見たまま、俺は何も言い出すことができずにいた。頭の中では、さっき御剣から聞いた話がぐるぐる回っていた。世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ、るうるの兄貴、失しつ踪そう事件、マル。


　俺はなにを喋しやべればいいのか。俺はなにを喋りに来たのか。思い出せなかったし、そもそもなにも考えていなかったのかもしれない。


「あのね」


　るうるが口を開く。


「これは、この風邪かぜはね、罰ばつなの」


「罰？」


　こくん。枕まくらの上で、小さく首が動く。


「そう。罰。ホントなら、今日こそみんなでゲームが出来る筈はずだったの」


　るうるは「部員も五人集まったし」と付け足した。


「だけど、わたしがタマキのこと、マルって呼んじゃったから、呼び間ま違ちがえたから、罰を受けたの」


「……」


「ごめんね。怒おこったよね」


「いや、いい。怒ってなんかいない。俺も、怒ど鳴なったりして、悪かった」


　赤い顔が、少しだけ緊張から和やわらいだ。熱のせいか知らないが、るうるの表情はいつもよりわかりやすかった。目元が、少しだけ潤うるんだように見える。


「ホントはね」と、るうるは呟いた。


「タマキとマルが別人だって、分かってる。そんな筈が無いんだもの」


「……るうるの兄貴の事、御剣から聞いた」


　こくん。


「そう。お兄ちゃんが、消しちゃったの。マルも。みんなも。だから、タマキはマルじゃない。……でも」


「でも？」


「もし、タマキがマルだったら、お兄ちゃんが、救われるの。そう、願っちゃったの」


　救われる？


　……そうか。


　もし、俺がマルだったら、つまり、この世から消えたと言われている人間が生きていたら、るうるの兄貴は「永久に人を消す」なんて魔ま術じゆつを使っていなかった事になる。るうるの兄貴は、「世界災厄の魔女」なんかじゃないって事になるんだ。


「だから、これは、罰なの」


　るうるは同じ言葉を繰くり返し、自分を責めていた。


　俺は、るうるを慰なぐさめる言葉を、何一つ持っていなかった。無責任に適当な言葉を言う事も出来なかった。


　出来なかったから、俺は体をかがめ、右の手でるうるの頭を撫なでた。


「早く風邪を治せ。それで、部活を再開するぞ」


「……うん」


「せっかく入部したのに、まだなんにもしてないからな。部長のお前がいないと、部室にも入れないし」


「そっか。合い鍵かぎ、作らなきゃ」


　るうるの声が、少しだけ跳はねる。それが、照れくさかった。顔の温度が上がるのを感じて、俺は立ち上がる。


「そろそろ、行くわ」


「うん、来てくれて、ありがと」


「ああ」


「絶対、明日には治すから、ゲーム、しようね」


「無理はすんなよ。あと次からは、頭から水を被かぶったら、着き替がえる前にシャワーを浴びろ」


　こくん。


「気をつける」


「よろしい。じゃあな」


　軽く手をあげて、俺は部屋を出た。





　一階に戻もどると、団体客が入って来た所で、再びネコミミカチューシャを装着した御剣が案内していた。長居するのも悪いので、俺はマスターに頭だけ下げると、店を出た。


　雨は小降りになっていた。家に着く頃ころにはやんでいるかもしれない。


　るうるに感じていたわだかまりは、解消出来たように思う。明日からは、また普ふ通つうに接する事が出来るだろう。風邪が治れば、部活動も再開だ。御剣や小春さんが本当に入部してくれるのかは知らないが、まあ、どちらにせよ、あのメンバーなら退たい屈くつはしないだろう。


　右の手を見る。ぎゅっと握にぎる。


「さ、帰るか」


　少しだけ高こう揚ようした気分で、俺は歩き出した。


　甘かったのだ。俺は。


　次の日、ある一つの問題が解決していなかった事を、俺は知る事になる。
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　第五章　四月十二日（金）　丸の大きな失敗







　明けて金曜日。るうるは自らの宣言通りに全快し、学校に復帰した。そして二日前と同じく、授業中はほぼ寝ねていて、休み時間になると俺にまとわりついて採点作業にいそしんだ。周りの目が気にはなったが、まあ、許容範はん囲いだ。


　放課後、俺と碓氷が化学室の掃そう除じを終えて教室に戻ると、やはりるうるの姿は既すでに無かった。俺達は苦笑いを交かわし、部室へと向かった。


　サークル棟とう四階の一番奥、部室の扉とびらの前に立った時、碓氷が「おや？」と鼻をひくつかせる。


「なんか、いい匂においがしないかい？」


　言われてみれば、部室の方から香こうばしい匂いが漂ただよっていた。


　扉を開けると、その香ばしさが強く流れ出してきた。これは、お菓か子しか？


　女の子が二人、こちらに背を向けてしゃがみ込んでいる。小春さんとるうるだ。小春さんは頭にピンクの三さん角かく巾きんをしていた。肩かたまであった髪かみはポニーテールにして上げていて、三角巾からぴょこんと出している。


　二人は机の脇わきに備え付けられたオーブンを見つめていた。匂いの元は多分それだろう。


　碓氷が体をかがめ、しゃがんでいる二人の間からオーブンを覗のぞき込んだ。


「いやあ、美味おいしそうだねえ！」


「ひやあぁっ！」


　この碓氷という生物には学習能力が無いのだろうか。小春さんは跳はねるように飛び退のいて碓氷から離はなれ、ゲームの棚たなにへばりついた。


　小春さんはセーラー服の上からピンク地のエプロンを着ていた。エプロンが体を覆おおっているわけだが、それが逆に小春さんのスタイルの良さ、特に胸の大きさを浮うき上がらせていた。


　そしてエプロンがスカートの丈たけとほぼ同じなので、短めのピンクのワンピースのようにも見え、そうなるとそこからすらりと伸のびる足、というかふとももの輝かがやきに目を奪うばわれずにはいられない。それはもうしょうがない事だ。うん。


　更さらに加えて三角巾から飛び出て揺ゆれるポニーテールと、真っ赤にして恥はずかしがっている顔。その、なんというか。そう。良い。すべてが、良い。


「鼻の下伸びてる。１ptポイントダウン」


　ああ、なんとでも言いたまえ水那斗るうるよ。今はこの可愛かわいらしさを愛めでる為ためであればどんな評価も受け止めようではないか。それにお前、俺に話しかけていながら体と視線はオーブンに向いたままなのな。


「あああ、あのそのっ！」


　小春さんは、棚にびたっと張り付いたまま、真っ赤な顔でぎゅっと目を瞑つぶっている。


「おおお、一昨日おとといは、ありがとうございましたっ！　カッ、カーテンも、今日届く予定です！　お、お礼というわけでも無いんですけど、もうすぐマドレーヌが出来るから、たたた、たべ食べて下さい！」


　あんまり必死に言われると、なんか、いじめているような気分になってしまう。


「あ、うん。さんきゅな」


　とりあえずお礼を言うと、小春さんはぱっと目を開けて俺を見て笑え顔がおになり、更に顔が赤くなった。そして、慌あわてて真っ赤になった自分の頰ほおを両手で隠かくし、オーブンの前に瞬しゆん間かん移動した。ん？　今のはなんだ？


　小春さんは再びるうるの隣となりにしゃがみ込んで、二人でオーブンを見つめる図に戻もどる。今度は碓氷も学習したのか、るうるを挟はさんで小春さんの反対側にしゃがみ、一いつ緒しよに眺ながめている。


　部屋を見み渡わたすと、窓まど際ぎわに置かれた椅い子すに、御剣が座っていた。昨日の雨はやみ、柔やわらかな午後の日差しが御剣を包んでいた。


　近づいてみる。


　御剣は右みぎ膝ひざを上げて椅子に足を載のせ、その膝を抱だきしめるような姿勢で窓の外を見ていた。一昨日、小春さんの家で取っていたのと同じポーズだ。こいつの癖くせなんだろうか。


　そんな短いスカートで、椅子の上に片膝を持ち上げるなんて格好をしたら、色々と危険な状態になるだろうと容易に予想がつくものの、左のふとももの上に置かれた携けい帯たい電でん話わによって、絶ぜつ妙みような鉄てつ壁ぺきガードが完成していた。隙すきのない女だ。


　携帯電話からイヤフォンを繫つないで、何かを聞いている。わずかに漏もれる音から、最近売れてきたアイドルグループの曲っぽい。御剣の雰ふん囲い気きとあまり合っていないように思えた。


　俺の視線に気づいたのか、御剣が視線だけこちらにちらりと向け、また窓の外に戻した。そして、片耳だけイヤフォンを外す。


「なに？」


　俺は近くの椅子を窓際に持ってきて、御剣の横に座った。窓の外に広がるグラウンドでは、野球部が練習をしていた。かけ声がここまで聞こえる。俺は言った。


「お前、本当に部活に入るのか」


「……勝負だったから。潔いさぎよく負けを認めるだけ」


　こちらを一ミリも見ずに返答。少しして「バイトの無い日だけね」と付け足した。


　俺は「そうか」と言って、椅子の上で体を伸ばした。るうるの様子を見る限り、小春さんのマドレーヌとやらができあがるまでは、今日の部活は始まらないのだろう。少し、ぼんやりしているのもいい。


「ねえ、犬海」


　と、思っていたら御剣が話しかけてきた。伸ばしていた体を起こして横を見る。御剣の視線は、やはりグラウンドから離れていなかった。


「今、呼んだか？」


「呼んだ」


「なんだ？」


「アタシとセックスしない？」


　噴ふきかけた。


　慌てて口を押さえ、入り口の方を見る。オーブンの前では、碓氷がるうる経由で小春さんとの会話を成立させようと奮ふん闘とうしていて、三人ともこちらの会話は耳に届いていないようだった。


　トンデモ発言の主を睨にらみ付けるが、御剣は右膝を抱いたポーズのまま、外を眺めていた。


　俺は小さく咳せきをしてから、答える。


「……いや、しない」


「そう」


　簡潔な返答。しかし、健全な男子高校生である俺の中ではもやもやが溜たまりまくる。


「発言の意図を、聞いてもいいか？」


「簡単よ。水那斗が一般クラスに突とつ然ぜん編入したり、こんな部活を始めた原因の一つは、間ま違ちがいなくあんたなのよ」


「俺？　なんで？」


「正直、分からない。でも、もしかしたらだけど、あの子、あんたの事が好きなのかも」


　思わず鼻で笑ってしまいたくなるようなお粗そ末まつな推測だ。


「そんなわけが──」


「うん。無いと思う」


　自分で言っておいて即そく答とうかよ。


「でも、可能性が無いとは言えない。だから、アタシとあんたで既き成せい事じ実じつを作って、カップリングしちゃうわけ。それであの子は傷心の末、魔ま術じゆつクラスに戻って来てくれるかもしれない」


「……それだけの為に、俺とセ、セッ」


「セックスよ？」


「言い淀よどんでいただけで言葉を忘れた訳じゃ無い！……一応聞いておくが、今のそれ、冗じよう談だんだよな？」


「もちろん。全部冗談」


　ふう、と、息をつきかけたその時、


「だってアタシ処女だし」


「そういう事を軽々しく口にするな！」


「童どう貞ていってそういう所うるさいのね」


「関係無いだろ！」


「でもね、犬海」


　そこで御剣は言葉を切り、もう片方の耳からもイヤフォンを引き抜ぬいた。


「もし、それしか本当に方法が無いとなったら」


　そして、顔を上げて俺の方を向き、まっすぐに見つめた。


「アタシは、やるわよ。水那斗を取り戻もどす為ためなら、なんだってやる」


　その瞳ひとみからは、意志を持った熱い、しかし、手段を選ばない冷れい徹てつな、力を感じた。


　俺は聞く。


「なんで、そこまでしてるうるを連れ戻したいんだ」


「勝つため。アタシがあの子に。それは──」


　言いかけて、御剣は言葉を飲み込んだ。


　つらそうな顔をしている。その言葉を口にするのが苦しいのか、それとも口に出来ないのが苦しいのか、俺には分からなかった。でも、その御剣のつらそうな顔を、俺はそれ以上見ていたくなかった。なので、肩かたをすくめて茶ちや化かすことにする。


「……まあ、何をするにしても、突然俺を襲おそうのは無しだ。心の準備って物があるし、なにより俺の意思ってのも少しは尊重してもらわないとな」


　御剣は少し目を大きくして俺を見つめ、やがて、小さく笑った。そして、わざと作っているのであろう、誘さそうような艶つやっぽい笑えみを俺に向けた。


「大だい丈じよう夫ぶ、初めてでも痛くしないであげるから」


「それは男のセリフだ！」


「じゃあ、凄すごく気持ち良くしてあげるってのは？」


「そうじゃなくてだな」


「魔術を使うから死ぬほど気持ち良くなれるわよ」


「……それ文字通りの意味か？」


「うん」


「死んだら駄だ目めだろ！」


「駄目？」


「甘えた声で言っても駄目だ！」


「ん、なにが駄目なの？」


「「！！！」」


　振ふり向くと、机の下から碓氷の首だけが伸のびて、こちらを見ている。俺は咳せき払ばらいを一つ。


「……いや、なにも」


「そう？　お菓か子し、出来たみたいだよ」


　最後、少しテンションが上がってしまったが、会話自体は聞こえていなかったようだ。ほっとする。ちらりと御剣の方を見ると、また窓の外を眺ながめていて、無関心を装よそおっていた。しかし、表情は見えないが耳が真っ赤だ。自分で言っておきながら恥はずかしかったのか。


　いつの間にか、机の上にティッシュが数枚敷しかれ、そこに小春さんが鉄板から一個ずつきつね色の焼き菓が子しを移していた。全部で十個。食しよく欲よくを誘う香かおりがダイレクトに伝わってくる。


　小春さんがその出来を見て満足そうに頷うなずいた。そして、楽しげな、落ち着いた声で言う。


「一人二個です。焼きたてが美味おいしいですよ」


　たちまち群がる育ち盛りの高校生四人。つまり、小春さん以外の全員だ。澄すました顔で窓まど際ぎわに座っていた御剣が、何故なぜか一番乗りで最初の一個を獲かく得とくしていた。お前、昨日の砂糖といい、体重とか気にしなくていいのか。まあ、どうでもいいが。一つもらって椅い子すに座った。


　熱々のマドレーヌを一口かじる。お菓子の味について詳くわしい訳ではないが、外側は焼きたてでサックリ、中はしっとりとしたマドレーヌは、確かに美味うまかった。


「上手ね。初めて使うオーブンでこんなに美味しく焼けるなんて」


　と、御剣が講評。小春さんの顔がほころぶ。


「両親や弟達が家にいた頃ころは、食べてくれる人がいたからよく作ってたんです。腕うでが落ちて無くて安心しました」


　三さん角かく巾きんを解ほどきながら椅子に座る小春さん。ポニーテールは黒のゴムで結んだままになっているのが、また良い。るうるが俺にジト目を向けているような気がしないでもないが、そんな物はポニテパワーの前には無力なのだ。





　……ん。待てよ？





「あれ？」


　半分になったマドレーヌを持ったまま俺がそう呟つぶやくと、二つ目も既すでにぺろりと食べてしまっていた碓氷が俺を見る。


「タマぴょん、どうかした？」


　しかし俺は、自分が今なにに疑問を浮うかべたのかを分かっていなかった。


「あああ、あのあの、なにか入ってましたか!?」


　両手を合わせて涙なみだ目めになる小春さんに慌あわてて否定する。


「いや、大丈夫。凄く美味しいよ、これ」


　残りの欠片かけらをパクッと食べると、小春さんは涙目のまま笑顔になる。


　しかし、心の中のもやもやは残っていた。さっきみたいな健全な男子高校生がもてあます類たぐいの物じゃない。もっと歪いびつな、理り不ふ尽じんな形の物だ。


　今、俺は強きよう烈れつな違い和わ感かんを抱いだいた。首の後ろも微び妙みようにちりちりする。


　なんだ？


　ふと顔を上げると、るうると御剣が二人とも真しん剣けんな表情で俺を見ていた。御剣が口を開く。


「……不安にするだけだから黙だまってようかと思ったんだけど」


「なんだよ」


「一昨日おとといの小春の件、ちょっとおかしいのよね」


「おかしい？」


「アタシが肌はだで感じた魔ま術じゆつの痕こん跡せきに対して、犬海が気づいた『カーテンが外されてる』ってのは、ちょっとスケールが足りない。アタシはもっと大がかりな魔術がかかってると思ったから、カーテンの事に気づけなかった。まあ、負け惜おしみだと思って聞いて。半分はそうだから」


　正直な奴やつだ。


「スケールが足りないって、どういう意味だ？」


「ええと……」


　考える御剣。しかし、二個目のマドレーヌに伸びる手は止まらないようだ。


「なんていうのかな、部屋じゃなくて、家全体を場とした魔術のように感じたのよね。もしかしたら、家を中心にした、もっと大きな空間かもしれない。でも、一昨日は調子が悪かったから、アタシの勘かん違ちがいだったのかもなと思って」


「調子が悪かった？」


「生理。初日だったの」


　…………。返事が思いつけない俺。碓氷も笑え顔がおが微妙に引きつっていた。そういえば、小春さんの家を探たん索さくしている時、御剣はずっと下腹部を押さえていた。


　俺と碓氷が口を開ひらけずにいると、御剣がため息をつく。


「そこで沈ちん黙もくすんな童どう貞ていども」


　今度こそ絶句する男子二人。小春さんが真っ赤になって下を向いている。るうるは一個目のマドレーヌを美味しそうに食べ終えて、指についたカケラを舐なめ取っていた。


　みんなが黙ってしまったので、逆に御剣が焦あせる。


「あ！　別に気にしなくていいと思うから！」


　更さらに不安を煽あおる結果になっているのを、こいつは気づいていないのだろうか。すかさず碓氷がフォローに入る。


「御剣さんが言うなら、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。ところで小春さん、今日は、調理器具はどうしたの？　ボウルとか、あと、あのかき混ぜる奴、この部屋には無かったよね？」


　華か麗れいに話題を変える。この男はこういうのが実に上手うまい。確かに、流し台に置いてあるボウルなどの調理器具は、この部室には置いて無かったように思う。


「あ、え、ええと。実は昼休みに、買って来たんです。購こう買ばいに売ってるの、し、知ってたから」


　小春さんも頑がん張ばって合わせているのが分かった。碓氷は笑顔で大げさなポーズを取った。


「あそこの購買はなんでも売ってるね！　こないだもさ……」


　……まただ。また、違和感が俺を襲おそう。


　首の後ろのちりちりが増していく。


　俺は、なにかとんでもない勘違いをしたんじゃないのか？


　二つ目のマドレーヌを見つめながら、考える。


　魔術を発見する手順は、Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅと同じだ。


　ゲームとの違ちがいは、俺以外の全員が、答えるべきその《ルール》に気づいていないって事。そして、俺自身も意識をしっかり持たないと、その《ルール》に取り込まれてしまう。


　碓氷と小春さんの会話が遠くに聞こえる。


　御剣は言った。部屋一つではなく、より大きな空間にかけた魔術に思えたと。


　もし、そうだったら、どうなる？


　そんな大きな空間に魔術をかけたら、ストーカーにとって、どんなメリットがある？


　焼きたてのマドレーヌが、俺を見つめている。


　考えろ。どんなメリットがある？


　ストーカーが、あのマンションに魔術を──





　頭の中を、風が吹ふき抜ぬけた。意識が、スッとクリアになる。


　同時に、俺はとんでもない思い違いをしていた事に気づいた。





「ぁぁぁあああっ！」


　思わず、叫さけびながら立ち上がる。勢いで椅い子すが床ゆかに転がり、大きな音を立てた。


　マドレーヌを堪たん能のうし、いよいよ部活を始めようと、両手で大事そうに棚たなからトランプを持ち上げていたるうるが、こちらに振ふり向く。


「タマキ、どうしたの？」


「どうしたのさ、タマぴょん」


　碓氷も不思議そうに俺を見る。俺の頭の中では、一つの仮説が生まれていた。宣言する。


「もう一度、小春さんの家に行くぞ」


「え？」


　目をぱちくりしている碓氷を無視して、俺は床に置いてあった奴のカバンを投げつける。


「みんなも一いつ緒しよに来てくれ！　るうる、ゲームはまた明日だ！」


　るうるは分かりやすく不満な顔をした。


「えー！　オーヘルやりたい！」


「わがまま言うな！」


「やだ！」


　こいつはなんで、ことゲームの話になるとこんなにも感情が豊かになるんだろうか？


　机を回り込み、トランプのケースを両手で抱かかえているるうるの首根っこを摑つかんでずるずると床を引きずりつつ、入り口を目指す。


「はなせー！」


　じたばたと手足をばたつかせて抵てい抗こうするるうるを片手に持ったまま、扉とびらをスライドさせる。


「ちょっと犬海！　どうしたってのよ！」


「あああ、あのあの！　ウチに来て、な、なにを……？」


　叫ぶ御剣と、必死に喋しやべる小春さんに、俺はまだ確信を持って言える事が無かった。


　だからこう答えた。


「確かめなきゃならない事がある」





　　　　◆





　学校から歩いて十五分。


　当たり前だが、一昨日おとといと同じ場所に、三階建ての集合住宅は存在した。


　入り口に到とう着ちやく。小春さんが鍵かぎを開け「ど、どうぞ……」と、不安げに言う。


　俺が先頭で中に入る。玄げん関かんの先には廊ろう下か。右側に台所と洗面所、左側にプライベートな部屋。そして奥がリビングだ。廊下をじっと睨にらんでいると、後ろから碓氷が聞いてくる。


「ねえ、タマぴょん。どうしたって言うのさ」


「……碓氷」


　俺は振り返ってこの物知り男に聞いた。


「なんだい？」


「マンションとアパートの定義って知ってるか？　俺の記き憶おくでは、鉄筋コンクリートで三階建て以上がマンションだったと思うんだが」


「それは間ま違ちがいでもないけど、正解でもないかな～？」


　碓氷が楽しそうに指を振る。


「一いつ般ぱんにはタマぴょんの認にん識しきで合ってるけど。マンションとアパートは、本来明確な定義は無いのさ。大家がマンションだって言えば、どんな集合住宅だってマンションになるんだよ」


「分かった。しかし、なんでそんなどうでもいい事を知ってるんだ？」


「情報は速度だよ。タマぴょん」


　これで、一つ。


「次は台所だ」


「台所？」


　ズカズカと廊下を進み、台所に入る。皆みなが慌あわててついてくるのが音だけ聞こえた。


　無む理り矢や理りテーブルが押し込まれているような狭せまい空間を通り抜ぬけて、流し台の前に到着。しゃがみ込んで扉を開ける。


　昨日と同じ。包丁と鍋なべがあるだけだった。


　他には、何も無かった。


　扉を閉め、立ち上がる。


　これで、二つ。


　廊下に出る。台所の斜ななめ向かいに、一昨日は入れなかった部屋がある。


　扉に手をかけようとすると、もの凄すごい速度で小春さんが走り寄って、俺と扉の間に体を挟はさみ込み、両手を広げて立ちふさがった。


「ココは駄だ目めです！　ぷぷぷ、ぷらプライベートな、場所ですから！」


「ちょっとだけ、見せてくれないか。一いつ瞬しゆんでいい」


「だだだ、駄目！　絶対、駄目！」


　……これで、三つ。


　俺の仮説はほぼ確信に変わった。


「犬海。何に、気づいたの？」


　俺の再探たん索さくを黙だまって見ていた御剣が、静かに言った。俺は答える。


「最初に来た時に、気づくべきだったんだ」


　首の後ろがちりちりする。首筋をかきむしりたい衝しよう動どうを抑おさえつつ、両手を広げて扉に張り付いたままの小春さんを見た。


「小春さん」


「は、はいっ？」


「今日、マドレーヌを作る為ために、ボウルとかを買ってきたって言ったよな」


「は、はい」


「どうして、家から持ってこなかったんだ？」


「……え？」


　ポカンとする小春さん。質問の意味が分からない、といった感じだ。俺は続ける。


「代わりに俺が答える。持ってこなかったんじゃない。持ってこれなかったんだ。何故なぜなら」


　俺は台所を指差す。


「この家には、そもそも調理器具がなんにも無いからだ」


　流し台の下には包丁と鍋だけ。他にはなにも無かった。なんにも、だ。


　小春さんは、慌てて俺の言葉を否定しようとした。


「え、いやあの、調理器具は全部両親が持ってっちゃってるから無いんですよ！」


「じゃあ、オーブンも無いのはどういう事なんだ？」


　俺の言葉に、小春さんはハッと台所を見て、そして驚おどろいた。


「……！　ええっ!?」


　狭い台所には、電子レンジも、オーブンも無かった。これでは、小春さんは家族にお菓か子しを作ってあげられないではないか。


　俺は「それに」と畳たたみかける。


「小春さんはこの家をマンションと言っていたけど、台所の大きさといい、家全体の間取りといい、ここはマンションと言うには少し狭い。良く言ってもアパートだ」


「えっ!?　で、でもあの、わわわ、私の住んでいる家は、マママ、マンションで……！」


「そう。多分それは間違いない」


「じゃ、じゃあ！」


「小春さんの住んでいる家はマンションで、ここは、アパートなんだ」


「い、言ってる意味が分かりません！」


「じゃあ、その部屋」


　小春さんが必死に守っている扉とびらを指差す。


「プライベートな部屋って言ったよな」


「そそそ、そうです！」


「誰の、部屋、なんだ？」


「そそそ、そんなのもちろん──」


　と、言ったまま、小春さんの表情が固まる。ここは当然「私の部屋です！」となる筈はずだ。他にありえないのだから。しかし、小春さんは、目を見開いたまま俺に答える事が出来ずにいる。


　ビンゴだ。


「いいかい、しっかり聞いてくれ、小春さん」


　彼女の両りよう肩かたに手を置く。小春さんは「ひっ」と短く叫さけび、顔を震ふるわせながら俺を見ている。


　スゥと息を吸う。間ま違ちがいない。これが答えだ。


　俺は、本来そうであるべき、《理ことわり》を、告げた。





「《この家は小春さんの住むマンションじゃない。ストーカーの住む、アパートなんだ》」





　ガッシャアアンッ！





　これまでとは段だん違ちがいの破は壊かい音が、耳の奥で鳴り響ひびいた。まるで、ガラスで出来たシャボン玉が、地面に落ちて割れたような音が。


　残ざん響きよう音が、まだ耳の中でこだましている。


　最初に来た時に、気づくべきだったんだ。


　小春さんの家族は、両親と小春さん、そして弟と妹が一人ずつ。


　それに対して、このアパートは１ＬＤＫ。


　そもそも、この家で、家族五人が暮らせるのか？


　ありえない話では無いかもしれない。だが、小春さんの父親は海外赴ふ任にんしている金きん融ゆうマンだ。しかも今は小春さん以外の四人での移住なんかしてる。金銭的な問題があるとは思えない。


　そして、この家の生活感の無さ。どうして思い至らなかったのだろう。まるで男の一人暮らしのようだと。


　考えれば単純な事だった。


　家とその周辺に魔ま術じゆつをかけられたとして、ストーカーは何をすればどんな得になるのか？


　耳の奥で鳴っていた残響音がやむ。途と端たんに、壁かべに張り付いていた小春さんがキョロキョロと左右を見て、さっと顔が青くなる。


「ここ、どこ!?　なんで私、こんな所で暮らしていたの!?」


　魔術が解けたらしい。俺はぶるぶると震えている小春さんの肩かたをゆっくりと横に押して、彼女が必死に守っていた扉の前からどかした。


　小春さんは、この部屋を「プライベートな空間」と呼び、誰も中に入れなかった。なのに、彼女自身も、この部屋がなんの部屋なのか、把は握あくしていなかった。答えは、一つだ。


　繰くり返そう。


　家とその周辺に魔術をかけられたとして、ストーカーは何をすればどんな得になるのか？


　簡単だ。自分の家を、小春さんの家だという事にしてしまえばいい。小春さんの通学路まで魔術の範はん囲いを広げ、小春さんに、この家を「帰るべき自分の家」だと認にん識しきさせる。


　そうすれば、ストーカーは、小春さんと同じ屋根の下で、暮らす事が出来る。


　俺はドアノブに手をかける。だから、この奥には……。





　ガタアンッ！





　扉が弾はじかれるように中から開く。直後、目の前に何か棒状の物が迫せまって来た。


「タマぴょん！」


　叫び声と同時に襟えり首くびを後ろから摑つかまれ、強ごう引いんに引っ張られる。たまらず床ゆかに尻しり餅もちをついた。





　ビュンッ、ガツッ！





　風切り音の直後に鈍にぶい音。目の前で金属バットが振ふり下ろされ、床に激げき突とつしていた。全力だったようで、めり込んでいる。碓氷が助けてくれていなければ、頭に直撃していただろう。


　ゆっくりと、金属バットの持ち主が廊ろう下かに出てくる。小春さんが目を大きくして叫ぶ。


「かかか、神崎君っ!?」


　魔術クラスの制服を着た小こ綺ぎ麗れいな男が、金属バットを床から引き抜ぬこうとしていた。神崎竜一。入学式に小春さんにラブレターを送り、振られた相手だ。


「ななな、なんで神崎君がココに!?」


　涙なみだ目めになりつつ混乱する小春さん。その小春さんの手を、るうるがぎゅっと握にぎっていた。


　俺と御剣、そして碓氷は、どうして神崎竜一がこの部屋から出てくるのか、分かっていた。


　こいつがストーカーで、この家に魔術をかけたからだ。


　髪かみを短く切っていて、背も高く、容よう貌ぼうも悪くない。黙だまっていれば、女子にモテるタイプなのかもしれない。


　だが、両手でだらりと金属バットを持った神崎の瞳ひとみの色は暗く淀よどみ、濁にごって見えた。


　その濁った瞳が廊下を見み渡わたし、小春さんを見つける。そして、笑いかけながら、言った。


「やあ、アイ。今日も可愛かわいいね。昨日も、一昨日おとといも、アイ、君はいつも可愛い、可愛いよ、アイ、君は、いつも、可愛い……」


　同じ言葉を繰り返し、笑え顔がおを歪ゆがませ続ける。目は、小春さんだけを見ていた。他ほかの何も、見えていないかのように。


　開けっ放しの扉とびらから、部屋の中が見えた。尻餅をついたまま、見上げるように中を覗のぞき込む。


　写真。


　写真、写真、写真写真写真、写真写真写真写真写真写真写真写真写真。


　部屋中の壁が、大小の写真で埋うめ尽つくされていた。


　そのすべてに、小春さんが写っている。


　嬉うれしそうな顔、悲しそうな顔、恥はずかしげな顔。照れている顔。ちょっと怒おこった顔。


　カメラに目線を向けている物は、一つも無かった。


　ズイッ。神崎が一歩、小春さんの方に動いた。小春さんはしゃがみ込んで叫さけんだ。


「いやあっ！　来ないでええっ！」


　神崎の動きがピタリと止まる。そして、全身をわなわなと震ふるわせ始める。


「ううううぅぅぅぅぉぉぉおおおおおおっ！」


　突とつ然ぜん雄お叫たけびを上げたかと思うと、神崎は小春さんの前で金属バットを振り上げた。


　やばいっ！


　とっさの判断とか、瞬しゆん時じの分ぶん析せきとか、そんな大層なもんじゃない。


　ただ、「やばいっ！」と思った。


　反射的に体を起こして床を蹴けり、小春さんの上に覆おおい被かぶさった。雄お叫たけびが後ろに聞こえる。


「おおおおおぉぉぉぉおおおおっっっ！」





　ごすっ。
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　短くて、意外に軽い音がした。一瞬の後、背中に鈍い痛みが走る。あまりに痛すぎて、逆に感覚が追いついて来ない感じがした。悲鳴を上げるどころか、息を吸うことも吐はくことも出来なかった。まるで、殴なぐられた衝しよう撃げきで肺が体の外に転がり出たみたいだった。


「ぐぁはっ……」


　やっとで口から息が漏もれる。それでも、声が出ない。同時に、背中の痛みがぐんぐん大きくなっていく。


「お前、邪じや魔まだ」


　ストーカーから冷たい言葉が降りかかる。


「お前がいなければ、誰だれも不幸にならなかったのに」


　涙目の小春さんが、震えながら俺を見上げていた。怪け我がは無いようだ。良かった。


「お前が余計な事をしたせいで、俺も、アイも、不幸になってしまった」


　なに自分勝手な事言ってやがんだてめえは。


「お前、絶対に、許さない」


　俺は、無む理り矢や理りに体勢を変え、ストーカーの方を向いた。体中が痛みに悲鳴を上げる。


「……殺す」


　神崎は濁った目を俺に向け、ゆっくりとまた、金属バットを振り上げようとしていた。


　避よけられない。仮に避けられたとしても、それをする訳にはいかない。


　俺が逃にげたら、小春さんがやられてしまう。


　目を瞑つぶるのは嫌いやだった。理り不ふ尽じんな事に身をゆだねるのは我が慢まん出来なかった。


　そういう事から目を逸そらさないと、決めていたのだ。ずっと前から。


　だから俺は、まだ息をするのもつらかったけど、反論を口にする事すらできなかったけど、ストーカー野や郎ろうの目を、睨にらみ付けた。


　神崎の濁った目が、敵意に染まる。


　そして、そのまま金属バットが俺の頭に振り下ろされる。


　不思議と、怖こわいとか、恐おそろしいとかは、無かった。


　もしかしたら、この一いち撃げきで死ぬかもしれないのに。


　目の前の男を哀あわれには思ったが、憎にくいとは思わなかった。


　ただただ、腹立たしかった。


　こんな事で終わってしまう俺の人生が。


　そんな人生を歩まなければならない事実が。


　理不尽な法則ルールに支配されている、この世界が、腹立たしかった。


　神様とやら。もし実在したら、すぐに文句を言いに行くから首を洗って待ってろよ。


　金属バットが目の前に迫せまる。





　その時、バットが青く光った。一瞬、世界が歪ゆがんで見えた。そして、脳天に直ちよく撃げきする。





　ぐにゃり。





　……痛くない。さっき床ゆかに穴を開けた金属バットが、まるでスポンジみたいに、俺の頭の上で折れ曲がっていた。


　神崎が無表情のまま、折れ曲がったバットを見つめている。


　魔ま術じゆつだ。


　視線を動かすと、驚おどろいた顔でこちらを見ている御剣がいた。右手にはかんざしが摑つかまれていたが、まだ髪かみから引き抜ぬいた直後のように見えた。この魔術は御剣じゃない。とすると……。


「る……うる？」


　廊ろう下かの向こうで、るうるがこちらに向けて両手を差し出していた。手には、いつも首から提さげている懐かい中ちゆう時計を持っている。懐中時計は蓋ふたが開いていて、六時四十三分を指していた。


　るうるは、怒っていた。


「……タマキを、」


　いつもの無表情ではない。口を歪め、ストーカーを睨み付けていた。


「タマキを、傷つける奴やつは、許さない」


　ストーカーは金属バットを捨てる。バットは蛇へびみたいにぐにゃぐにゃになって床に落ちた。


　そして、るうるの方を向いた。


　俺は、力を振ふり絞しぼって声を出す。


「や……め……ろ」


　しかしそれは、ストーカーに向けて放った言葉ではなかった。


　首の裏が猛もう烈れつにちりちりする。もの凄すごい違い和わ感かんが襲おそっていた。


　これから起こる事の予感が、俺にはあった。


「タマキを、傷つける奴は、許さない」


　るうるが、同じ言葉を繰くり返して、懐中時計を持ち直す。


　ストーカーが、るうるに向かって腕うでを振り上げた。


　俺は、もう一度声を出そうと試みる。


「やめ、ろ……。るう、る！」


　聞こえていなかった。


　ストーカーがるうるに飛びかかるのと同時に、るうるは叫さけんだ。





「《消えろ》!!」





　世界が、真っ白に染まる。





　あらゆる物が光り輝かがやいているように見えた。


　しかし、俺が瞬まばたきをした後には、元に戻もどっていた。


　るうるが立っていた。


　その後ろにはさっき俺の襟えり首くびをつかんだ碓氷がいて、その横に御剣。


　倒たおれたまま体を動かせないので後ろは見えないが、この後頭部が当たっている、素す晴ばらしく柔やわらかい感かん触しよくは、小春さんに違ちがいない。


　廊下には、俺を含ふくめて五人いた。


　つまり、言い換かえると、六人はいなかった。


　るうるの前にいた筈はずのストーカー野郎の姿が見えない。


　懐中時計を持った腕を突つき出したまま、るうるは敵意むき出しの顔を、視線を、誰だれもいない方向に向けていた。


　俺は右手を床につき体を持ち上げようとする。背中に走る激痛。力が抜け、再び小春さんの柔らかい胸むな元もとに着地する。なんとか首だけでも起こして、るうるを見る。


「る、うる？　お前、なに、を、した？」


　つっかえつっかえ喋しやべると、小さなるうるの体がビクリと震ふるえるのが分かった。


「あいつ、を、消した、のか？」


　口にした瞬しゆん間かんに後こう悔かいした。自分の顔を殴なぐり飛ばしたかった。動けていればきっとそうした。


　るうるは俺の言葉を聞いて、ハッと我に返ったかのように目が大きくなり、すぐに顔が真っ青になっていく。


「あ……あ……」


　小さな嗚お咽えつが、るうるの口から漏もれる。無表情ではなかった。怒いかりでもなかった。るうるの顔には、後悔と恐きよう怖ふが浮うかんでいた。


　助けを求めるような瞳ひとみが、俺を見つめる。


　今にも泣き出しそうなその顔を、俺は以前どこかで見た気がした。


　しかし、それを思い出すよりも早く、るうるはグルッと背を向けて、廊下を走り出す。


　そして、アパートの扉とびらを一気に押し開き、外に出た。俺はなんとか声を出す。


「る、うる」


　走り去る音。バタン。扉が閉まる。


　呼び止める事も出来なかった。まだ、息をするのが苦しい。体もまともに動かせそうになかった。でも、追いかけないと。俺は──


「あああ、あのあの！」


　──と、頭上から声。上を見ると、小春さんが至近距きよ離りで俺を見下ろし、真っ赤になってあわあわと口を動かしている。


「ななな、なんで犬海君が、私に、かかか、かぶ被かぶさってるんですか!?」


　なんでって。


「おおお、おっ、起きて、下さい！」


　小春さんは俺の背中をめいっぱい押して、どかそうとした。


「ぐあっ！」


　金属バットがスマッシュヒットした場所に手が当たり、思わず声が漏れる。俺はそのままバランスを崩くずして床に転がった。冷たいフローリングに背中が触れてまた全身に痛みが走る。


「ふぐぁっ」


　変な声をあげてしまった。身を挺ていしてかばったってのに、さすがにこの仕打ちはひどくないだろうか。誰でもいいのでジャッジを求む。


「あれ？　タマぴょん、怪け我がしてるのかい？」


　碓氷が俺を覗のぞき込む。こいつは何を言ってやがるんだ？


「お前、見て、無かったのかよ。ストーカーが、俺を」


「ストーカー？」


　碓氷は首を捻ひねり、こう言った。


「なんの事？」





　──え？





　絶句する俺に、碓氷は更さらに驚おどろくべき事を口にした。


「ちょっと疑問なんだけど、ここ、どこなんだろうね？　なんで僕達、ここにいるんだろう？」


　噓うそ……だろ。最悪の予感が頭をよぎる。


　痛みがどうとか言ってられない。俺は無む理り矢や理り体を起こすと、神崎のいた部屋を覗き込んだ。


　──無い。


　部屋の壁かべを埋うめ尽つくしていた、あの写真が、小春さんの盗とう撮さつ写真が、一枚も無かった。


　ただの白い壁。


　消えて、いた。


「なん、なんだ……。これ、は？　るうるが、やったって、のか？」


「るーちゃんがどうしたって？　彼女が走って行っちゃった理由を知ってるのかい？」


　るうるを、追いかけなければ。ドアノブに手をかけて、立ち上がる。


　と。


　ぐらりと、体が傾かたむいた。


　意識が、急速に遠ざかる。


　急に動こうとするからだ、と、自分の中の冷静な部分がダメ出しをするのが聞こえた。


　碓氷が繰くり返し俺の名を呼ぶが、その声がどんどん小さくなっていく。


　もう、目を開けていられない。


　るうるを今すぐ追いかけられない自分が、情けなかった。
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　第六章　同日　夜の学校の冒険







「るうる、行くな！」


　飛び起きる。手を伸のばす。


　白い壁。


　薄うす暗ぐらい部屋。


「元気なお目覚めね」


　横を向くと、御剣と目があった。正座をして、膝ひざの上に文庫本を載のせていた。デニムのスカートに白いブラウス。月明かりがぼんやりと御剣の顔を浮うかび上がらせている。


「ここは……？」


「アタシの家。一番近かったから」


　広い和室に布ふ団とんが敷しかれ、そこに寝ねかされていたようだ。上等そうな布団のすぐ横に俺の制服が畳たたんで置かれていた。振ふり返ろうとすると、


「あぐっ！」


　背中からびりっと痛みが走る。


「まだ無理に動かない方がいいわ。お医者様は大事は無いって言ってたけど」


「お医者様？」


　そういえば、上半身が裸はだかだった。胸と肩かたのあたりに包帯が巻かれている。下半身は布団に隠かくれていたが、感かん触しよくからすれば普ふ通つうにズボンを穿はいているようだ。なんとなく、ほっとした。


　御剣の話によると、俺が気を失った後、三人で話し合い、ひとまず俺を御剣の家に運び、医者を呼んだのだとの事だった。


「よく、こんな遅おそくに来てくれたな」


　壁かべに吊つるされた時計を見ると、既すでに九時を回っていた。その視線に御剣が気づく。


「来てくれたのはもっと前。あんた、三時間近く寝てたのよ。碓氷君と小春も側そばにいたがったけど、帰らせた」


　御剣が座るすぐ横の畳たたみに、文庫本が二冊置かれていた。


「心配はいらない。懇こん意いにして頂いているお医者様だから、多少は無理が利きくの」


　懇意って。どこのお貴族様だよと思ったが、しかし、俺が寝かされていたこの部屋の雰ふん囲い気きを見た後ではなんだか納なつ得とくしてしまう。


　まず広い。突とつ然ぜんやってきた怪け我が人を寝かせる客間が十六畳じようもあるって、どんな大おお屋や敷しきなんだここは。そして、古い。畳は新品のようだが、柱といい、梁はりといい、歴史を感じさせる鈍にぶい艶つやを放っていた。


「お前、イイトコのお嬢じよう様とかって奴やつなのか？」


　御剣は「はあ」とため息をつく。


「あんたって、ホントになんにも知らないのね。うちは神社なの。割と大きいのよ。これくらいは覚えておきなさい」


「神社……」


「でも、そんなことはどうでもいい」


　覚えておけって今言っただろうが。


　ずい、と、御剣がこちらに体をせり出す。


「あそこで何があったのかを教えて。水那斗はなんで逃にげ出したの？　犬海、あんたは、知ってるのよね？」


「……って、事は、お前は知らないんだな」


　沈ちん黙もくの後、御剣は頷うなずいた。


「話して。最初から、最後までよ」


　俺は話した。小春さんが最初に部室に来た時から、目の前で神崎がかき消える所までを、出来るだけ簡潔に、けれど、漏もれが無いように。そうする事が必要だと思ったから。


「……それで、そいつがいなくなった途と端たん、お前達全員が、ストーカーの事を綺き麗れいさっぱり忘れちまったみたいに俺には見えた。アパートのあいつの部屋も、山ほど貼はってあった小春さんの写真が、全部、無くなっていた」


　初めは事細かに質問をはさんで来た御剣は、やがて俺の話を聞くよりも考えに耽ふけっているように見えた。口に手をあてて、小さく何かを呟つぶやいている。俺は聞いた。


「るうるは、あいつを、消した、んだな？」


　御剣は、視線を下に向けたまま答える。


「……あんたの言っている事を全部信じるなら、そういう事になるわね」


「俺は見た事しか喋しやべってない」


「……分かった。あんたを信じる」


　御剣は、「まさかこんな時が本当に来るなんて」と呟き、まだ何かを考えているようだ。


　と、俺は一つ違い和わ感かんに気づいた。


「おい、なんか変だぞ」


「なに？」


「御剣、前に魔ま術じゆつは『物の《理ことわり》』か『場の《理》』を書き換かえるって言ってたよな。お前らまでストーカーの事を忘れたって事は、るうるは『場の《理》』に術をかけた訳だ。だったら、アパートから出たら、元に戻もどってなきゃおかしくないか？」


　俺は、自分の考えに少しだけ期待した。仮に、るうるが本当にストーカー野や郎ろうをこの世界から消し去ったのだとしても、それはあのアパートの中だけの話で、実は神崎はアパートの外に放ほうり出されただけなんじゃないかと。あるいは、単に俺の目に見えない所に隠れてしまっただけなんじゃないかと。


　とにかく、るうるが人を一人消してしまったという事を、否定したかった。


　御剣は、顔を上げ、俺を見た。悲しげな瞳ひとみで。


　甘かったのだ。俺は。小さな希望は、簡単に打ち砕くだかれる事になる。


「……犬海が喫きつ茶さ店てんに来た時、水那斗の能力について、話が途と中ちゆうで終わってたわよね」


「ん？　ああ、確か、るうるには兄には無い才能があるとか……」


「前に、アタシが魔術で影えい響きようを及およぼせる場の広さの話をしたの、覚えてる？」


　また話が飛んだな。


「お前の場合は、帆群守学園全体まで広げられるとか言ってた奴やつか？」


「そう。アタシは頑がん張ばってもそれくらい。これだって凄すごい事なのよ？　でもね、水那斗は違ちがうの」


「違う？」


「水那斗はね、《理》の書き換えが出来る場の範はん囲いが凄く、広いの」


「凄く広いって、どれくらいだ？　街全体とか？」


　であれば、ストーカー野郎は隣となりの街に放り出されているのかもしれない。


　御剣はゆっくり首を振ふって、言った。


「無い、の」


「……なんだって？」


「だから無いのよ！　水那斗が影響を及ぼせる場の範囲には制限が無いの！　やろうと思えば、あの子の魔術は地球全部を包み込めるのよっ！」


　御剣は腰こしを浮うかせ、叫さけぶように言った。怒おこっているようにも、内から湧わき上がる恐きよう怖ふに耐たえているようにも見えた。


「これがどういう事なのか、犬海、あんたにわかる？」


　責めるように、絞しぼり出すように、御剣が聞いた。俺には、わかった。御剣を見る。


「……るうるが魔術を使っても、その事を誰だれも気づけない、気づかないんだな。地球上のすべての人が、場の中に含ふくまれるんだから」


　御剣はぶっきらぼうに「そうよ」と言い、「犬海は例外みたいだけど」と付け足してから、気が抜ぬけたように腰を落とした。そして、少し沈しずんだ声で、続ける。


「水那斗は、アタシ達凡ぼん百ぴやくの魔ま術じゆつ師しとは違う。本当の意味での『世界の《理》を書き換える力』があるの。でも、それだって、一時的な物であれば問題はない。誰にも気づかれない魔術を水那斗が使って、誰にも気づかれないうちにその魔術が終わる。脅きよう威いではあるけど、それだけ。水那斗が倫りん理り観をしっかり持ってくれさえすればいい。けれど……」


「もし、るうるの兄貴と同じように、魔術を恒こう久きゆう的に維い持じする事が出来たら」


　俺がそう言うと、月明かりの中、御剣がこちらの目を見て、頷うなずいた。


「そう。もし水那斗にそれが出来たら、あの子の力は、《理》を書き換えるなんて生易しい物じゃなくなる。それは、世界を作り替かえる事に等しい。神様みたいなもんだわ」


「そんな、大げさな……」


　俺が苦笑いをしかけるも、御剣に真顔で睨にらまれて、黙だまるしかなかった。御剣は言う。


「あの子は、いつも恐おそれてた」


「恐れてた？　何を？」


「自分が、世界を作り替えてしまわないかを、よ。ううん、既すでに、自分の都合のいいように魔術を使っていて、その事を忘れてしまってるんじゃないかって。その恐怖と戦っていたの」


「いやちょっと待てよ御剣、いくらなんでもそれはおかしい。仮にるうるがそんな事をして、誰もそれに気づけないとしても、るうる自身はその事を覚えているだろう」


「水那斗が自分自身の《理》を書き換えて、魔術を使った事自体を忘れさせてしまっていたら？　誰にも、そんな事は分からないのよ！」


　震ふるえる御剣の声は、悲鳴に近かった。そして、肩かたを落とす。


　沈ちん黙もく。


　俺は、唐とう突とつに入学式の時に見た、るうるの姿を思い出していた。生徒の頭上をぴょんぴょん跳とび回っていたり、体育館で熱唱していたるうるの姿を。そして、理解した。


　るうるは、自分を見つけてもらいたくて、あんな事をしていたんだな。


　誰にも、世界中の誰にも気づいてもらえない、自分の魔ま術じゆつを使って。


　だから俺は、るうるのやっている事を見て、あいつが寂さびしそうだと、感じたのか。


「水那斗は、自分が恐れている一線を越こえてしまった。絶対にしないって、決めてたのに……」


　そう呟つぶやき、御剣は黙り込む。泣いているのかもしれない、そう思えた。


　ストーカーが消えたあの時、俺を見たるうるの顔が脳のう裏りに浮かぶ。


　あの、今にも泣き出しそうな、助けを求めるような顔を。


　俺は、るうるを助けてやれなかった。


　両の拳こぶしを強く握にぎる。


　筋が繫つながっているのか、背中がきしんで痛みが走った。


「……御剣」


「なによ」


　御剣は鼻声になっているのを隠かくそうとして、ぶっきらぼうに答えた。俺は聞く。


「俺が、ストーカーの魔術を破ったのは、間ま違ちがいだったと思うか？」


「……どうして、そう思うの？」


「俺があのストーカー野や郎ろうの魔術を破ったから、小春さんはあいつの家に寝ね泊とまりしてたって事実に気づいてしまった。ストーカーは小春さんと同じ家で暮らすという願望が潰つぶされてしまった。そして、るうるは、自分でやるまいと決めていた魔術を使ってしまった」


　首の後ろに手を当てる。


「俺が魔術を破らなければ、三人が不幸になる事はなかった。そうは思わないか？」


「……犬海、あんたが本気でそう思っているなら」


　御剣が、体を布ふ団とんの上に乗り出して、至近距きよ離りで俺を睨み付けた。


「思っているなら？」


「あんたの体を魔術で犯おかし尽つくしてでも、その性しよう根ねをたたき直してやるわ！」


　更さらにずいと顔が近づく。目と鼻の先に、御剣の怒った顔が迫せまった。右みぎ肩かたを摑つかまれる。


「いい？　確かにあんたの言う通り、放ほうっておけば誰も不幸にならなかったかもしれない。でもね、あのプライドが高いだけの三流魔術師が、間違ったルールを小春に強制した事は事実なのよ！　それは許される事じゃない。間違った事は、それがどういう結果を生むにせよ、正さなきゃいけないのよ。そうじゃなきゃ、なにを拠より所に生きていけばいいのか、分からなくなるじゃない！」


　そのあまりの剣けん幕まくに、俺は、逆に苦く笑しようしてしまった。御剣が目を剝むく。


「なに笑ってんのよっ！　アタシの言ってる事がおかしいって言うの!?」


「悪い。そうだな。御剣の言う通りだ。間違った事は、正さなきゃいけない。さんきゅな。悪いけど、布団から下りてくれないか」


「え？」


　興奮していた御剣は、俺の体の上に覆おおい被かぶさるように、布団の上に足を広げて跨またがっていた。更に俺の右肩を摑んで、数センチの距離に顔を近づけている。そして俺は、包帯が巻かれているとはいえ上じよう半はん身しん裸はだかである。るうるに見られたら、何点減点されるか分からない状じよう況きようだ。


「……っ！」


　自分の格好に気づいた御剣は慌あわてて飛び退のいて、正座に戻もどった。つんと澄すましているが、月明かりの下でも耳が真っ赤になっているのが分かった。


　俺は布団をめくり、立ち上がった。


「……あいつは、今どこにいる？」


「え？」


「るうるが今どこにいるのかって聞いてるんだ」


　まだ顔が少し赤い御剣は、少し焦あせりつつ答えた。


「あ、あの、家には帰って無いみたいで、携けい帯たいも繫がらなくて……」


「捜さがしに行こう」


　まだ背中に痛みがあるが、動く分にはもう問題なさそうだ。Ｙシャツを取り、羽織る。


「さ、捜すって、どこへ……？」


　るうるの事を思い浮うかべる。いつもは無表情なるうるが、自分の感情を自由に表現できる場所が、俺には一つ心当たりがあった。るうるが本来の自分でいられる所。俺は御剣を見た。


「学校だ。欧おう文ぶん研の部室は、まだ調べて無いだろ？」





　　　　◆





「地域に開かれた学校」を目指している帆群守学園には、基本的に学内と学外を隔へだてる壁かべという物が無い。だから敷しき地ち内は市民の散歩やランニングコースになっていたり、購こう買ばいにはサラリーマンが文具を買いに来たりする。


　最近の風潮に即そくしていない気もするし、地域交流を目指すのは国立大学とかの役目じゃないかとも思うけど、俺はこの開放感が嫌きらいじゃない。午後七時を過ぎても、警備員に見つからずにサークル棟とうに向かうルートが確保されているという意味でも、だ。


　坂道を登って、俺と御剣はサークル棟の前に到とう着ちやくする。コンクリート打ちっ放しの建物は月明かりに照らされていたが、逆にそれが不気味に感じた。


「……行くわよ」


「おう」


　短く言葉を交かわして、サークル棟の入り口の古風な扉とびらに手をかける。





　ガチャッ。ガチャガチャッ。





「……あ」


　鍵かぎがかかっていた。そりゃそうだ。下校時刻はずいぶん前に過ぎている。


「参ったな」


「ちょっと離はなれてて」


　御剣がそう言って、髪かみからかんざし二本を引き抜ぬく。バサアと長い髪がほどけ、その波打つ髪に沿って、月明かりが踊おどった。思わず、見とれる光景だった。


「離れてってば」


　睨にらまれる。慌てて俺が横にずれると、御剣は片手で握にぎった二本のかんざしの内、一本を前に、一本を下に向けて、早口で何かを喋しやべった。


　扉が青く染まり、ぐにゃりと歪ゆがみ、そして、消えた。


「……は？」


「『サークル棟の入り口には扉は無い』って事にしたの。ぼやぼやするな。さっさと行くのよ」


「お、おう」


　御剣の先導で、扉の無い玄げん関かんをくぐる。


　サークル棟の中は物音一つしなかった。誰だれもいないんだから当然か。


　一階の廊ろう下かには窓が無く、天てん井じよう高くに非常灯の明かりがあるだけで、とても暗かった。


「懐かい中ちゆう電灯を持ってくるべきだったな」


　髪を下ろしたままの背中に言ってみる。こんな暗くら闇やみの中でも、御剣は迷い無く進んでいた。


「魔ま術じゆつで明るくしてもいいけど、出来れば体力を温存しておきたい」


「へえ。魔術ってのは体力を使うのか」


「正直な話をすると、さっき扉を消しただけでも結構消しよう耗もうしてるの」


「あんな簡単に家宅侵しん入にゆうできたらやりたい放題じゃんかと思ったけど、そうでも無いのか」


「魔術に出来る事なんか、ごくわずかよ。何度も言うけど効果は一時的な物だし。それに」


「それに？」


　小さく息を吸うのが聞こえた。


「人を幸せにしない。こんなの」


　どういう意味かと尋たずねる前に、御剣が急に立ち止まった。


「どうした？」


「……この廊下、こんなに長かったかしら？」


　言われてみると、結構歩いた気がするのに、突つき当たりに到着しない。


「暗いから距きよ離り感覚が変になってるだけじゃないか？」


「……そうかもね」


　部室がある四階に行く為ためには、まず突き当たりまで行くしかない。俺たちは移動を再開する。


　しかし、歩くごとに徐じよ々じよに不安が増して来て、そして、やがて確信に変わる。


　御剣がもう一度立ち止まり、今度は俺の方を向いた。緊きん張ちようした表情。


「犬海の勘かん、当たりだわ。水那斗はここにいる。でも、アタシ達と会う気は無いみたい」


　両手を広げて、御剣は暗闇を指し示す。


「サークル棟全体に魔術がかけられている。アタシ達が部室にたどり着けないように」


　首の後ろがちりちりした。魔術の違い和わ感かんを察したからじゃない。


　るうるが俺達の事を拒きよ絶ぜつしている。その事が、俺をイライラさせた。


「どうすりゃいい？」


「時間をかければ、アタシでも術を解けると思うけど──」


　急に言葉を切る御剣。


「どうした？」


　御剣は、俺を見てなかった。俺の肩かた越ごしに、いま来た道を見つめている。そして、顔を引きつらせ、無む理り矢や理り口元に笑えみを持たせた。


「そんなに時間が無いみたい」


　振ふり向く。


　黒い犬がいた。


　廊下はほとんど真っ暗なのに、その暗闇よりもずっと暗い色の毛並みをしているので、その犬の輪りん郭かくを見ることが出来た。


　目と、うなり声を上げている口の奥が赤く光っている。どう考えても、普ふ通つうの犬じゃなかった。そして、わかりやすい敵意を感じた。


　一いつ匹ぴきではなかった。二匹、三匹、どうして気づかなかったのか、赤い目の光がどんどんその数を増やしていく。


「な、なんなんだよ、これ……」


「とりあえず、できる事は一つね」


「なんだ？」


「逃にげるのよ！」


　突とつ然ぜん走りだす御剣。俺は慌あわてて後を追う。その後ろを、数え切れない獣けものの足音が続いた。


　御剣に並んで全速力で走る。怖こわくて後ろを見られない。


「おい、どうすりゃいいんだ！」


「犬海！　あんたがなんとかしなさい！」


「なんとかって!?」


「魔術を破るのよ！　水那斗が作った《理ことわり》を見つけるの！」


「んな事言ったって、無限に延びた廊下にどんな《理》があるっつーんだよ！」


「廊下が無限に延びる訳無いでしょ！」


「はあっ!?　現にいくら走っても端はしにつかないじゃんかよ！」


　御剣は走りながら叫さけぶ。


「何度も言わせないでよバカッ！　魔術はあんたが思ってるほど万ばん能のうじゃ無いの！　何も無い所から黄金を生み出したりはできないのよ！　廊下を無限に延ばすなんて、水那斗にだってできる筈はずがない！　私達は、なにかを錯さつ覚かくさせられてるだけ！　それを見つけて！」


　錯覚だって？　俺は全速力で走りながら周囲を見み渡わたす。


　しかし廊下は暗く、遥か頭上に灯ともる非常灯の明かりの下で無ければ、自分の姿を見ることも出来ないくらいだ。


　こんな真っ暗な場所で、一体何を見つけろってんだよ。錯覚もなにも──


「──ちょっと、待てよ」


「なにか分かったの!?」


　俺は頷うなずいて御剣を見た。


「非常灯ってのは、足下を照らす物だ。そりゃ頭上にもあるだろうけど、これだけ走っていて足下に一つも非常灯が見え無いなんてのはおかしい」


「だからなんなのよ！」


　俺は叫ぶ。本来そうであるべき《理》を。


「《廊下が延びてるんじゃない。俺達が小さくなっちまっただけだ！》」





　ぱちん。





　大きなシャボン玉が耳の奥で弾はじけると、急に走っていた廊下が一気に小さく、細くなったように感じた。


　しかしそれは逆だ。俺達が大きくなったんだ。


　その証しよう拠こに、さっきまで頭上高くを照らしていた非常灯が、今は膝ひざより下の位置で足あし下もとを照らしている。多分、アリくらいの小ささにされていたのだろう。そりゃどんだけ走ってもたどり着かない筈だ。


　黒い犬は小さいままでいてくれないかと淡あわい期待を抱いだいて振り返ったが、残念ながらそんな事は無かった。そして、更さらに数が増えているように見えた。


「御剣！　急げ！」


「アタシに命令すんな！」


　全速で走る。そしてようやく突つき当たりに到とう着ちやくした。御剣がエレベーターの「開く」ボタンを連打する。俺はその横に立ちつつ、後ろを気にしていた。御剣が祈るように叫ぶ。


「早く来て！」


　チーン。音と共に扉とびらが開く。エレベーター内の眩まぶしい明かりに思わず目を細める。


「乗って！」


　御剣がそう言って中に一歩踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん、俺はその御剣の体を抱きかかえて横の床に倒れ込んだ。


　追いついた黒い犬がエレベーターの中に飛び込んでいく。


「いっ、いきなり何するのよっ！」


　俺に押し倒された格好になる御剣が、上うわ擦ずった声で怒ど鳴なる。俺は答えた。


「《サークル棟を上り下りする手段は、階段だけだ》」





　ぱちん。





　破は裂れつ音と共に、どこに繫つながっているのかもよく分からないエレベーターがかき消え、そこはただの壁かべになった。黒い犬が次々と壁に激げき突とつしてその場に転がっている。


　顔を上げると目の前に階段の踊おどり場があった。御剣を無む理り矢や理り起こして、階段を駆かけ上がる。





　　　　◆





　四階に到着し、廊下を一気に駆け抜ぬける。黒い犬は追いかけて来てなかった。上に登る事を警けい戒かいしているのかもしれない。


　息を切らせながら廊下の突き当たりに到着した。が、俺達はそこで言葉を失う事になる。


「部室が……無い!?」


　旧家庭科室である料理研の次の部屋、廊下の突き当たりにあるのが旧家庭科準備室、つまり欧おう文ぶん研部室の筈だ。しかし、廊下は料理研の部室の前で終わっていた。


　部室が、無い。


「押し潰つぶしたとでも言うつもりか……？」


「そんな筈無いわ」


　御剣が断言する。が、その言葉からはかなりの焦あせりが感じられた。


「水那斗が中にいるなら、部室を消したわけじゃない。私達には見えないだけ」


　肩かたで息をしながら、御剣は「それに」と続ける。


「犬海の言う通りに、水那斗にとって部室が本当の自分でいられる場所だっていうなら、あの子がその空間を消す筈はずが無い。部室は確かに存在して、水那斗はそこにいるのよ」


「だったとして、これはどんな魔ま術じゆつだって言うんだ？」


「それはあんたが考えなさいよっ!!」


　怒おこられた。


　なにか手がかりは無いかと廊ろう下かを歩いてみる。窓からは月明かりが照らしていて、廊下は結構明るかった。それぞれの教室につけられた表札が読めた。


　料理研、鉄道研究会、探たん偵てい推理研究会……、他ほかの部室はちゃんとある。


　確かく認にんしている間に、階段のある反対側の突き当たりまで来た。階段を上ったすぐ前にある部室は美術部だ。料理研と同じ階にある為ため、いつも匂においの問題で言い争いになると碓氷が言っていた。あいつは本当に役に立たない事を山のように知っている。


　廊下の反対側を見る。御剣が、腕うで組ぐみをしてこちらを向いている。遠くて表情が見えないが、じっと俺を見ているように思えた。


　窓の外は、月が浮うかんでいるだけだった。


　首の後ろがちりちりする。


　俺は既すでにこの空間の違い和わ感かんに気づいているような気がしていた。入学以来何度か通っている廊下とは、なにかが違ちがう気がする。しかし、それがなんなのか分からない。


　もう一度廊下を見ようとして──


「犬海！　避よけて！」


　廊下の反対側から御剣が叫さけび、俺は反射的にしゃがんだ。


「グルルウゥゥゥ！」


　雄お叫たけびを上げた黒い犬が頭上を飛び越こえていき、美術部の壁に激突する。


　階段を見ると、赤い目がいくつも並んでいた。


「走って！　犬海！」


　恐きよう怖ふで全身が硬こう直ちよくしそうになるのを無理矢理抑おさえ、必死で走り出す。


　月明かりのおかげで、足あし下もとが危あやうくなることは無かった。ありがとう月。一いつ瞬しゆん窓の方を見て無言のお礼をする。窓の下には美術部員が描えがいたという長い長いタイル画が飾かざられている。確か、タイトルは「巡めぐり来る四季」。それを横目に走る。


　春、夏、秋、冬のモチーフが描かれたタイル画の前を一気に通り過ぎ、御剣のいる突き当たりまで戻もどってくる。あまりに疲つかれて、俺はその場で座り込んだ。


「なにか、分かった？」


　廊下の奥を睨にらみながら御剣が聞く。視線の先には、赤い光が並んでいて、それが徐じよ々じよに近づいてきていた。


「はあ、はあ、残念ながら、なにも──」


　座り込んでいた俺の視線は、窓の下のタイル画と同じ高さにあった。そこには雪山が描かれ、湖面が凍こおり、木が枯かれていた。


　頭の中を、風が吹ふき抜ぬけた。意識が、スッとクリアになる。


「──そういう、事か」


　立ち上がり、タイル画を指差す。


「そこのタイル画のタイトルは『巡り来る四季』だ。あの時、碓氷は『やがて来る季節への期待を表している』と言っていた」


「それがどうしたの？」


「『やがて来る季節』ってのは、冬の次の春の事だ。そうじゃなきゃ『巡り来る四季』にならない。しかし、そのタイル画は雪の景色で終わってる」


「だからなんだってのよ！」


　イライラしながら叫ぶ御剣を横目に、俺は突つき当たりの壁かべを見上げた。


「本当は、あるんだよ。冬の次の春の景色が。でも、見れないんだ。何故なぜかと言うと」


　これは単に一階の応用だった。


「《廊下が、短くなっているからだ》」





　ぱちん。





　目の前にあった突き当たりの壁がかき消え、そこに廊下が現れた。そして、


「……あったぞ」


　延長された廊下の脇わきに、確かに「欧おう州しゆう文化研究会」の表札があった。


「よし、行くぞ」


「……犬海」


「なんだ？」


　振ふり向くと、御剣は階段の方、赤い目がいくつも並んでいる所をじっと見つめていた。


「あんた、先に行って。アタシは、ここであいつらを食い止める」


「食い止めるって……」


　御剣がきっと俺を睨む。


「魔ま術じゆつ師しには魔術師なりの戦い方があんの。犬海がこれまでの魔術を全部破ってくれたおかげで、体力を温存する事が出来た。だから戦える。お礼とか言って欲しい？」


「いらねえよ。そんなの」


「じゃあさっさと行くのよ。そして、必ず、るうるを連れて帰ってきて」


　御剣は暗くら闇やみに向けて一歩踏ふみ出した。俺は「分かった」と言うしかなかった。


「……なあ、御剣」


「なによ」


「初めて名前で呼んだな。るうるの事」


　御剣は目を少しだけ大きくした後、「名前なんてどうでもいいのよ」と言った。


「るうるでも、水那斗でも、『世せ界かい災さい厄やくの魔ま女じよ』でも、あの子はあの子よ」


　そして照れた顔を隠かくそうとするみたいに、赤い光の群れの中へ突つっ込んで行った。


　俺は、扉とびらを開け、暗闇の中に入った。





　　　　◆





　カーテンがすべて開かれ、月明かりが室内をぼんやりと照らし出していた。


　机の奥、窓の側そばに椅い子すが置かれ、そこにるうるが座っていた。


　椅子の上で膝ひざを抱かかえ、顔を伏ふせている。


「るうる」


　立ったまま、呼びかける。





　沈ちん黙もく。





　ゆっくりと、窓まど際ぎわに近づく。


「るうる」


「来ないで！」


　拒きよ絶ぜつ95％を含ふくんだ声が、俺の足を床ゆかに縫ぬい付ける。


　あと何歩かで、届くのに。


　そこに壁があるかのように、俺は歩き出せない。


「……やっぱり、お兄ちゃんの、言う通りだった」


　顔を伏せながら、るうるがポツリ、ポツリと呟つぶやく。


「……友達なんか、作っちゃいけなかった。わたしに関かかわると、みんな、不幸にしかならない」


「なに言ってんだ、るうる」


「……タマキを怪け我がさせちゃったし、世界を、」


　ずっ、と、洟はなをすする音。


「世界を、書き換かえちゃった。お兄ちゃんと、約束したのに。絶対に、それはしないって」


　月明かりが、るうるの髪かみを銀色に染めていた。


　とても、綺き麗れいだった。


「一度やったら、これからもやっちゃう。わたしは、きっとわたしを止められない。自分の望むように魔ま術じゆつを使っちゃう……」


　るうるは、ゆっくりと顔を上げた。わずかな光しかなくても、泣なき腫はらした顔が俺を見つめているのが分かった。


「ごめんね、タマキ」


　なんでお前が謝るんだ。意味が分からない。


　だけど、俺は声が出せなかった。


　るうるが次に何かを言うのが、怖こわかったから。


　何を言うのかは分からなかったけど、何故なぜか、それを聞くのが怖かったから。


　るうるは、赤く腫らしたまぶたで、弱々しい笑え顔がおを作った。


「わたし、もうやめる」


「やめるって、何を」


「全部。人と接する事、全部。この世界から、消える」


「なに言ってんだ、るうる」


　同じ言葉を繰くり返した。しかし、俺の声は不安に震ふるえていた。


「わたしは、世界に嫌きらわれてる。わたしと仲良くなっても、繫つながっても、誰だれも幸せにならない。誰も幸せになれない。だから、いなくなる」


　るうるは、首から提さげた懐かい中ちゆう時計を、持ち上げ、蓋ふたを開いた。るうるは、柔らかく、笑った。


「じゃあね」


　その途と端たん、るうるの周囲が歪ゆがんだ。歪んだというか、砂すな嵐あらしに包まれたというか。るうるの周りにノイズのような物が現れ、それが徐じよ々じよにるうるを包み込もうとしていた。


[image: ]


　俺は大おお馬ば鹿か野や郎ろうで、その瞬しゆん間かんまでるうるが何をしようとしているのか分かってなかった。


　るうるは、自分自身をこの世界から消し去るつもりなんだ。自分がこれ以上世界に影えい響きようを及およぼさないように、自分自身を消してしまうつもりなんだ。


　るうるの兄貴と、同じように。


「ふざけんなぁっ！」


　それに気づいた途端、俺は走り出していた。


　るうるを卵状に包み込もうとしているノイズの固まりを、無む理り矢や理りひっぺがす。


「勝手に巻き込んでおいて、ちょっとビビったら自分から逃にげるってか！　友達ってのはな、そんなちっちゃな鎖くさりで繫がってるようなもんじゃねえんだよ！」


　ノイズは更さらに量を増やし、るうるを包み込もうとしていた。俺は必死に剝はがし続けた。


「お前だって、ホントはそういう物があるかもしれないって思ってんだろ!?　だって、入学式のあの時、お前は歌ってた！　誰の胸にも届かないって分かって歌ってた！　でもそれは違ちがう！　お前は、もしかしたら自分の歌が誰かに届くかもしれないって願ってたんだ！　そうじゃなきゃあんな風に歌えるわけねえじゃねえか！」


　せり上がってくるノイズの殻からを右足で思いっきり踏ふみつけ、動きを押さえる。


「お前は、お前が背負ってるルールを、誰かが破ってくれるかもしれないと期待してた！　俺はお前の歌を聴きいていたぞ！　御剣だってそうだ！　そして、俺はお前のルールに気づいた！　俺は、お前のルールを破ったんだ！」


　無理矢理両りよう腕うでを伸のばし、るうるの両りよう肩かたを強くつかんだ。るうるの顔がこわばる。


「だめ、タマキ。キミまで巻き込まれちゃう。キミまで、消えちゃう……」


「知るか！　お前は消えたりしない！　戻もどってくるんだ！　俺達の所へ！」


　殻の中に入った俺の腕うでに、ノイズが絡からまる。まるで、腕から先が無くなったかのような感覚に襲おそわれる。


　それでも、るうるから手を離はなす事は、絶対にしなかった。


「お前が世界を変えたって、俺が元に戻してやる！　たとえ、お前自身が何を変えたのか忘れちまっても、必ず俺がその法則ルールを見つけてみせる！　お前も知ってんだろ！　ゲームだったら、俺は簡単に負けたりしねえんだよっ！」


　るうるが、俺を見た。すがるような瞳ひとみの中に、それでも諦あきらめ95％が浮うかんでいた。


「……でも、わたしは、世界に嫌われてる。必要とされていない」


「世界がなんだってんだよっ！」


　渾こん身しんの力で叫さけぶ。るうるの小さな肩が、びくりと震えた。


　気がつけば、視界がノイズに埋うまっていた。なにもかもが混ざり合っていた。もう、どこまでが俺で、どこからがるうるなのかも、よく分からなくなっていた。どこまでが人間で、どこからが世界なのかすら、曖あい昧まいになりつつあった。


　それでも、叫ぶ。


「世界がなんだってんだよっ！　御剣がお前を必要としてるだろ！　碓氷だって！　小春さんだってお前を必要としてる！　世界なんかにハブられたからって気にすんな！」


　るうるが、呟つぶやいた。


「……キミは？」


　もう体の中までノイズが侵しん入にゆうしていた。頭の先からつま先までが、轟ごう音おんで、雑音で、埋め尽つくされていく。気を抜ぬくと、自分という存在も保てなくなりそうだった。


　るうるの声も、かすかにしか聞こえない。


「……キミは、わたしが、必要？」


「当たり前だろっ！」


　それでも、答えなんか決まっていた。


「初めて会った時から、俺はお前の──────!!」


　自分が叫んでいる声すら、もはや聞こえなかった。


　自分が何を言っているのか、何を考えていたのかすら、もはや分からなかった。





　やがて、世界が消えた。




　終章　四月十三日（土）　土曜日の部活動







　床ゆかの冷たさで背中に痛みが走り、目が覚める。


　目の前にるうるがいた。俺を見下ろしている。


　部室の床に寝ねていたらしい。首だけ持ち上がっていて、真上にはるうるの顔がある。


　……とすると、この後頭部に当たっている柔やわらかさは、ふとももなのか。もしかして、風の噂うわさに聞く、都市伝説で時たま話題にあがる、膝ひざ枕まくらって奴やつか、これは。


　部屋は明るかった。視線だけを窓に向けると、白々と夜が明けていた。朝七時くらいか。


「……ップ」


　るうるがぽつりと呟いた。


「……なんだって？」


「キミの評価。３ptポイントアップ」


　まだやってたのか。苦く笑しようする気力はまだ残っていた。


　右手を持ち上げて、るうるの頰ほおをなぞる。


「消えなかった、んだな？」


　その手の上に、るうるの小さな、温かな手が重なった。るうるは呟く。


「向こう見ずな、誰だれかさんのせいだよ」


「俺のせいに、するつもりか？」


　るうるはため息をついて俺を少し睨にらむ。珍めずらしく、感情の混じった表情だった。


「もし巻き込まれてたら、キミも世界から消えてた。自覚してる？」


「そうだったのか？」


　なんかもの凄すごい事を聞いた気がするが、まだ寝ぼけているのか、それが恐きよう怖ふに変へん換かんされない。


　ぼんやり見上げていると、またるうるがため息をついた。


「魔ま術じゆつの知識も無い。やる事の後先も考えない。キミ、危なっかしくて、放ほうっておけないよ」


　るうるは「だから」と、小さく呟いた。


「わたしは、この世界でキミを監かん視しし続ける。しばらくは、消えないことにする」


「そうかよ」


　俺が笑うと、るうるは小さく笑い返そうとして、それに失敗し、瞳を曇くもらせた。


「……でも、わたしが消しちゃったあの人を元に戻す事は、もうできない」


　泣きそうな顔。俺は、微笑ほほえむ。


「俺が、お前の魔術を破ればいい」


　るうるは小さく首を振ふった。


「キミの力は、書き換かえられた《理ことわり》を、書き戻もどす力。あの人の痕こん跡せきは、この世界には何一つ残ってない。いくらキミの力でも、世界から消しちゃった《理》を、『はじめから無い事にした物』を、元に戻す事はできないよ……」


　なんだ、そんな事か。


「るうる、お前、でっかい勘かん違ちがいをしてるぞ」


「……かん、ちがい？」


「そうさ。痕跡が何一つ残ってないって？　じゃあ、俺の背中はなんでこんなに痛むんだ？」


「……！　それって！」


「そうだよ。あのストーカー野や郎ろうにバットで殴なぐられた傷だよ。これは痕跡だろ？」


「え、でも、じゃ、じゃあ」


　るうるは混乱しながら言った。


「ん、えと、でも、キミの体は、わたしの魔術の『外』にいるから……」


「ばーか、そんな難しい話じゃねえよ。だとしても、だ」


　俺は言ってやった。


「《るうる、お前は神崎竜一を消したりなんかしていない。あいつがストーカーであるという事実を消しただけだ。神崎竜一は、この世界にちゃんと存在している》」





　ぱちん。





　いつもの破は裂れつ音が耳の奥でこだまする。今回ばかりは、その音が聞けて安心した。


　そうだ。るうるは神崎竜一を消してなんかいない。るうるに本当にその力があるのかどうかなんて知らない。そんな事は関係無いんだ。だってそもそも消していないんだから。


　るうるが去った後のアパートで、碓氷はストーカーの事を忘れていた。神崎の部屋からも、小春さんの盗とう撮さつ写真が消えていた。


　でも、それだけだ。神崎が消えた訳じゃない。みんなは神崎竜一を忘れた訳じゃない。「神崎がストーカーであるという事実」が、消えただけだったんだ。


　その証しよう拠こに、あの時、御剣はストーカーの事を「プライドが高いだけの三流魔ま術じゆつ師し」と言った。それは、以前御剣が神崎を指して使った言葉だ。つまり、御剣は忘れていなかった。


　御剣の家でそれに気づいたから、俺は、この魔術を破れる事を知っていた。ただ、それを破るという事は、神崎がストーカーに戻る事を意味している。俺は、それをすべきなのかを迷った。それは、神崎を、そして、小春さんを、不幸にしてしまうかもしれなかった。でも、御剣は言った。「間ま違ちがった事は、正さなきゃいけない」と。


　俺も、そう思う。そう思ったから、るうるの魔術は破らせてもらった。


　啞あ然ぜんとしているるうるに、笑いかける。


「これで、いいんだろう？」


「……タマキッ！」


　るうるがいきなり覆おおい被かぶさり、俺の頭を強く抱だきしめた。


　苦しかったし、背中が痛かったけど、悪い気分じゃなかった。


　俺はるうるの背中に手を回そうとして──


「お取り込み中悪いけど」


　──部屋の隅すみから飛んできた御剣の声に、ぎょっとした。


「みみみ、御剣っ!?　お前、いつからそこにっ!?」


「ずっとよ、ずっと。あんた、アタシと一いつ緒しよにここに来たって事、忘れてんじゃないの？」


　俺は慌あわてて起き上がる。るうるが不満を表明する。


「えー、もっとぎゅーってするのー」


「うるさい！」


「犬海が理性を制せい御ぎよできる男子高校生で助かるわ」


　御剣はそう言うと、入り口の方を向いた。


「ねえ、入っていいわよ」


　すると、立て付けがあまり良くないスライド扉とびらがガラリと開き、


「やっほータマぴょん、元気？」


「おおお、おはおはようございます！」


　碓氷と小春さんが、中に入ってきた。るうるが立ち上がり、驚おどろいた顔で叫さけぶ。


「二人とも！　どうして!?」


「アタシが呼んだのよ」


　御剣がるうるの方を見ないで言う。


「土曜日だから、部活できるでしょ。このアタシがせっかく入ってあげたってのに、なんだかんだあってまだ一度もゲームしてないし。今日くらい、遊んであげるわよ」


　つっけんどんな言い方だったが、耳が赤いのが丸わかりだった。


　驚いた顔のままのるうるに、俺は言った。


「ほらな」


「？」


「みんな、お前を必要としてるだろ？」


　るうるの顔が、みるみる笑え顔がおに染まる。そして、大きく「うん！」と、頷うなずいた。


「あああ、あのその！　私、朝ご飯の材料持ってきました！　つつつ、つく作らせて下さい！」


　小春さんは両手にスーパーのビニール袋ぶくろをぶら下げていた。碓氷が元気よく手を挙げる。


「僕手伝いまーす！　いいよね？　小春さん？」


「あんた料理できるの？　小春、アタシも手伝うわ」


「は、はい！　よ、よろしくお願いします！」


　袋ふくろの中身が机に広がり、朝ご飯の支し度たくが始まる。


　朝日が、大切な仲間達を照らし出していた。


　ようやく、安心感が押し寄せてくる。


　……と、同時に、大変重要な懸けん案あん事じ項こうが一個ある事に、俺は気づいた。


「……なあ、るうる」


「なに？」


「俺、最後、なんて叫んでた？　っていうか、なんて叫んでたか、……聞こえてたか？」


　るうるは人差し指を顎あごに当て、少し考えてから、俺を見上げて小さく微笑ほほえみ、こう言った。





「Ｒｕｌｅ[image: ]ｓ　Ｒｕｌｅでわたしに勝ったら、聞こえなかった事にしてもいい」





　俺は目を閉じ、ため息をついた。そして、拳こぶしを作ってるうるに向ける。


「……分かった。お前の勝負ゲームに乗ってやる。始めろよ」


「遅おそい」


「え？」


「遅いよ、キミ」


　るうるは、俺の拳をどかし、部室でしか、俺達にしか見せない笑顔で、耳元に顔を寄せる。


　そして、とっておきの秘密を教えるみたいに、囁ささやきかけた。


「ゲームはもう、始まってるよ」


　朝日が、るうるの胸むな元もとの懐かい中ちゆう時計を、キラリと輝かがやかせた。




　幕間　四月十四日（日）　三者三様の休日







　四月十四日、未明。


　御剣言乃は、人の気配に目を覚ました。


　布ふ団とんの中から顔を向けると、月明かりが白い障子に人の影かげを落としていた。


　体を起こし、乱れた寝ね間ま着きの合わせを直しつつ、硬かたい声を出す。


「何事です」


「夜分遅くに申し訳ありません」


　障子の外からも硬こう質しつの声が返る。


「ご命令を頂きました調査が完かん了りようした旨むね、報告に参りました。非常識な時間に参りました事、伏ふしてお詫わび申し上げます。ただ、憚はばかりながら──」


「分かっています。分かり次し第だい結果を知らせるようにと指示したのは私です」


「恐おそれ入ります」


　障子が小さく開き、月明かりが畳たたみの上に滑すべり込む。


　その隙すき間まから男が封ふう筒とうを差し込み、またすぐに障子を閉じる。月明かりも閉め出された。


「ご苦労様でした。下がりなさい」


「失礼致いたします」


　障子に映っていた人の影は、かき消えるように無くなった。


　言乃は布団から出て立ち上がり、障子に近づく。畳の上に置かれた封筒を取り上げ、障子を開けた。中庭に直接下りられる縁えん側がわが左右に続いている。板いた敷じきの廊ろう下かが、月の光を青白く反射していた。


　一歩、縁側に出る。ひんやりとした感かん触しよくが、裸足はだしに伝わってくる。月光が、言乃の純白の寝間着と、腰こし帯おびの締しめが緩ゆるいために大だい胆たんに露ろ出しゆつしている長い足を、淡あわく浮うかび上がらせる。


　自分の姿など全く気にする事無く、言乃は縁側に腰こし掛かけ、庭に向かって足をぷらぷらさせる。そして、昨日の出来事を思い出していた。


「『ストーカーであるという事実を、消しただけ』、ねえ……」


　あの後、みんなで朝食を摂とってから、夕方近くまで部室でゲームを遊んだ。その間、言乃は部下を派は遣けんし、神崎竜一が間ま違ちがいなく存在している事を確かく認にんした。ストーカーであるという事実も、元通りになっていた。犬海の言う通りだったのだ。……でも。


「でも、あの時、確かに神崎竜一は、犬海の前から姿を消した」


　それがどういう現象なのか、言乃には判断が付かない。もしかしたら、るうるの「消えろ！」という思いが強すぎて、神崎を瞬しゆん間かん移動させてしまっただけなのかもしれない。あるいは、一時的とはいえ、るうるが本当に神崎を消してしまったのかもしれない。もし、犬海が魔ま術じゆつを破らなければ、神崎が恒こう久きゆう的に消えてしまっていた可能性は残っている──


「……ま、検証のしようが無いけど」


　自分の考えを振ふり払はらうように小さく頭を振り、言乃は手に持っていた封筒を開け、中身を取り出した。数枚からなる調査結果の資料に目を通す。そして「ふむ」と呟つぶやいた。


「まあ、予想通り、かな」


　空を見上げる。月が見返す。


　言乃は、虚こ空くうに向かって呟いた。


「六歳より前の記き憶おくが無い、ねえ。やっぱり『マル』なんじゃないの？　あんた」





　　　　◆





　同日、早朝。


『噂うわさ屋や』の店主は大おお忙いそがしだった。


　ＰＣのディスプレイが六枚並ぶ自分の部屋で、鼻歌を歌いながら情報の処理に追われている。


　右手ではマウスを扱あつかい、左手では、その手の甲こうで器用にシャーペンをクルクルと回していた。


　水那斗るうるが一般クラスに編入してからというもの、『噂屋』に持ち込まれる噂の量が、凄すごい勢いで増えていた。噂が新たな噂を呼び、それらが全部『噂屋』に流れこんでいるのだ。


　これらを新しい商品とする為ためには、より確度の高い情報を集め、統計データを起こし、分ぶん析せきを行い、綿密な裏取りをする必要がある。店主は、この作業が大好きだった。


『噂屋』を使ってお金を儲もうけようと思った事は無い。そりゃまあ、運営費として必要な分だけ、噂を現金に換かえた事はあるが、それは犯罪の予防を目的としたリークに対する情報料だったり、セクハラに困っている女子を救ってあげた過程で発生した口止め金だったりで、悪いことはしていないと思っている。情報ネットワークの維い持じには金がかかるのだ。


　店主は情報を愛している。もちろん真実をより愛してはいるが、それがガセネタだろうが、妄もう想そうだろうが、思いつきの噓うそだろうが、愛している。


　仮に、『噂屋』に一〇〇個の噂が持ち込まれ、そのすべてが虚きよ偽ぎだったとする。しかし、その背後には、その噂を送りつけた一〇〇の意思がある。それは、そこに一〇〇の真実があるのと同じ事なのだ。だから、あらゆるガセネタは、妄想は、噓は、店主にとっては等しく価値があるのだ。


　そして、その噂達が『噂屋』を通じて生徒達に再び流され、それが更さらなる噂を生む。生徒達は噂を楽しみ、店主は情報の流通を楽しんだ。


　今、学園内の噂の主体は、ただ一人の女の子だった。


「水那斗るうる」


　店主はディスプレイに映った小さな女生徒の画像を見て微笑ほほえむ。


「しばらくは、君のおかげで楽しめそうだよ。るーちゃん」


　そして、手の甲で回していたシャーペンをピンと跳はね上げ、胸ポケットに器用に差し込んだ。





　　　　◆





　同日、昼過ぎ。


　学校から電車で少し離はなれた、都心に近い所にあるカフェテラスで、小春アイは緊きん張ちようしていた。


「だーかーらー、私と話すのにそんなに緊張する必要無いんだってばー、アイちゃん！」


　テーブルの向かいで、タイトミニのスーツ姿の大人の女性が笑いながらそう言った。


「す、すみません！　月つき城じようさんって、格好良いし、大人っぽいし、スタイルいいし、あのその、凄く綺き麗れいなので……って、な、なに言ってるんでしょう私！」


　女同士なのだから気にする必要無いし、怖こわいとかそういう気持ちは全く無いのだけど、アイはこの人と会う時だけは、どうしても緊張してしまうのだった。


　確かに、月城は美人だった。まだ二十代前半の筈はずで、ナチュラルメイクが施ほどこされた透すき通るような肌はだは見とれてしまうし、左目の泣きぼくろがまたチャーミングだ。短めにまとめている金きん髪ぱつが、その美び貌ぼうを更に輝かがやかせていた。尊敬する女性として憧あこがれているから、つい緊張してしまうのかもしれないと、アイは自己分析している。


　余談ながら、バストサイズでいえばアイは月城と十分に張り合えるのだが、アイ自身はそこを自分のチャームポイントだとは意識すらしていない。


　月城は大きく笑ってから、紙コップを持っていない方の手でアイの顔を指差した。


「アイちゃんだってすっごく綺麗になったってー！」


「そんなこと無いです！」


「いやいや、私の刑けい事じとしての観察眼はごまかせないよ。アイちゃん、高校で好きな人とかいるでしょ。それとも、もう彼氏できた？」


「か、彼氏っ!?　ないですないです！　わわわ、私なんか……」


　真っ赤になって黙だまってしまうアイ。からかわれているのが分かっているのに、この人の顔を見ると、上手うまく言い返せなくなってしまう。それ見て月城がまた笑った。


「まあ、とは言ってもね。綾あや子こさんが旦だん那なと一いつ緒しよに帰国するまで、綾子さんの大切な娘むすめさんであるアイちゃんに変な虫がつかないようにするのも私の仕事なのよねー。だから好きな人ができたら、まず私に知らせてね。綾子さんには秘密にしといてあげるからさ」


　器用にウィンクをされ、アイの顔は更に赤くなる。からかわれすぎて、少し涙なみだ目めだ。


「ないですってば。もう、いつもそうやってからかうんだから……」


　非難の目を向けると、月城はごめんごめんと言いながら、両手をアイの方に伸のばした。


「ほら、私と会う時はその眼鏡めがね外すって約束でしょ？」


「あ、はい。ごめんなさい……」


「私が取ってあげる。動かないで」


　月城が、アイの眼鏡を顔から外し、テーブルの上に置く。光の加減のせいか、レンズの縁ふちが、七色に光ったように見えた。


　そして、月城はポーチから録音装置を取り出し、スイッチを入れた。微笑む。


「毎回こういう方法使って、申し訳ないと思ってるのよ。じゃあ、報告よろしく」


「はい……」


　そう答えたアイの声は、感情の籠こもらない無機質な物に変わっていた。先さき程ほどまで真っ赤だった顔は、今は逆に血の気が引いて青白く、表情が抜ぬけ落ちている。目は焦しよう点てんを保っておらず、ぼんやりとずっと遠くを見ているように見えた。まるで、人形が座っているようだ。


　ゆるく開いた口から、無機質な声が漏もれる。そこに、小春アイの意思は存在しなかった。


「これより、特一級監かん視し指定理り操そう能力者、水那斗るうるに関する定例報告を、開始します」




　あとがき




「人生はゲームのようなものだ」と言われる事があります。人生とゲームの共通点を挙げる人も多くいます。しかし土屋（この本を書いている僕です）は、二つの点においてこの言葉は正確ではないと思っています。


　まず、人生よりもゲームの方が難しい。当然です。人はなんらかの課題の形で負ふ荷かを得て、それを攻こう略りやくし、そこから解放される事によって快感を獲かく得とくします。これは人生でもゲームでも同じです。そして負荷が重いほど、解放された時の快感は大きくなる。もし、ゲームよりも人生の方がその快感が強いとしたら、みんなゲームよりも人生を楽しむでしょう。


　次に、人生はやりなおしが利きますが、ゲームはそうではありません。当然です。ゲーム中のキャラが死んで、ロードしなおしたとしても、一度キャラが死んだ事はプレイヤーの中に残ります。全すべてのプレイは等価なので、一つのゲームをクリアした後、その背後にある死し屍し累るい々るいの事を、プレイヤーは忘れる事は出来ない。だからこそ、ゲームは常に真しん剣けん勝負です。


　……一応ここで注ちゆう釈しやくを入れておくと、今土屋が挙げた二点はどちらも詭き弁べんです。詭弁である事に問題があるのかどうかはここでは問いません。なにがどう詭弁なのかについては、是ぜ非ひ考えてみて下さい。ちなみに、思し索さくを広げるヒントは、本文中に多数含ふくまれています。では、ゲームをスタートしましょう。


　おっと、話が逸それました。人生とゲームに共通点を挙げるとするなら、土屋はこう考えます。


「人生もゲームも、『ルール』によって支配コントロールされている」と。


　ゲームにおけるルールは、プレイヤーに負荷をかける為ための物です。ある意味、プレイヤーは理り不ふ尽じんな制約に望んで従っていると言えるかもしれません。それに対して、人生におけるルールは、基本的には我々が日々の生活を円えん滑かつに進められるようにする為の物です。


　では、人生において、理不尽なルールを制約として与あたえられたら、どうでしょうか。それが誰だれも、少なくとも自分や、愛する人を幸せにしないと分かっていながら、それでも従わなければならないという事になったら、どうすれば良いでしょうか。


　ルールはルールだと諦あきらめ、その理不尽さを受け入れるでしょうか。あるいは、ルールの方が間ま違ちがっていると、ルールをぶちこわそうとするでしょうか。それとも、新しいルールを作って前のルールを無効化してしまうでしょうか。


　本書の登場人物達は、本人の望む望まざると無関係に、多くの（時によっては非常に理不尽な）ルールに縛しばられています。そのうちのいくつかは本書で明かされ、そしてそれに対して彼らは彼らなりに決着をつけました。


　しかし、物語はまだ始まったばかり。彼らはこれから先も、様々なルールに翻ほん弄ろうされる事でしょう。彼らがそれらのルールとどう向き合い、どのように行動して、そしてどんな決断をするのか。どうか、彼ら欧おう文ぶん研のメンバーを見守って頂けると嬉うれしいです。





　　　　◆





　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー』をお届けします。前シリーズの『放課後の魔術師メイガス』から本書をお届けするまで随ずい分ぶん時間がかかってしまいました。大変お待たせいたしました。お楽しみ頂けたのであれば望外の喜びです。今後ともよろしくお願いします。


『放課後の魔術師メイガス』をお読みの方ならご存じの通り、土屋は大のアナログゲームファンでして、ゲームをメインに据すえた小説を書けないかとずっと考えていました。その結果生まれたのが本書になります。次巻以降も「ルール」を巡めぐる物語が展開します。もし本書で初めて土屋を知った方は、よろしければ『放課後の魔術師メイガス』もお手に取ってみて下さいませませ。


　作中に出てくるゲーム「ルールズ・ルール」は土屋の創作ですが、参考にさせてもらったアナログゲームはいくつかあります。機会があれば、紹しよう介かいしたいと思っています。





　　　　◆





　謝辞を。素す晴ばらしいイラストによってキャラクターに命を吹ふき込んでくれたさくらねこさんに深く感謝します。特にるうるについては、さくらねこさんから外見上のアイデアを多く頂き、より魅み力りよく的な女の子になったと思っています。ありがとうございます。


　山のようなプロット案をかき分けてるうると丸たまきとの物語を見出し、筆の遅おそい土屋を辛しん抱ぼう強くサポートしてくれた担当編集のＵ野さんを始め、本書に関かかわったすべての皆みな様さまに感謝します。


　そしてもちろん、これはもう言うまでも無い事ですが、本書を読んでくれた皆様に百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋はこれからも書き続けられます。





　　　　◆





　第２巻は出来るだけ早く、夏頃ごろには皆様の元にお届けできればと思っています。


　それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。





追つい伸しん　著者の最新情報はブログでどうぞ。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。


土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/




それがるうるの支配魔術イレギユラー


Game 1：ルールズ・ルール





土つち屋やつかさ
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